


長崎大学総合情報処理センター『センターレポート j 第16号

目 次

1.巻頭言

・センターレポート第 16号に寄せて..................................黒田英夫 1 

2.投稿

・熱帯医学情報提供について.............................................................大渡 伸 3 
・留学先での日本語環境.......................................................................................森山雅雄 6 

・砂耳ヌ2eでの文書作成環境................................................................................古賀掲維 14 
・ネコにもマウス.....................................................................................................宮西隆幸 29 
.長崎大学医学部ホームページ作成について...................................................宮西隆幸 32 

3.講演会より(r教育におけるネットワーク利用J) 

・開催挨拶................................................................................................................橋本健夫 38 
・教室とインターネット......................................................................................近藤弘樹 39 
・遠隔授業で学校は変わる..................................0_0...............................................浅井 徹 54 
・インターネット上でのマルチメディア通信..................................................岡村耕二 62 
・ネットワークを利用した授業改善..................................................................藤木 卓 70 
・生活体験学習におけるホームページ作成......................................................楠木良造 75 
・閉会の挨拶.............................................................................................................黒田英夫 85 

4.センターから

-新計算機システムの導入について..................................................................野崎剛一 86 
・研究用 UNIXシステムについて.... .. .. .. ... .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .山口正道 111

・教育用計算機システムの利用環境について..........................池永全志 124
・パーソナルコンピュータシステムの紹介............................森内義己 137
・長崎大学キャンパス情報ネットワークの歩み.......................鶴 正人 147

5.センタ一利用統計......................................................... 164 

6.平成8年度センタ一利用申請課題一覧.................................. 177 

7. NUNet共同利用システム利用者一覧.................................. 194 

8.諸規則...................................................................... 206 

9.名簿......................................................................... 214 

10.センターの広場...........••••••••••••••••••••••••••••••••••• .'............ 216 



1.巻頭言

センターレポート第16号によせて

長崎大学総合情報処理センター長

黒 田 英 夫

kurodaCec.nagasaki-u.ac.jp 

平成8年4月、小山純先生の後をついで長崎大学総合情報処理センター長に就任致しま

した黒田英夫です。微力ではございますが、運営委員の先生方、ネットワーク運用専門委

員の先生方ならびにセンターの職員の方々のお力添えを頂きまして、なんとか職務を全う

したいと思っております。何卒ご支援、ご鞭捷のほど宜しくお願い致します。

平成 8年度、総合情報処理センターでは、平成 7年度の 2次補正予算による ATMネッ

トワークの敷設・立ち上げに引き続き、計算機システムのリプレースを行いました。

新しい計算機システムにつきましては、全学教育の目玉のーっとして取り上げられてい

る一般情報処理教育の重要性から、一般情報処理教育実施専門委員会より 70~80 名の
情報処理演習が同時に実施できるパソコン端末室が2ヵ所以上必要との認識のもと、その

ための環境整備が強く要望され、運営委員会でのご審議・決定に基づき、 70~80 台以

上の端末室を 2ヵ所設置しております。 1ヵ所は従来からのセンター内の第一端末室であ

りますが、それ以上は、これまでのセンター建屋内ではそのスペースはありません。この

ため、現在要求しているセンターの増築がなされるまでの仮住まいとして、地域共同研究

センター内の一部を改修して頂き、一時借用させて頂いております。この部屋の改修もリ

プレースの時期に間に合わせて頂き、お陰様で平成 9年 1月から稼働開始しております。

関係各位のご協力に感謝申し上げます。ただ、この仮住まいの端末室がある地域共同研究

センターと総合情報処理センターは距離的に大分離れております。計算機ネットワークは、

ユーザの立場として単に利用する限りにおきましては、時間と距離を克服できる究めて有

用な手段であり、距離的に離れていることは何ら支障を来さないものであります。しかし、

単にユーザとしてでなく、保守・管理する立場からは、物理的に距離が離れているという

ことは大きな問題となります。例えば、センターから離れた場所の端末室で何か障害が発

生した場合、時には大きくて重い装置を運ぶ必要もあり、授業中など急を要するような場

合には究めて深刻な事態を引き起こしかねません。もとより、センター職員一向精一杯努

力する所存ではありますが、利用される先生方や学生達に時としてご迷惑をおかけするこ

とがあるかもしれません。仮住まいでの一時凌ぎであるということにご理解を頂き、ご協

力のほど宜しくお願い致します。そして、できるだけ早く、総合情報処理センターの近く

に端末室の増築がなされるよう、関係各位のお力添えを賜わりますよう、併せてお願い致

します。

また、このリプレースにより、計算機システムの能力が大幅にアップされました。これ



を機に新年度より、希望する学生に対して全て IDを発行する予定にしております。現在は

就職情報を企業がインターネットを介して発信する時代であり、世の中では、就職情報を

公平に収集できる状況になったと言われております。このような状況において、本学の学

生が遅れをとることなく就職活動を行ったり、あるいは世界に向けての情報発信を行うこ

とができるように総合情報処理センターとしてもお手伝いができることになります。しか

し、それと同時にインターネットを利用する上でのモラルの教育など重要な問題も生じて

きます。このように、新たな対応にも迫られることになりますが、可能な限りの対策を立

てることとし、全学の職員並びに学生に多いに利用して頂けることを願ってやみません。

また、研究用途に対して利用料金の大幅な低減も予定しております。さらに、新計算機

システムは処理能力が大幅にレベルアップしていますので、その点から見ても、実質的に

大幅な利用料金の低下になっております。このように、処理の高速化による使い勝手の良

さに加えて、利用料金の低下も実施致します。新計算機システムを、思う存分研究に活用

して頂けることを願っております。

このように、長崎大学総合情報処理センターでは、時代に即したネットワークおよび計

算機システムの提供に日夜遁進しておりますが、何分にも限られた要員で行っております。

全学のご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。
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2.投稿

熱帯医学情報提供について

熱帯医学研究所ホームページ

熱帯医学研究所・疾病生態

大渡伸

ohwatari@net.nagasaki-u.ac.jp 

1996年1月30日に、英文の熱帯医学熱研究所のホームページ (http://www.tm.nagasak

l-u.ac担)を立ち上げ、和文については 9月-10日にスタートした。その内容は、毎年改訂さ

れる熱研紹介冊子に記載されている、研究所の組織および人員構成，沿革，現在の研究内容

等に関する文章・図をイメージスキャナー (SHARP，JX-330M)で取り込み、 MacReader 

plus V.2.5を使い読み取った。しかし、英文および和文についても読み取りミスが多く、大

半の時聞が訂正作業に裂かれ、 OCRの完成度はまだ低いと思われる。

本年 1月末日の時点で、総アクセス件数は 22548件であった。立ち上げ当初の囲内と海

外の比率は、 81: 19であったが、徐々に海外の比率が増加し、和文スタート後も傾向は変

わらず、現在では 56:44である。当初、 1000件前後のアクセス件数/月も増加し、本年 1

月には 2033件と約 2倍に達した。特に、 10月 (3649件)， 11月 (2724件)のアクセス件

数の増加は、長崎で 1996年11月17日から 6日間開催された国際熱帯医学会に関連してる

と思われる。この問、海外から本研究所教官のe-mailaddressの問い合わせ等の簡単な連

絡から、熱帯地で研究や医療活動を行っている日本人からの専門的相談までe-mailで入っ

てきた。専門的内容については、研究所内で関連する研究分野の先生方に連絡し、回答を

お願いしている。

ホームページを開設して 1年間で 2万件を上回るアクセスがあった。アクセスした総て

の人達が、熱研や熱帯医学に深い関心を持っているかは疑問だが、一般の方々にも熱研につ

いて知ってもらう効果は十分あったと考える。更に、これらの方々の数人でも熱研を訪れ、

熱帯医学に興味を持つ糸口となる事を期待している。 2万部の熱研紹介冊子を印刷し、郵

送または配布する経費や労力を考えると、インターネットによる情報提供は効率的である。

医学情報

インターネット利用人口は、企業や教育・研究機関は勿論、一般家庭においても、ここ

数年で急速に増加している。私も、文献検索や e-mailによる通信、およびインターネット

上での学会発表など、幅広く活用している。特に、時間のロスが滅少したのは、歓迎すべ

き事である。しかし、多くの情報の中から必要な情報を迅速に見つけだす。また、氾濫す

る情報の中から、必要な情報を適切に取捨選択する能力が必要となった。

情報発信のサーバとして報道機関J公共機関，企業，更には個人で開設したホームペー

ジも有り、種々の情報が見られる。しかし、医学関連情報は、医学部，医科大学および医

学系研究所等の紹介に関する情報を除くと、他の分野の情報と比較して僅かである。不特
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定多数を対象とする医学情報，特に医療情報については情報を受けたクライアント側の人

が、情報内容や当人の健康状態等の諸条件により、精神的不安に陥りったり、肉体的変調

をきたす危険性も含んでいるため、情報提供については慎重にならざるを得ない。情報は

正確かつ詳細であるべきだが、それ故に生じる事象に適切に対応出来る体制を備えてなけ

れば、医療情報の提供は"百害有って一利無し"となる可能性が高く、常に即応可能な体

制作りが必要である。何れの分野の情報でも同じであるが、特に医療情報では、提供した

情報に対する責任は重い。しかし、医療を含む医学情報も他の分野と同じく、情報提供さ

れるべきで、特に、病気に擢らないための予防医学の知識については、情報提供を積極的

に行うべきである。予防医学の知識の重要性は、 HIV(エイズウイルス)の例を引くまで

もなく、明らかである。

熱帯医学情報提供

国際化が進み、また交通機関の発達によ句、時間的距離が短縮された結果、輸入感染症

が問題となっている。一部の病気については潜伏期間中に、既に帰国し二次感染を起こす

事態では、総ての人々が海外の感染症に，罷る可能性が有る。また、熱帯地への旅行者や仕

事等による長期滞在者も、年々増加している。和文の熱帯医学研究所ホームページを立ち

上げた 9月以降、海外から和文へのアクセズが多数みられた例からも、彼等への、熱帯医

学情報提供の必要性を痛感した。

海外の医療情報については、 WHO，CDC， Medscape， Health Canada等があり、感染

症などの統計データの提示から、問い合わせに応じるホームページまで有り、インターネッ

トを十分活用している。しかし、言葉の問題もあり、日本人による海外医療情報の利用度

は低い。国内では、早期に立ち上げた姫路濁協大の「マラリア情報ネットワーク」を含め、

徐々に増加している。また、厚生省が「海外渡航者保健情報システム」を作ることになって

いる。しかし、 lつのサーバで総ての情報を網羅することは困難で、 lつでも多くのサー

バが望まれる。これからも、インターネットの利用者は増加し、 WWWによる情報提供の

有効性は高まるであろう。

今回、熱帯医学研究所では、資料室が「熱帯病資料情報センター」に改組される予定で

ある。このセンターの設立目的は、 (1)熱帯病の基礎研究推進， (2)熱帯病専門医の育成，

(3)熱帯病資料提供である。センタースッタフは、熱帯医学の基礎研究を行うと伴に、上記

の目的を遂行する。その業務は多岐にわたるが、熱帯病資料提供の一還として、不特定多

数を対象とする熱帯医学情報の提供を計画している。昨年より、近年本所研究者が、熱帯

地の現地調査で得た資料や研究結果について、情報提供の準備を行っている。この情報は、

まだ公開してませんが、その一部を小坂所長和田教授鈴木助教授と共に、皇太子御夫

妻へ御説明した時の写真である。(次ページ)

熱帯医学研究所には、風土病研究所設立(昭和 21年)以来集められた、熱帯病に関する

資料や研究成果が保存されている。現時点では、まだコンピュータ設備が完備されてない

が、 50年間に蓄積された多数の資料についても、上記の自的に沿って・情報を公開し、我々

の研究が多くの人々のお役に立つことを望んでいる。特に、インターネットによる情報提

供の効果に期待している。
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留学先での日本語環境の構築

1 はじめに

工学部機械システム工学科

森山雅雄

matsu也welcome.mech.nagasaki-u.ac.jp

ども、色物担当の森山です。私、小生意気にも 96年 3月から 9月まで、アメリカのカリ

フォルニアにある、 NA8Aのジ‘エツト推進研究所 (JetPropulsion Laboratory: JPL)に留学

してまいりましたれ。アメリカですんで、当り前ですけども、計算機(というよりも 08

ですかね)には日本語を扱うための機能はないわけで、日本語の読み書き印刷をするため

に、ちょっと技を駆使しました。今回はその経験を書かせてもらいます。

2 どうやって日本語処理を実現するか?

なにも、留学したことあるのは、私だけじゃないわけでそれぞれにいろんな経験がおあ

りになると思いますが、多分みなさん、これらのうちのどれかで日本語処理を実現してい

たんじゃないかと思います。

1.日本語の読み書きはあきらめて、日本への連絡は電話、 Fax、ローマ字の電子メール

tを使う。

2.日本から計算機、プリンタを持っていく。

3.向こうの計算機に日本語があっかえる 08をインストールさせてもらう。

4.向こうに日本語環境を構築する。

私の場合、 JPL内部の規則で、 2、3はできませんでしたので、 4・をやらざるを得ない状況

でした。んじゃま、 JPLの計算機環境から説明して、なんでこんなことしないといけなかっ

たのか?ということから始めさせてもらいます。

3 JPLのネットワーク環i寛

JPLは、 NA8Aの組織ですから、政府機関としてのネットワーク管理基準を満たす必要

があります。この基準てのが結構やっかいで、 (1)C2セキュリテイグレードの 08をサー

バ用の 08として利用すること、 (2)外部組織にアクセスする場合は、対応するホストへの

通信経路を開いてもらうように申請すること。 (3)管理者は専任または、審査をうけた研

究者との併任であり、それ以外の人聞がサーバ 08の管理をすることは禁止、という非常

↑1学振じゃなかったんです、若手の最後の年だったのになあ、そーいや、どこの学科があたったんだっけ7

h留学する前にこういうのをもらっていたおかげで、「決してああいう恥ずかしいことはすまい!Jと思っ

てました。みっともないよね、正味の話。
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に厳しいものでした。てなわけで、そのへんの PCにFreeBSDをちょっちょっちょって入れ

て使うというわけにはいきませんでしたし、日本からマシンを持ち込むなんてこともでき

ませんでした。

えっ?そりゃUNIXの話しだろ、 Macとか Windows使えばいーじゃねーか、ですって?

またまた、あーゅーのは端末とかワープロじゃないですか、仕事に使うのは浮動小数点計

算がきっちりできて、完全なマルチタスクの OS↑3ですよ。

きびしい反面、ありがたい制度もいくつかありまして、端末用↑4の市販ソフトウェアの

メジヤ}所は、サイトライセンス契約してて申請すればだれでも利用できるようになって

います。これのおかげで少ないプロジェクト予算↑5を圧迫しなくてすみました。

4 それいけ日本語環境!

4.1 私が使った計算機

いよいよ日本語環境構築の話しです(あいかわらず長い前振りでした)。まずは、私がど

んな計算機を使ったのかを話します。

まずはホストマシンとして、 SunSparcstation 10/40 (96Mbyte主記憶)というちょっと

昔のを使わせてもらいました。これは一部の研究者の開発機↑6で、私専用のディスク領域

として 2Gbyte割り当ててもらいました。また、こいつには SparcPrinterという PSプリン

タがついておりました。このマシンの OSはSolaris2.4で、私がいた建屋のとなりの建屋

においてあって、私を含めて 4人で使っておりました。

ホストがとなりの建屋にあるというのはいくらなんでも不便なので端末をどうにかしよ

うということで、プロジェクトの中をさがし回ったら、 MacIIxというポンコツが寝てる

のを発掘しました。主記憶も 20Mbyteも入ってたし、イーサカードもついていたので、こ

りゃいいやってんで、管理者に連絡して IPアドレスもらって、自分の部屋につなぎこみま

した。

4.2 私が使った 08

いよいよ核心です。 OSの話しをします。「わーった、 JLKだろ!jと思ったあなた、残念

でした。 1love the real stuff.ですんで、そーゅーエセ↑7なモンは使いません。 UNIX十

X-windowですよ!これならワークステーション側に日本語フォントがありますし、日本

語を表示するためのツールをインストールするだけです。

日本語に限らず、非英語環境を整えるには UNIXが一番適していると思います。下の図

を見て下さい。日本語の入出力というのは OSの入出力を司るサブシステムが担当すれば

いいわけですよね。何も OS全部が日本語を理解してくれなくてもかまいません。

↑3これは NTでも実現できてませんねo

t4 DOS， Mac， Windowsのことです。

↑5実際、厳しいモンです、 96年4月にはメンバが 24人だったのですが、今は 18人に縮小されましたo

hつつましいでしょ、どこもこんなもんでしたよ。

↑7 Worldscriptとか言うらしいですね、でも亡れって機械系学科を機械システム工学科に改称したようなモ

ンじゃないですか?
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↑↓ 

1/0 Subsystem 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-

OS(Kernel) 

(a) UNIX 

user 

↑↓ 

1/0 ? 

OS(Kernel)? 

(b) Terminal OS 

図 1 What a clear discrimination! 

UNIXの場合ならば、 1/0を担当するのが ttyモジ、ュールであったり、 UNIXの外側の

X司 windowであったりするわけで、そこのところを日本語対応にしてやればいいわけです

し、 X-windowの場合だと、最初から多国語対応になっていて、端末エミュレータとかエ

ディタを日本語が扱えるものにしてやればよろしいわけです。大体そういう部分つてのは

フリーになっているのでユーザが勝手に好きなものをインストールできるようになってい

るのが UNIXのいいところですね。これに対して端末の OSはどうでしょうか?そういう

のって単一メーカーの製品ですからはっきりした切りわけができているのかどうかも不明

確だし、ユーザが手出しできないようになってますね、困ったもんです。というわけで、私

の利用した計算機環境は以下のとおりです。

ホスト Sun Sparcstation 10/40 with Solaris 2.4 (XllR5準拠の Openwindow)

端末 Apple Macintosh IIx with System 7.5 + MacX (X-windowサーバ)， HDD 80Mbyte 

実は Mac以外にも 386のPCが余ってまして、サイトライセンスで DOS(Windowsではな

い)上の X-windowサーバが入手できたのですが、このサーバがマルチバイトフォントに対

応していないという奴だ、ったので、 Macにしました。 MacXというのは AppleのX-window

サーバで、一応(マニュアルには書いてなかったけども)マルチバイトフォントに対応して

います。ちょっとトロかったですが、そこそこ使えました。

4.3 どういうソフトウエアをインストールしたか?

日本語環境といってもどこまでやるか?ということを決めておかないと際限なくなりま

す。私の場合は、次のことができれば OKということにしました。

1.日本語でのメールの読み書き

2.日本語でのニュースの読み書き

3.端末エミュレータへの日本語表示

4. LaTeXを用いた日本語文書の作成、印刷

どうすれば上の機能が実現できるかということを考えたら、以下のソフトウエアをインス

トールすれば OKということになりました。

• mule +仮名漢字変換ソフトウ手ア→ 1，2， 4(一部)
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• kterm十日本語less→ 3 

• jlatex + dvi2ps +日本語フォント→ 4

これらはすべてフリーですんで、ちょっとした知識があれば誰でもインストールできます。

4.4 各ソフトウエアの概説

4.4.1 mule 

もうご存知ですね。 97年1月から稼働した新システムでもインストールされているエディ

タです。元は GNUのemacsですが、電総研の方々が多国語対応にしたものです。個人用で

すからちょっと古いけど軽い Nemacsにしてもよかったのですが、 NemacsをSolaris2.Xに

対応させるのはちょっと面倒でしたので、はなつから Solaris2.X対応の muleにしました。

機能は言うまでもなく、テキストエディット、メール送受信、ニュース読み書きなどなど、

いろんなことができるエディタです。これで日本語の読み書きができるのですが、注意し

ないといけないのがメールの送信です。私l土mh-eを使わない人なので (rmailとmailコマ

ンドで読み書きする)、送信時は、漢字コードを JISにしないといけません。 .emacsに以

下の elispを入れておけばmailコマンド (M-Xmailとしたとき)を起動すると自動的に JIS

コードになってくれます。

(setq mail-mode-hook 

'(1祖bda0 

(setq kanji-fileio-code 2) for Nemacs 

(if (boundp 'MULE) 

(set-file-coding-system *junet*)))) 

4.4.2 SKK:日本語入力

日本語入力のための仮名漢字変換ソフトウエアです。はっきり言ってマイナーです。 UNIX

上の代表的な仮名漢字変換ソフトウエアとしては Wnn，canna， sj3なんてのがありますが、

これらは rootでないとインストールできませんので、敬遠しました。 SKKはemacsの

elisp(マクロ記述言語)でかかれているため誰でも自分のディレクトリに SKK用の elispを

入れておけばmule↑8内で仮名漢字変換ができます。 SKKは基本的にはローマ字入力の単

漢字変換です。単語の区切りをユーザが明示的に指定しないとうまいこと変換してくれま

せん。変換させる単語の最初は大文字を使います。例えば、米国という単語を変換したい

時は Beikokuと入力してスペースキーを押さないと変換されません。 Wnnなどのユーザに

はとっつきにくいですが、慣れれば快適に使えました。今でも自分のマシンに入れて時々

Wnnの代わりに使うことがありますh。

4.4.3 kterm 

これもご存知ですね。 X-window上の代表的な端末エミュレータです。起動時にフォン

トや漢字コードを指定できますので、ちゃんと指定してあげて下さい。例としては漢字に

ts kinput2を用いて端末エミュレータからも入力させることも可能ですが、私は必要としませんでしたので

使いませんでした。

↑9 JPLでの楽しい日々を思い出してしまった時などです。
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k14、ANK文字に r14というフォントを用いて、スクロールパーをつけて、 EUCコードを

用いるときの起動コマンドは以下のとおりです。

|… -fk k14 -fn r14 -sb -km euc 

4.4.4 less 

逆スクロールできる moreですね。最近は新しいのが出てきてるらしいのですが、私は古

いle田ー177というのを使いました。パージョンによっては LESSCHARSETという環境変数に

eucとかjisとかの漢字コードを指定しないと日本語がうまく表示できないものがあるそう

です。

4.4.5 jlatex 

私が使ったのは ASCII日本語latexで、 tex2.99がベースの古い奴です。最近は 2eとか

いう新しいのが出てるらしいですね。取り敢えず書けりゃよかったんで慣れてるのにした

までです。

4.4.6 dvi2ps+日本語フォント +xdvi

盲点だったのがこれなんですよ。 PSプリンタがあると安心してたら英語版の PSプリン

タだったんです。あたりまえですけど日本語フォントなんて持ってません。どうしょうかと

悩んでいたんですが、日本語ghostscriptでSparcPrinterに出そうかとも思いましたが、ラ

イブラリがghostscriptに合わなくて断念しました。よくよく考えてみると NTT-jlatex用の

日本語フォントがフリーで出回っている↑10 のにJ気がつきました。これを何とか ASCII版

でも使えるようにするにはどーしたらいいかと悩んでいたら、やっぱあるところにはあり

ます。千葉大の桜井さんがdvi2psを日本語化するときに virtualfえontという概念を採り

入れているのに気がつきました。詳しいことは良くわかりませんが、取り敢えずこれを使

うと、 ASCII版で作成した dviファイルを NTT版の様に見せることができるらしいので早

速インストールしました。 dvi2psのインストールマニュアルにはこのあたりのことが結構

丁寧にかいであるのでありがたかったです。これを使うと、 latexの出力は全く Postscript

フォントを利用せずに PSプリンタに出力できますので英語版のプリンタでも日本語がき

れいに出力できました。

おまけに、 dvipreviewerである xdviでもこのフォントが利用できるので、ベクトルフォ

ントを利用するよりも高速にプレピューができます。

4.4.7 おまけ:Xのフォント

Mac IIxでX-windowと聞いて、あれれ?と思った方もいらっしゃるかも知れません、そ
うです 640x480のモノクロでした。これでもちゃんと仕事できました。秘密は X-window
のフォントをちょっと変わったものにしたんです。 Xに最初からついてくる日本語フォン
トは 14ドットのものですが、 VGAではちょっと大き過ぎます。というわけでもうちょっと
小さいのがないかなあ?と思っていたらあるんですね。 SHARPX68000のsx-window用の
12ドットフォントがX用に要町フォントという名前で出回ってますこいつは bdfという形
式ですが、 X11R5以降ならばpcfというフォーマットにb.dftopcfというコマンドで変換し
て、 X用のフォントディレクトリにほうりこんで、 mkfontdirそのディレクトリ名という
コマンドを入力して fonts.dirというファイルを作り、それを参考にしてそのディレクトリ

↑10 ftp:j jftp.cc.saga-u.ac.jpjpubjTeXjFontsjwatanabe-dnpj400dpi.48dot.tar.gz 
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にある fonts.aliasというファイルに対象となるフォントの別名を定義してやればそのフォ
ントが使えるようになります。下は要町フォントの fonts.dirです。

2 

knmhn12x.pcf -mnk組制e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-60-jisx0201.1976-0

knmzn12x.pcf -mnk組組e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-120-jisx0208.1983-

これは要町フォントの全角を k12、半角を r12という別名に定義するための fonts.alias

です。

r12 "-mnk担祖.e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-60-jisx0201.1976-0" 

k12 "-mnk組組e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-120-jisx0208.1983-0"

大体のアプリケーションは ktermと同じように起動時にフォントを指定すればいいので

すが、 muleはそうはいかなくて、ホームディレクトリの.Xdefaultsというファイルにいろ

いろと書いてやらないといけません。これは要町フォントを使うための.Xdefaultsです。

mule本FontSize: 12 

mule*FontSet-12:¥ 

ー*ーcleむl-medium-r-*--12ートiso8859-1.¥ 

ー*-fixed-medium-rー*ー12-*-jisx0208.1983-*.¥

-*-fixed-medium-r-本一12-*-jisx0291.1976-*.¥ 

ーホーmincho-medium-r-*一-12一本-ksc5601.1987ーホ

要町フォント以外のも書いてありますが、これは思考錯誤して、たまたまうまくいった

ものです。多分、おもいっきり間違ってるような気がするんですが取り敢えずこれでも動

きました。また、 ktermはマトモにインストールするとこれが使えません、 ktermの基本

的な動作環境を記述している app-defaultsファイルに 12ドットのフォントの利用を妨げる

記述があるみたいです。というわけで、そのファイルを消したところばっちり動きました。

但し、端末属性が日本語が利用できない xtermになりましたけども、ちゃんと日本語も表

示できました。これもいきあたりぼったりのわるあがきの結果ですんで、そのあたりヨロ

シクです。

5 rootになれない人でもフリーソフトがインストールできるo

ちょっと待てよ、フリーソフトのインストールって、 rootじゃないとできないんじゃない

か?って思うかもしれませんが、そうじゃないです。私は JPLでは短期滞在者という扱い

でしたのでもちろん rootの権限はもらえませんでした。 rootになれなくてもフリーソフト

のインストールは可能です!じゃあ、なんで rootじゃないと駄目なんていう話になってん

でしょ?それはフリーソフト本体や設定ファイルをインストールする場所がrootでないと

書き込めないような設定になっているからです。そしたら問題はズパット解決ですね。自

分が書き込めるところにそーゆーファイルを書き込んでしまえば‘いいんです。では、どー

ゅーファイルをインストールするのかを下にまとめておきます。
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-実行ファイル

・dvi2psのfontconfのように、そのプログラムが利用するファイルの場所を記述した設

定ファイル

• termcap、app-defaultsファイルのように、そのプログラムの実行を制御するための設

定ファイル

・オンラインマニュアル、ヘルプなどの文書ファイル

・インクルードファイル、ライブラリ

これらをそれなりのディレクトリに配置する必要があります。私の場合は、自分のホーム

ディレクトリの下に localというディレクトリを作成し、そのなかにいくつかのサプディレ

クトリをっくり、下の図のように構成しました。

local----→一一-bin実行ファイル

+ーーーー-libライフ守ラリ

+---dvi2ps dvi2ps用設定ファイル

+ーー-tex texの7マクロ、フォントなど

+一ー-mule muleの elispファイルなど

+ーーーー-includeインク Jレードフ 7 イJレ

←一一etctermcap， terminfoなどの端末属性ファイル

+ーーーー-Xl1

+ー--font Xl1用のフォント

+ーー-app-defaults app-defaultsファイ jレ

+ーーーー-manオンラインマニュアル

ここで気をつけるのが実行パスの設定と、各種環境変数の設定です。実行パスの設定は

.cshrcあたりで気をつけると思いますが、以外と忘れがちなのが環境変数の設定です。フ

リーソフトによっては参照する外部ファイルを環境変数で指定するものがあります。代表

的なものをあげておきます。

l.Xのapp-defaultsXAPPLERESDIRでディレクトリ名を指定

2.端末属性 TERMCAPでtermcapファイルを指定し、 TERMで端末種類を指定

3. Xのフォントパス xsetfp+フォントパスと指定

4.マニュアル MANDIRにパスを追加
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ここで、ちょっと注意です。すべてのフリーソフトが rootにならずにインストールできる

というわけではありません。できない代表的なのがWnn，canna， popなどの通信を伴うフ

リーソフトです。これらは/etcの下にある servicesなどの通信設定ファイルを書き直さ

ないといけないので rootじゃないとインストールできません。

6 おわりに

またまた、脈絡がない文書でした、まあこれが私の芸風ですんでよろしくです。私の留

学した組織をちょっとショボく書き過ぎたかもしれませんけども、本当に予算が少なくて、

計算機にあまりお金をかけられないところでした。これを読んで、あいつ、ショボイ扱い

受けたなあ、って感じる人がいたなら、それはマジで誤解です。私は本当に良くしてもら

いました。また、ああいうところで充実した研究生活をおくりたいと心から思ってます。

というわけで、皆さんも留学されたらこれを参考にいろいろやってみて下さい。 PC持ち

込んで日本語環境を作るのもいいかもしれませんが、留学先の人たちと同じ環境で日本語

を使うってのも結構いいモンです。 Woo，Oriental Magic!とか言われますよ、きっと。
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graphicx， color， psfragパッケージをイ吏った

I生可芥2ε での文書作成環境

工学部構造工学科

古賀掲維

E-Mail: aoi@st.nagasaki-u.ac.jp 

Jff.[部2eはE叫芥3.0プロジェクトへと続く新しいパージョンの聞協です(古い

E叫芥は聞 協209と呼ぶことにします).1叫芥2eでは様々な新しい機能がとりこま

れています.政I恒X2eはE問手3.0への移行措置として公開されたといっても，その機

能の便利さから海外ではもはや標準になっていて，日本国内でもだんだんと広まってい

るようです.

本記事では弘司芥2eで graphicx，color， psfragパッケージを利用した便利な文

書作成環境について紹介したいと思います.その他， τ恒Xで文書を作成する場合の環

境についても簡単にふれてみたいと思います.

弘司芥に関してはセンターレポートの第 14号でセンターの鶴先生が詳しく書かれて

いらっしゃるのでそれを参照されるとして，本記事では弘司拝むだけを取り上げます.

テーマは，いかに簡単に弘司芥2eの文書に図やグラフを取り込むか?です.

1 1主主厄X2ε について

現在，日本語が扱える回協2eとしては，千葉大の桜井さん1がメンテナンスされてい

る， NTT jJ5IEX 2eと， ASCIIが公開している ASCIIp9-1EX 2eがあります.筆者が通

常使っているという理由から本記事では NTTj阻邸むについて書きますが，本記事で取

り上げることは ASCII版の pm:邸2ε でも問題なく動作すると思います2

まず，m:部2eと9-1邸 209の違いで最も目につくのが，ファイルの最初の ¥document

L 追加スタイルに関する記述でしょう. J5IEX209では文書の最初に通常次のように書い

ていました.

¥documentstyle [a4j] {jarticle} 

これが， fd耳芥2eでは次のようになっています.

¥documentclass[a4paper]{j-article} 

ldvi2p吋のメンテナンスもされています.

2dviwa陀に関しては多少違うかもしれません.

「
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また， IDEヌ209では ¥documentsty1eのオプシヨンとして指定していた追加スタイルは

師協2ε ではパッケージと呼ばれ，プリアンプルに次のように書くことによって読み込む

(使用する)ことができます.

¥usepackage[dvips] {graphicx} 

¥usepackage[dvips] {co1or} 

¥usepackage{psfrag} 

この例では， graphicx， co1orパッケージに dvipsというオプションを与えて読み込ん

で， psfragパッケージをオプションなしで読み込んでいます.

この ¥documentまわり以外では，文書を作成する場合，特別に凹邸209と区別する必

要がある部分といえばフォントまわりぐらいーでしょうか. 日IEX209で¥rm，¥bf，¥it，¥sf，

¥s1などのコマンドを用いてフォントの種類を指定できますが，日I部 2eでは NFSS(New

Font Selection System)という機能が新たに追加され，もっと細かなフォントの指定が可能

になっています.表 1に簡単にId可yc209とId可芥2ε でのフォントの指定の違いを示しま

す3

表 1:D!耳~209 と E虹厄X2ε でのフォント指定方法

書体 9-1EX209 野IEJく2e 出力

ローマン体 f¥rm text} ¥textrm{text} text 

ボールド体 f¥bf text} ¥textbf{text} text 

イタリツク体 f¥it text} ¥textit{text} text 

サンセリフ体 れsftext} ¥textsf{text} . text 

スランテッド体 f¥s1 text} ¥textsl{text} text 

ID邸 2eでは ¥textxx{}による指定の他D1EX209形式でのフォントの指定もサポート

されています4 これに加えて阻邸2eではこれらの指定を足し合わせたフォントの指定も

可能です.例えば， ¥textbf{¥textit{tex七日と書けば，teatとボールドイタリツク体に

なりますし， ¥textsf{¥texttt{text}}と書けば，イタッリックのサンセリフ体 textが得

られます5

他にも四郎2eには数えきれないぐらいの特徴がありますが，ここにあげている点だけ

をおさえておけば，四郎209と同じように文書を作成できると思います(スタイルを作成

したり変更したりする場合はちょっと話が違ってきますが・..). 

3本当はもっと細かい指定をするのですが，面倒なので通常はあまり使いません.

4厳密な意味では指定した結果に違いがでます

5これを印刷したり表示したりするには当然フォントファイルが必要です
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2 graphicx， color， psfrag パッケージの簡単な紹介

まず， I叫芥2eでサポートされている graphicx，color， psfragパッケージについて簡

単に説明します.

graphicxパッケージは文書中に図やグラフ(主に PostScript形式)を取り込むための

パッケージです.graphicxパッケージはその他にも，図・グラフ，文字の拡大縮小，回転

などをサポートしています.

colorパッケージは文字や文書に色を付けたりするためのパッケージです.

psfragパッケージは今回紹介するパッケージの中で最も便利なパッケージだと思いま

す.psfragパッケージについて簡単にまとめると rpsfragパッケージは graphicパッ

ケージのサプパッケージとして動作し， graphicxパッケージを利用して読み込まれる Post-

Scriptファイル中の文字列を自由に変換するためのパッケージj ということになるんでしょ

うか.非常に便利なパッケージです.

ここで 1つ断わっておくと，これらの先進的なパッケージはその機能の多くを dvifile 

中の special命令によって実現しており，その special命令のほとんどが dviwareの1つ

である dvipsの機能に依存しています. dvi(DeVice Independent)はその名の通りデバ

イス依存ではないはずなんですが，日I邸 2eの世界では dvipsが標準となってしまってい

ます(デバイス依存ではないですが dviware依存になっていますね).当然， X-Window 

Systemで標準的な dviwareである xdviなどは dvipsのスペシャルの全てを理解するわ

けではないので，画面でのプレビューと印刷結果が違ってきます.もし，印刷イメージと

同じ出力を画面上でみたいなら ghostscript(ghostview)を用いて次のようにするば印刷結

果と同じ内容を表示させることができます.

dvips -f s祖 ple.dviI ghostview -

しかし，このような機種依存性なんか問題としないくらい， graphicx， color， psfrag 

パッケージは魅力的なパッケージです.

3 graphicx パッケージを使用した例

graphicxパッケージを利用するにはプリアンプルに，

¥usepackage[dvips]{graphicx} 

を入れます.
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最初は簡単な例として，日本の某有名なワープロ等が得意とする(していた)格好悪い横

倍角文字を聞広2eで書いてみましょう.

これは雫黄イ音芳司コ乞ξ子三です.

次は縦倍角文字です.

これl謝f~角文字です
最後は4倍角文字です(注:¥Huge，¥hugeなどは使っていません).

これは4倍角文 字です

これらの例は graphicxパッケージに含まれる ¥scaleboxというコマンドを使っていま

す.¥scaleboxでは文字だけでなく，図やグラフから:w.r厄Xの段落全部まで，ほとんど

のもののスケールを変更することができます-6また，縦・横，それぞれの縮尺を変えるこ

とができます.IDEX2eのソースではさきほどの例は次のように書いています.

これは¥scalebox{2.0}[1.0]{横倍角文字}です.

これは¥scalebox{1.0}[2.0]{縦倍角文字}です.

これは¥scalebox{2.0H4倍角文字}です

¥scaleboxコマンドの書式は次のようになっています.

¥scalebox{(横の)比率}[縦の比率]{テキスト}

縦の比率はオプションですから省略可能です.その場合，横の比率が全体の比率として用

いられます.

¥scaleboxコマンドを用いれば，次のようなことも可能です (OHPなんかに便利です).

これのソースは次のようになっています.

6ただし 1つの boxとなってしまうので注意が必要です.
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¥scalebox{3.0Hi. 

¥vbox{¥hsize=O.33¥textwidthi. 

¥begin{eqnarray斗

¥int_O-1 x-3 + x向 2+ x +1 dx 

¥end{eqnarray斗

}} 

ただし，あまり大きな拡大率を指定した場合，もとのフォントが pkフォントだったら

ドットがあらくなってしまいます7

さて， ¥scaleboxコマンドについてはこれぐらいにして，次は graphicxパッケージの

メインである¥includegraphicsコマンドについて説明します.¥includegraphicsコマ

ンドはその名の通り，図やグラフを取り込むコマンドです.

¥includegraphicsコマンドの書式は次のようになっています.

¥includegraphics[opt1， opt2， op~3 ， ... optn]{PostScriptフアイlレ}

¥includegraphicsコマンドは沢山のオプションを持っていますが，ここでは基本的なオ

プションだけについて説明します.詳細はMi拝2gの graphicxパッケージに付いてくる

ドキュメントを参照して下さい.

7PostScript版の cmfonむを用意して，日本語フォントはプリンタ内蔵のものを使うようにすれば問題あり

ませんが...
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オプシヨン | 意味

bb=町 YlX2 Y2 I PostScriptファイルを取り込むときの boun叫 box

を座標 (Xl，Yl)， (X2， Y2)で指定します (ghostviewなど

で調べます).

scale=比率 I PostScriptファイルを取り込むときの拡大・縮小の比

率を指定します.

叫 le=角度 !P側 Scriptファイルを取り込むときの回転角度を指定

します. landscapeで作った図・グラフを portraitの

文書に取り込む際などに便利です.

height=図の高さ IpωtScript ファイルを指定した高さになるように拡

大・線小して取り込みます.

width=図の幅

clip 

PostScriptファイルを指定した幅になるように拡大・

縮小して取り込みます.

bb(bounding box)からはみだした部分を cliping処理

します.

例えば.xv.psというファイルが次のようなものだとします.

¥includegraphics{xv.ps} 

この画像の一部分だけを取り出し 2倍に拡大して表示したいという場合は次のようにしま

す.
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¥includegraphics[bb=220 435 400 550，scale=2.0，clip]{xv.ps} 

これは本当に簡単な例ですが，もっと複雑なことも可能です.例えば，

¥includegraphics[bb=220 435 400 550，担gle=45，clip]{xv.ps} 

は回転の例です.

この回転は ¥rotateboxコマンドを用いても可能です.

¥includegraphics[bb=220 435 400 550，担gle=45，clip]{xv.ps} 

を.

¥rotatebox{45}{¥includegraphics[bb=220 435 400 550，clip]{xv.ps}} 

としても同じ効果が得られます.例えば，

¥rotatebox{90}{¥includegraphics[bb=220 435 400 550，clip]{xv.ps日では.

唱
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となります.

4 colorパッケージを使用した例

colorパッケージを使用するにはプリアンブルに，

¥usepackage[dvips] {color} 

と書いておきます.

colorパッケージはテキストやページなどの色を自由に変更するためのものです.color 

パッケージでは色の指定の方法として，次の 4つのモデルをサポートしています.

表 2:サポー卜される色モデル

色のモデル| 説明

rgb I RGB(Red， Green， Blue)方式による色の指定.

cmyk I CMYK(Cyan， Magenta， 11盟国， K[Black])方式による色の指

定.

gray I Grayスケールでの色の指定.

named あらかじめ登録されている色名での指定(これはユーザー側で

登録も可能)• 

それでは簡単に colorパッケージについて紹介します.

4.1 色の定義

colorJ'¥ッケージで新たに色の名前を定義するには次のようにします.

¥definecolor{name}{model}{color specification} 

q
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ここに.nameは定義したい色名.modelはさきほどの表2にあるモデル (namedは除

く)のどれかです.また. color specificationはそれぞれの色の要素を orv 1.0で色要

素の数だけカンマで区切って指定します. rgbでは 3つ. cmykでは 4つ. grayでは 1つ

の要素があります.例えば，次のように指定します.

¥definecolor{light-blue}{rgb}{O.8，O.85，1} 

¥definecolor{mygray}{rgb}{O.75} 

4.2 テキストの色を変える

テキストの色を変えるにはいくつかの方法があります.まず 1つめは， ¥bf，¥itコマン

ドと同じようなタイプの指定方法で， ¥colorコマンドを用いるやりかたです.例えば，

{¥color{magenta}ピンクです}

とすれば， ピンクです となります.

次は]}'IEX2ε の¥textbf，¥textitコマンドと同じような方法で， ¥textcolor{nαme}

{text}とする方法です.

4.3 boxの色を変える

¥colorboxコマンドを使うことによって，指定したボックスの背景色を指定できます.

例えば，こんなふうに使えます.

この日可芥のソースは次のようになっています.

¥colorbox{blue}{% 

¥scalebox{2.0}{% 

¥vbox to 2cm{¥hsize=O.4¥textwidth% 

¥begin{eqnarray本}

¥textcolor{yellow}{¥int_O-l x-3 + x角 2+ x + 1 dx} 

。Jη
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¥end{eqnarray*} 

}}} 

また，枠付きの fcolorboxというのもあります.

4.4 文書の背景の色を変える

文書の背景の色を変えるには ¥pagecolorというコマンドを用います.

このページの背景は黄色になっていると思います.

4.5 色の直接指定

いままでは，定義されている(もしくは定義した)色を引数にしてコマンドを使っていま

したが， ¥colorコマンドとtextcolorユコマンドでは色の定義なしに直接色を数字で指定

することもできます.これには次のような書式を用います.

¥color[model] {specification} 

¥textcolor[model] {specification}{text} 

指定の方法は definecolorコマンドとほぼ同じです.
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5 psfragパッケージを使用した例

psfragパッケージを使用するにはプリアンプルに，

¥usepackage{psfrag} 

と書いておきます.

psfragパッケージはデフォルトで graphics8パッケージをロードします.

psfragパッケージは PostScriptファイル中の文字列を也可芥2ε の文字列に置き換える

ことができるパッケージです.psfragを使った文字列の置換には， PostScriptファイル

中に直接コマンドを入れる方法と， JnEX2ε の文書中で処理する方法がありますが，ここ

では便利さという点から町民2e上で行なう方法について紹介します.

m:邸2e上で処理を行なうので，問主Kの文字列がそのまま使えますし(数式も)，ま

た，エディターさえ日本語に対応していれば，日本語に対応しないグラフ・図作成ソフト

で作成したグラフ・図に日本語を入れることも可能です.例えば，日本語に対応していな

い， xfigや gnuplotで日本語が簡単に使えるようになります(ただし，日I協に取り込む

場合に限られますが.・・). 

まず， psfragパッケージを使うには，パッケージに附属の ps2fragというコマンドを

用いて PostScriptファイルを処理しなければなりません.ps2fragはPerlで書かれたスク

リプトで， ghostscriptを呼び出して文字列に関する情報を抜き出します.それを阻邸2e

側で処理するといったかんじになります.ps2fragコマンドは，

ps2frag <eps files> 

というふうに使用します.

E叫ycの文書の中で， ps2fragで抜き出した文字列を四郎の文字列に変換するには

¥psfragコマンドを用います.¥psfragコマンドには沢山の引数があり，その書式は次の

ようになっています.

¥psfrag{tag} [posn [psposn] [scale] [rot] {LaTeX text} 

それぞれのオプションについて簡単に説明します.

8graphicx }¥ッケージではありません.
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表 3:psfragのオプション

オプション 説明

tag PostScriptファイルの中にある文字列です.つまり，グラフ・

図作成ソフトで入力した文字列です.

posn 四郎2e の文字列のレフアレンスポイントです. t(ωp)， 

b(bottom)， B(baseline)の上下位置と， r( right)， l(left)の水平

位置を組み合わせて指定します.デフォルトでは Blとなって

います.

poposn PostScript文字列のレフアレンスポイントです.日IF.;X2ε 文字

列の位置と同じように指定します.デフォルトでは blとなっ

ています.

scale Ifl部2e文字列の拡大・縮小率を指定します.

rot 文字列の回転角を指定します.

LaTeX text 置換したい阻悼の文字列を指定します.当然 boxの指定も可

能です.

では，例を示します.次の図は xfigで作成したものです.

text2 

text3 

図 1:xfigでの絵(原図)

このファイルを四郎の文書中に次のように書いた後，図 1の PostScriptファイルを読み

込めば図 2のようになります.

¥psfrag{textl} [Bl] [bl] [2.0] [30] {psfrag} 

¥psfrag{text2}{日本語です〉

¥psfrag{text3}{% 

¥vbox{¥hsize=0.3¥textwidth% 

$$¥int_O-l x-3 + x-2 + .x + 1 dx$$ 

}} 

一26



日本語です.

fo 1 
X
3 + X2 + X 4凶

図2:xfigでの絵(置換後)

ちょっと文字がはみだしていますが，ちゃんと変換されています.

このように， psfragを使うことによっZ色々なソフトで作ったグラフや図を四郎の

本文と同じフォントや記号で違和感なく取り込めます.なりより，最新の海外のソフトを

使っても日本語の心配がないというのは非常に大きな利点だと思います.

6 最後に

別協2cの graphicx，color， psfragについて，本当に簡単ですが紹介しましたが，こ

れらのパッケージは単独でも，組み合わせても使用可能です(すでに，本記事の中で何回も

使っていますが).

野IEXはグラフや図の取り込みが弱いなどとよくいわれますが，これらのパッケージを

使いこなせば，グラフや図の取り込みも簡単にできてしまいます.

まだまだ，書きたいことはたくさんあるのですが，今回はこのへんで.

おまけ

おまけとして，このセンターレポートを作成した環境についてちょっとだけふれておき

ます.

この文書は Linuxが動作している IBM-PCjAT互換機上で作成しました. Linuxは

Slackware 3.1をペースに日本語のソフトウェアを追加して使っています.エディターは

emacs 19.34.1ペースの muleで，かな漢として SKK8.6を使っています.これに auc-

texという MEXの文書作成のための支援パッケージを入れてその機能を使っています.

ちなみに auctexというのは非常に優れもので，回以のコマンドを emacsの補完機能

つきで簡単に入力できます.さらに emacs上から τEXのコンパイル，プレビュー，印刷

ヴ
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などが出来てしまいます9 一度，この環境にそまったら，もう， mule + SKK十 auctex

以外の環境で四郎しようなどとは思わないくらいいい環境です.

dviファイルのプレビューは通常は xdvik18fでやっているのですが，今回のような文書

の場合， xdviでは満足にプレビュー出来ないので， dvipsk 5.58f + ghostscript 2.6勾+

ghostview 1.5を使いました.

d吋ファイルの印刷には主に， dvipsk 5.58fに jkit1.1のパッチをあてたやつを使って

います(プリンタに応じて ghostscriptも).今回はカラーということで， Sony Tektronix 

の Ph回目550Jというプリンタを使ったのですが， dvipsk( + jkit)では全然印刷してくれ

なかったので，英語版の dvipsで日本語の pkフォントを使って印刷しました10 それでも

上手くいかず，一部フォントのメトリックかなにかが狂っているように思えます.

また， dvi2ps-j 2.0-gammaでは -iオプションを使って dvips.psというファイルを読み

込ませても colorパッケージが上手くいきませんでした(その他の部分は OKでしたが).

やっぱり，現状で今回のパッケージを使うためには dvipsしかないみたいですね.

9おまけに. jIA符匡Xのソースをコンパイル中にエラーが出たらエラー行にジャンプして日本語のヘルプま

ででできます

lONTT jτ恒Xでは日本語の pkフォントさえ用意すれば，日本語に対応していない dviwareでもプレ

ビュー・印刷が可能です
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ネコにちマウス
長崎大学医学部生化学講座

宮西隆幸

miyanish@net.nagasaki-u.acjp 

表題からお察しのとおり、毒にも薬にもならない話です。所謂コンピュータの専門家

諸氏は、この号のより優れた相応しいアーティクルへと読み進まれますようお願し、申し

あげます。

私がマウスを初めて触ったのは1987年1月。丁度アッフ。ル製マッキントッシュが普

及し始めたころ、マックド、ロー(ソフト名)とレーザープリンターで学会用ポスターを知何

に効果的に作るか、とし、うプレゼ、ンテーションセミナーをUCSFのコンピューターラボ

で受けたときのことである。当時私は、アルゴ、ンレーザーの偏光性を活用してタンパク

質に結合した特定の蛍光色素の向きが、タンパク質の機能的運動に伴ってどう変化

するかを検出するシステムを使った実験を行っていた。レーザーは一般に取扱要注意

で、肉眼で見ると失明するとさんざん脅かされていた。その怖いレーザーで何で印刷

できるんだろう、などと実に素朴であった。質問するとスマートなインストラクターが流暢

な英語で細いレーザービーム云々と説明してくれたが、帰国後自分でレーザープリン

ターを開けてみるまではブ、ラックボックスのままで、あった。しかし、とにかく美しいとしか

言い様のない出力結果に感動し、自分も人並みに3.5インチのフロッピーを片手に持

って学会準備をするという経験をさせてもらった。そうしづ超豪華システムは、当然自分

では買えなし、から、必然的にIBMPC/XT互換機(それでも20MBのHDイ寸前とエプ

ソンのLQプリンター(24ドット)を自宅アパートに用意し、しこしこと論文書きをすること

になる。モニターは三星(Samsung)製のアンバー単色で、少し賛沢に Hercules互換グ

ラフックカード、がついていた。 DIYよろしく、ノ《ソコンも自分でメインテナンスすることを

学び、慣れてしてうちに、ワードパーフェクト(Ver4.1)の使い方について、現地人からも

質問を受けるようになっていった。

元来私は、コンピューターが嫌いであった。私が大学に入った1970年後半頃にキ

ャンパスで見かけたコンピューターユーザーといえば、意味不明の穴ボコがあいた紙

テープ、無数のパンチの入った黄色いカード、音楽のでない磁気テープを大切そうに

しているばかりに見えた。映画i2001年宇宙の旅Jで登場した妙に人間的なHALとは、

どうにも結びつかなかった。マイコンゲーム好きたちがマシン語を自在に操ったり、カン

マがピリオドになっただ、けで、動かないその頃のコンピュータ言語の杓子定規さとは、ど

うしても馴染めなかった。この種の人間は、直感的に理解できそうだなとしづ気がしな

いと使ってみようとはせず、ある程度の「し、い加減さ」を受容してもらえないと、きついば

かりなのである。ただ、 IBMPC互換機の機械的仕組みの面白さには、プラモデ、ル少

年が少なからずムキになる要素があったようだ。ー

コンピューターが一般的になった要素としては、日本語ワープロソフトの導入がある
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と思う。中でも「一太郎」は爆発的に普及した。それまでの「単漢字変換Jから「複合語

変換Jへ移行し、ずいぶん楽に入力で、きるようになったばかりで、なく、皮肉にもコピープ

ロテクトがないことが幸いしたとし、われている。著作権の話を始めると、簡単には終わ

れないが、私の周辺で、も不法コピーは現在ほとんど見かけなくなった。

コンピューターは、入力作業としづ人と機械の接点があるわけだが、これがどれくら

いの人口がハードソレを感じなくなるかということがその普及と関連している。 CPUチッ

プの内部動作まで理解している人にとっては、自分のやりたいことを機械に伝えるの

は容易かもしれないが、一般人にそれだけのインターフェイスを持っている人は少な

い。現在の技術レベルで、コンピューターが話言葉を理解し、あるいはHALのようにリ

ップリーデ、イング、をするのは実用で、ない。入力した言葉を理解し、別の言語に翻訳する

こともままならない。キーボード、やマウスでソフトウェアを通じて命令しなければ、満足

できる仕事ができない。どうでも、その2つの使い方に慣れないとコンピューターとは友

達でない。その関門を乗り越えようとさせる魅力がなければ、手間暇をかける気がしな

いのは道理であろう。コンピューターをさわらなくても、ファックスや留守電をもっていな

くても、その人の幸せが変わることはない。

ところが、この入出力端末としてのコンピ・ューターを持っていることが一つの社会的

必要'性を持ち始める状況が生まれてきた 1985年頃から日米間で実験的に電子メー

ル通信が動き始めた。当時は unixとし、うosで、動くワークステーション同士で、主に日

本では大学関係者が使用し始めた。ごく限られた点と点を結ぶだけのものであった。

しかし、時差や所在を気にせず目的の人とコミュニケーションでき、しかも入力情報を

そのまま送信で、きることは魅力で、あった。人が社会生活を送ることの基本である、コミュ

ニケーションの補助がで、きるようになったので、ある。電話のような即時性はないが、英

論文のようなテキスト原稿を送るのには不自由しなかったヘ(*当時長崎大学からは直

接送信できず、東京大学のunixに電話回線経由で、モデ、ム接続する必要があった。)ま

た、画像などのバイナリファイルもkermitやftpで、そのまま転送できるようになった。この

比較的クローズ、ド、な世界が一変したのは、ご存知インターネットが1993年頃から蜘昧

の巣状にネットワークをつなげるようになり始めたころである。

WorldWideWebと呼ばれた始めたころ、ミネソタ生まれの gopherとし、うブラウザがで

てきた。関連サイト同士がつながっていれば、蜘妹の巣をたどるようにして目的情報に

たどり着けるのである。本場のパンプキンパイの作り方がwwwで、見えるぞ、とし、うの
が流行った。大げさにし、えば、 www上の文化交流ができたのである。商業ベースの

netscapeが登場してからは、開発更新はなくなってしまったが、 Mosaicとし、うソフトを米

国 NCSAが開発して配布し始めたとき、画像とテキストが一枚の画面に同時に表示で

きるようになった。情報の種類は音声や動画も含むようになった。長崎大学医学部も

http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/にて発信を開始したが、顛末については次の章を

見ていただきたい。

シミュレーション技術は、コンピューターの高速化に伴い従来の近似計算よりさらに

現実的数値計算を短時間で、行えるようになったため、近年リアノレな描写が可能となっ
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た。我々の分野では、 DNAやタンパク質などの生体高分子(分子量数十万程度まで)

を画面上に空間充填模型表示し、 3次元空間で見ているように回転、拡大縮小できる

ようになった。さらに、 X線結品解析でその分子の原子座標が得られている場合、あ

る部位の仮想的遺伝子変異を入力すると、変異タンパク質の立体構造をかなり合理的

に予想でき、実験的に作った変異タンパク質の立体構造とよく一致する例も見られるよ

うになった。しかし、全くその立体構造が結晶解析などで解かれていないタンパク質の

原子座標を一次構造から予測するとし、うことは、現時点では非常に難しく、見たことも

ない魚の味を言い当てようとするに近いと表現すれば、幾分感覚的にすぎるカもしれ

ないが、外れてはいまい。研究者はこれらの限界点を常に自覚しながらコンピューター

を扱わないと、墓穴を掘ることになるやも知れない。シミュレーション技術のもっこの種

の危険性をわきまえていれば、ものを考える道具として有用であると思う。

平成9年3月のTV報道によれば、かつて爆発的人気を呼んだ「リカちゃん」人形が

できて30年目。今度はCGで、声も動きも備えて再登場するらしい。インターネット上で

は、伊達杏子なるキャラクターがサーバースペースアイドルとしてのデ、ビューをすで、に

していることをご存知の方もおられると思う。他方では、新聞、雑誌などのメデ、イアが電

子化され、インターネット上で売り物になって来つつあるo 株の売買や銀行取引なども

実用段階である。現実的メデ、イア、実社会と空想物や虚像が混在している世界は、も

はやサイバーとも呼べなくなった。 10年後には物心ついたときから、このような混在社

会と接し、かたや受験競争にもまれつつもゲーム好きの子供達が大学に入学し、次世

代社会の中心になってして。我々のように教育の黄金期に3次元社会で現実学習をし

てきた世代とどのようなギャップが生まれるのだ、ろうか。今からすべてが手作業で、あっ

た文化社会に戻ることは到底できないが、人が自分の足で、歩き手で、モノを触って学習

していくプロセスは決して迂回しないでほしいと思う。教育する方もされる方も、日常的

にこのことを意識する必要はあるまいか。ネコは鏡に映った自分が偽物であることを直

感的に理解している。まして、コンピューターデ、イスプレイ上の自分には興味を示さな

い。マウスは、本物でなければ意味がないことを知っているのである。
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長崎大学医学部ホームページ作成について

長崎大学医学部生化学講座

宮西隆幸

miyanish@net.nagasaki-u.acjp 

10万件を越えるwwwサイトがあるとし、われる現在、主な会社、官公庁、教育研究

機関ばかりでなく、個人やサークルレベルで発信で、きるようになった。その内容のバラ

エティーは千差万別だが、丁度本屋に行って立ち読みする感覚で、サイトをのぞける

ようになっτくると、当然人気不人気がでてくる。情報には、発信する側の社会的責任

も生じるようになる。長崎大学医学部も昨年12月に正式発信を開始した。「正式Jとし、

う言葉は、公的立場での発信とし、う意味と内部のコンセンサスが得られているとし、う前

提を含んで、いる。そのためには、然るべきの合意手続きが必要となる。

ホームページ作成の要請は教授会から医学部情報処理委員会に対し行われた。こ

の委員会は公式のものである。そこで、私がホームページの作成担当になり、具体的

な発信手順を考えることになった。その作業の中で、情報処理関係の学内組織と学部

内組織の関係を整理し、学部内での意志決定の合理的方法について模索した(下図、

平成8年6月時点)。

医学部情報処理委員会

長崎大学総合情報処理センター運営委員会

医学部長
(部局 LAN管理者)

際?Tm甥器鎮守
事務部各係

各講座

各共同施設

その他の参加認定者

長崎大学学内および医学部内情報処理関係組織

コンセンサスをとる作業としては、組織としての意志決定機構を活用するのが一般的

であるが、「インターネットとはど、うしづ場なのかJrホームページとはどうしづ性質のもの

かJとし、うことの理解を構成員が同等に理解しているとしづ基本則が成り立っているか
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どうか不明である。かとし、って、わかっているものだけで作り勝手に発信すると「公式」と

いう言葉が意味を持たない。そこで、学部内組織機構に準じ、各講座、附属施設、事

務部より代表を選出していただき、医学部電子情報発信(ホームページ作成)委員会

を発足させた。 30名を越える人たちが集まり、関心も高く、熱気を感じた。そこでは、ホ

ームページを通常出版物の電子版という大枠でくくり、基本的な編集方針案を作り、で

きるだけ多くの人たちに閲覧してもらい、修正変更を加えながら発信準備をするとし、う

方法をとるとし、う方向付けを行うことができた。

本委員会の機能は医学部情報処理委員会の下部組織として、医学部ホームページ

原案の編集方針案を策定し、医学部ホームページ原案作成の実務を総括し推進する

ことにある。また、講習会等を通して医学部ホームページを実際に作成する人たちへ

の技術的な情報の公開、提供を図り、ホームページ作成後も定期的にページ内容に

関する議論を行い、内容更新に関する方針を情報処理委員会に提案するという役割

をもっている。

「医学部ホームページに盛られる情報の内容とその表現についての一般原則Jが協

議され、 http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/HTML/gakunai/iinkai.htmlに表記している

ように、以下のように集約された。

医学部のホームページに盛られる内容は、医学部の公的な立場から見て、有用と

考えられる情報とします。それらの情報は、公序良俗に反しない範囲で表現され、また

営利や個人の誹誘を目的としないこと、個人のプライバシーは保護することを原則とし

ます。

個人単位の(私的)情報をホームページにリンクすることは当初一年間については

原則として認めず、それ以後の課題とします。

ページ毎または教室毎に発信者を記載し，問合せ連絡先(メールアドレス等)を明確

にします。

ホームページの原案作成は、編集幹事として医学部基礎系講座、臨床系講座、事

務部より各1名出して、計3名で練っていただいた。これは主にホームページの最初と

次のページ面くらいまでのファイル構造や項目の設定である。最近のネットワークの混

雑状況を意識し、できるだけ軽くしていただくよう心がけたつもりである。リンク先の表

紙のグラフィックスが重くて表示に時間がかかるにはさけるべきと考えた。各講座、施

設、事務部係からの発信を自在にしていただくため、専用ユーザーアカウントを設け、

ftpなどで随時更新していただけるようすると同時に発信責任を持っていただくようにし

た。まだ準備ができていない講座も多いが、中には結構凝った作りの講座ページもあ

るので是非一度訪れていただきたい(http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/)。平成8年

12月12日から平成9年3月5日までのアクセス数は、のべ 3723件で一日平均 47件。

このベースが続くと年間15000件を越える見込みである。読者の獲得とそのリターンを

期待する訳だが、そのためには「如何に有用な」そして「新鮮な」情報を読者に提供で

きるかとし、う、編集の基本に戻るわけで、そのためには定期的な見直しを重ね、リンク

のない白紙ページの一掃と頻繁な更新が必要となる。結局のところ、マンパワーが要
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求される。無理なくしかもそこそこに、とし、う線をどの辺に引くか、もう少し時間がたたな

いと見えてこないような気がする。もとより、流行を追し、かけることは無理だ、しするつもり

も皆さんないが、年1""'2回の更新は、職員の移動もあり、継続d性の点からもやっていく

必要があるように思う。その際なによりも、読者の意見は貴重で、投書箱を是非近々に

設置したい。これはまだ正式ではないが、医学部からの眺望を生かして、「現在の稲佐

山景観Jr現在の浦上天主堂景観」などを設置するのはどうだろうか。時事刻々の様子

を春夏秋冬、昼夜いつも見られることになる。

読者あってのホームページ。いったん発信し始めた以上、流行に安易な迎合をせ

ず、しカも読者が訪れやすく、専門家にも一般読者にも受け入れられるべく、発展させ

ていく責任を負い始めたのでないだろうか。医学部ホームページ委員会で議論を重ね、

継続性のあるシステムを作ってし、くことが求められている。
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3.講演会より

「教育におけるネットワーク利用に関する講演会j報告

編集:総合情報処理センター

1997年1月25日の土曜日、当センターを含む長崎大学及び長崎総合科学大学の関連諸

部門と長崎県インターネット協議会の共催で、以下のような講演会が開催されました。

長崎県内外から、小中高校、大学及び県教育センタ一等の教育関係者を中心に、企業や

一般市民の方も含め、約 100名の御参加をいただきました。

まず、佐賀大学の近藤先生の基調講演があり、その後、神戸、長崎からそれぞれ 2件づ

っの実践報告/技術解説がありました。そこで、各講演者の方の了解を得て、その講演内容

の要約を掲載させていただきます。

「教育におけるネットワーク利用に関する講演会jのご案内

インターネットに代表される情報通信ネットワーク技術の急速な進展/普及は、教育現場に

おいて、生徒に対する教育内容や方法そのものも大きく変えようとしており、ネットワークの発

展がもたらす新たな教育の可能性について、早い時期に、広く地域の教育関係者に正しい情報を

知っていただくことが必要だと考えます。特に、長崎県は離島を抱えており、情報通信ネットワー

クの有効活用は、他県にもまして必要性が高いものです。

そこで、このたび、長崎大学及び長崎総合科学大学の関連諸部局と長崎県インターネット協議

会の共催で、[ネットワークが教育を変えるjをテーマに、下記の要領で講演会を開催します。教

育委員会関係及び九州地域研究ネットワーク協会の御後援もいただいています。教育関係者、特

に小中高校等の関係者の方の御参加をお待ちしています。

なお、講演の様子は、 CUSeeMeのreflector網を通じて、全国中継する予定です。

日時 97年 1月25日(土 13:30- 17:00 

会場: 長崎大学工学部 2号館 (長崎市文教町 1-14)
※JR長崎駅より路面電車赤迫行きで 20分、長崎大学前ヤ車。

※当日午後、学内駅伝大会のため、交通規制が行なわれます。

申し訳ありませんが、車で来られる方はご注意下さい。

主催: 長崎大学教育学部教育実践研究指導センタ

長崎大学工学部電気情報工学科

長崎大学総合情報処理センタ

長崎総合科学大学情報科学センタ

長崎県インターネット協議会

後援: 長崎県教育委員会

長崎市教育委員会

諌早市教育委員会

大村市教育委員会

KARRN(九州地域研究ネットワーク)協会

参加費: 無料
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プログラム: {司会1-横山正人(長崎総合科学大学)

挨拶

基調講演

「教室とインターネット J
インターネットは教室を聞いた情報空間にします。

インターネットにより教室は世界に結び付けられます。

インターネット活用の事例を紹介しつつ、インターネットが教室にも

たらす可能性について考えます。インターネットの教育での活用の現

状の問題点と課題についても触れます。

遠隔講義の技術と神戸での事例

「インターネット上でのマルチメディア通信J 岡村耕二(神戸大学)

現在のインターネット上でのマルチメディア通信の仕組みを解説し、

次回の長崎.神戸聞の実験のネットワーク構成および、その時に利用

できる動画および音声の品質を示す。-

f遠隔授業で学校は変わるJ 浅井徹(神戸市立摩耶兵庫高校)

神戸市立摩耶兵庫高校での遠隔授業への取り組みを紹介する。

長崎での事例

「ネットワークを利用した捜業改善J

ー橋本健夫(長崎大学)

ー近藤弘樹(佐賀大学)

ー藤木卓(長崎大学)

，楠木良浩(長崎大学附属小学校)

ネットワークを利用した授業研究と模擬授業の実践及び総合学習に

おけるホームページ作成について紹介する。

閉会挨拶 .黒田英夫(長崎大学)

講演会の様子は、 CU-SeeMeのリフレクタ網を通じて中継され(以下の 7箇所でリフレ

クタが上げられた)、全国から視聴することができました。

astro . aero . kyushu-u . ac . j p I九州大学工学部航空工学科

ews8.edu・is.saga-u・ac.jp 佐賀大学理工学部情報科学科

reflector.kmt-iri.go.jp 熊本県工業技術センター

k 12 . j ain . ad. j p 東京大学大型計算機センタ-

ns .wakay祖 .a-u.ac.jp 和歌山大学

quattro.sfc.wide.ad.jp 慶醸義塾大学大学院/政策・メディア研究科

reflector .nagasaki-u. ac. jp I長崎大学総合情報処理センター
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開催挨拶

長崎大学教育学部

橋 本 健夫

人間の素朴で優しい行為の 1つである教育は、親から子へ、子から孫へと何代にもわたっ

てごく普通の営みとして行われています。しかし、そこにはいくつかの前提条件が存在し

ています。まず、学習者に学ぼうという意志が存在しなければなりませんし、また深い知

識、技能を持った者が何とかしてうまく教えようという意志がなければなりませんでした。

さらに、学習者と教育者がごく近くにいて対話が出来ることも必要ですし、そのような場

も必要でありました。加えて、文化が発達し社会が高度な仕組を持ってきたときには、教

育を支援する社会的なシステムが完備していることが必要となってくる事でしょう。

先進国と言われる国々はこれらの条件を整備しつつ発展してきました。そして各種の情

報機器が発達した現在、教育がまさに変わろうとしています。先に述べた教育が行われる

ための条件に、変更が加えられようとしているのです。つまり、学習者の傍に教授者が必

ずしもいる必要はなくなり、また、ある一定の学習者を集める場も必ずしも必要ではなく

なってくるのです。それは、情報機器が離れた場所にいる学習者と教授者の意見交換を可

能にする機能を持つようになってきたためです。この情報の双方向性が従来の教育を変え

ようとしています。

今日、御講演を頂く方々はこの可能性を秘めた教育に早くから取り組んでこられた実践

研究者です。様々な御苦労があったことと思われますが、今日は良い点ばかりではなく、工

夫しなければならない点も御紹介頂けると思います。教育の新しい一歩が本日ご出席の皆

様とともに踏みだせればこんなに嬉しいことはありません。
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はじめに

基調講演

「教室とインターネット J

佐賀大学理工学部情報科学科
近藤弘樹

高度情報通信技術の発達が教育にも新しい可能性をもたらしています。昨年の 7月第一次

答申を出した中央教育審議会では、近い将来小中高すべての学校にインターネットをヲ|い

て、そこで情報教育にの活用するという方針を打ち出しています。

また、今年で3年目になりますが、全国 111の小中高校等にインターネットをヲiいて、初

等・中等教育の場でどのようにインターネットが使うことができるのかを実践研究する、い

わゆる 100校プロジェクトが行なわれています。私は、そういう研究から私の知っている

一端をご紹介して、インターネットを使った教育にどのような可能性があるかについて話

したいと思います。

ここで私がいう教育とは、初等・中等教育というのを指します。私自身大学において、

情報科学科等の授業でインターネットを使った教育を行なっているのですが、大学におけ

る教育と初等・中等での教育(インターネットを含めた)は少し趣きが違うのではないかと

思っています。

教室とインターネット

はじめに、インターネットを教室に引き込んだ場合、インターネットが教室に何をもたら

すのかをまず概念的にとらえてみたいと思います。

従来の教室において情報のやりとりという点でどのような事が行なわれているかという

と、教師と生徒の間のコミュニケーション。それに、主に教科書、参考書あるいは資料な

どを用いて情報のやりとりが行なわれています。従来の教室は、教室の中でのみ情報の交

換が行なわれる閉じた情報空間といえます。

これに対し、インターネット(ネットワーク)の導入は、教室が情報のやりとりという点

で、外の世界に聞いた情報空間になるといえるでしょう。世界中の人々とネットワークを

通じてコミュニケーションをすることができ、さらに、そのネットワークを通じて教室か

ら外に情報を発信することが出来るのです。そして、世界中の情報を教室の中に居ながら

使うこともできます。ネットワーク上のすべての情報資源の利用が行えるのです。

インターネット(ネットワーク)をヲ|くことによって、情報をやりとりする空間という点

で、従来と違った世界が教室の中に実現します。そう言った教室のことを、私達は『グロー

パル・クラスルーム』と呼んでいます。

インターネットでf可ができるか

具体的にどのようなことができるのかといえば、現在、インターネットでできる事として、

電子メール、電子ニュース、 wwwを使つての情報発信、情報収集さらにマルチメディア・

リアルタイム・コミュニケーションなどが挙げられます。しかし、インターネットの可能

性としては、これからまだ新しいものがでてくる可能性を秘めています。
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インターネットが可能にするメディアや方法を具体的に教室に適用した場合、それらが

どのように使い得るかを、例を挙げながらお話しいたします。

電子メールで

電子メールは、最近のインターネット以前からパソコン通信などを通じて使われています

けれども、インターネットによって世界の何処とでもより容易に電子メールでのやりとり

が行なわれるようになって来たといえます。

昨年の秋に行なわれた佐賀大学の附属中学校の事例をご紹介します。実は今日も講演会用

にネットワークをつないで、 wwwを通じて御説明をしようと思っていたのですが、 www
がある附属中学校のパソコンのサーバが故障してしまって、現在修理している状態です。そ

ういうわけでインターネットから見ることができませんので、代わりに OHPを使って御

紹介させていただきます。

このようにトラブルをかかえながら使って行くというのが、インターネットの実状を表

していると思います。

去年の9月4日に、附属中学校の生徒達が疑問・質問を 15挙げまして、それをオースト

ラリアのザーピアという高校の生徒達に送りました。それに対して答えが送り返されると

いうようなやりとりがされてるわけです。

「学校は何時に始まるの?Jに対して r8時40分からです。jそれから、「どうやって学

校に行くの?Jに対して答えは「パスだJr歩いてJr車でjなどこのようなやりとりが行な

われています。このように多彩なやりとりですが、具体的な相手がいて、電子メールを送

り、それに対して返事がくるということが、子供達を英語を学ぶ上で非常に意欲的にさせ

ます。しかも 15の質問に対して、すぐに返事がくるので非常に子供達が喜びます。

今回の附属中学校の 3年3組は、男子20名女子20名の合計40名のクラスですが、その

相手のザーピア高校の 40名の生徒と 1対1で、個人が個人にメールを出すというようなや

りとりをしました。その時のやりとりの一部がここにありますが、附属中学校の生徒達が

向こうに出したメール、それに対してのオーストラリアの生徒から、自分の紹介や「自分

は音楽を聞くのが好きだけれどあなたは好きでしょうかけといった内容のメールが返って

きたり、また附属中学校の生徒からは、「着物について話をしましょう jなど日本の文化に

ついてもメールのやりとりをしました。このようなやりとりを通じて内容が深まっていく

わけです。

このような 1対1のメールのやりとりが励みになって、子供達は、自分の相手、キーパ

ルについての紹介文を作りました。

「プールがあるのかjという質問とか、「泳ぎが好きか」という質問に対する返事から

オーストラリアについてわかったことは、学校にプールはないらしいこと。などと書いて

います。

また、このような感想が出ています。

「初めて送ったメールは、文法も間違いだらけで書いてあったと思うけど、返事をみて

自分の英語が伝わったということがわかって、とてもうれしかった O これからはなるべく

長文を書けるよう努力して、文化についてもたくさんの事を教わりたい。jとこのような事

を書いています。

こういう紹介文を作って、生徒自身が隣の生徒に紹介したり、あるいは教室の壁に張っ
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たり、それから英語の指導教師の方がこういう生徒たちが作った紹介文を取り上げて、紹

介しながら英語の授業に採り入れる、という風に授業に活かしています。

これはほんの 1例ですが、電子メールというのは一番使いやすい媒体ではないかと思い

ますが、佐賀大学文化教育学部の附属中学校も、インターネットに継ったコンピュータと

いうのは、実はマックが3台継っているだけでして、教室には 40台ほどパソコンがあるん

ですが、それは一世代前のマシンで、主に文字を打つというような事にしか使えません。

ですから電子メールの編集はできるけれども、 Windowsとかそういうものは動かないし、

インターネットにも継っていません。

生徒達が書いた電子メールもフロッビーに一旦変換してマッキントッシュに読ませて、そ

こで先生が 1つのメールにまとめてオーストラリアに送るという、涙ぐましい努力をして

いるわけです。そういう所でも、生徒たち一人ずつが電子メールを送る事でもって、実践

を通じて英語の学習が深まるという事があるわけです。英語を一人ずつが学ぶという環境

は、マルチメディアが扱えない古いタイプDパソコンでも実現できます。

この佐賀大学の附属中学校の例では、授業のやりかたとしては、生徒が一人一人書いた

メールをやりとりするという方法です。しかし、グループでメールを書くというやりかた

を試みている学校もあります。個々の生徒が全て自分でメールを書くという事ではなくて、

皆で、助け合って、一つの文章を作っていくいそういう形でもって力を付けていく方法も試

みられています。

高等学校で

次に名古屋の1 西稜商業高等学校の例ですが、同じようにインターネットを使った、電子

メールを中心とするコミュニケーションについて、ご紹介します。

これはオーストラリアから、最初はローマ字で、

r Konnichi wa. 

watakushi wa Augustine to Debby to Sussan desu. J 

1 http:j jwww.nagoya剖 irycトchs.nishi.nagoya.jpjindex比 ml
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図1: r西稜商業高等学校の例JNetscape画面

とこんな形でもってローマ字でメールのやりとりがあったのですが、ずっとやりとりし

ている聞に、こちらからはローマ字で送っていたのですが、こっちから送るローマ字は分

かりにくかったらしくて、ついには英語でやりとりするようになりてしまいました。

電子メールをどうやって書くかという時に、電子メール例文集というのがあって、最初

は rHow do you do. Jそれからその他の表現で rI'ma highschool student.Jとかいうよ

うに、 HOWTOがあり、これらを元にしながら生徒たちが電子メールを書くというように

なっています。こんなのは、今の子供達の学習の雰囲気にあっているという気がします。子

供達が、非常に活発に参加しているとのことです。

今、電子メールを活用するという方法が、一番とり入れられていて成果を上げている授

業は英語だと思います。それから国内でいえば、異なった地域・地方とのやりとりという

のがあると思います。次にその例をご紹介したいと患います。

小学校で

100校プロ ジェク トの報告の中で、熊本県の天水町の2小天小学校が例にあげられますが、

天水町には 3つの小学校と 1つの中学校があって、その全てがネットワークで継れていま

す。そこでは 3年前からパソコン通信を利用した学習活動が行なわれていますが、北海道

2 http:f fkids.glocom配 .jpfschoolsfoamaf
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の3阿歴内小中学校とコミュニケートしています。

熊本と北海道ですのでお互いに、暖かいとか寒いといったような周りの環境の事などに

ついて、電子メールや画像のやりとりを通して、コミュニケートしています。そうすると

そのやりとりした風景の画像の中で、家の横に何か大きなまるいものがあるわけですが、

一体それは何なんだというような事が話題になって、実はそれが大きな石油タンクだった

ということが分かった。そういうところから北の生活を九州にいながら考え始めることが

できる。こういう電子メールの活用の方法があります。

こんな風に電子メールを使う主なやり方には、外国の児童生徒や国内の違う地方の児童

など、お互いの環境が違うところの児童とコミュニケ}トするということが、お互いに自

分自身を知るという事に結び付いていきます。電子メールを媒体にすることによって、興

味・関心が深くなります。

電子メールの教育の授業の効果について、もう少し突っ込んで考えてみます。

メールを書こうとすると、自分の考えぞ意見を言語で表現しなければなりません。それ

から自分で文章で表現すると、それが客観的にみれるようになるわけです。それを相手に

伝えて、相手から反応を受けとる。そして受けとった文章をまた考える。つまり電子メー

ルで表現する事によって、考えが具体的になって明確化するという事と、コミュニケーショ

ンには相手がいりますが、その相手の事を考えながら、自分の考えを表現することができ

る。そういったような電子メールの意義を考えると、相手がいるという事で、その意欲・

関心を高めるという効果が狙えます。通常の教室での、同じグループの人達だけの間では

得られない刺激もあるといえます。

電子メールでのコミュニケーションの話はこれくらいにしまして、 WorldWide Webを

どんな形で使うことができるかという話をしたいと思います。

Wor1d Wide Webによる情報発信

もともと、 WorldWide Webというのは、世界的に広がったマルチメディア分散データベー

スですが、データベースですのでその利用の為にはデータを入れないといけない。それか

らそのデータを使うということですが、この WorldWide Webのデータベースは、まだま

だ新しくできたばかりであって、まだ十分なデータが入っていないという風に考えた方が

いいのではないかと思います。

現在どのように使われているかというと、情報発信ツール、そして自分たちの事を表現

するという事でもって、自分たちの考えを明確にしていくという形で使われます。また表

現したものを通じて、コミュニケーションのきっかけにする。そういう形でも利用が行な

われています。そういう事を具体的な例で紹介したいと思います。

これは佐賀県の浜玉町の4 平原小学校鳥巣分校のホームページです。

3 http://kidsεlocom.ac担/Schools/Arekinai/ 
4 http://WWW品 ga-ed.go伊/school/hirabaru_t-el/
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図 2: r平原小学校鳥巣分校JNetscape画面

ここに出てきますように、全校生徒が 15人の学校なんです。こういう形の自分たちの学

校の紹介というのは、全国でたくさん行なわれています。少なくとも 400校以上は越えた

のではないかと思います。

このページでは自分たちで作った作品や絵画等を発表しています。

44-



ぼくたち、わたしたちのかいた絵てす
3、4年生 (2学級)

(すきおヒころや〈ふうしたところ〈工車中>)

{音声で作者の感想を入れる干定てす)

「一一一一ー一一一ー

とりす分校の3.4年生の作品です

河11擾蛍{かせんあいご)ポスター

図 3:r平原小学校鳥巣分校の生徒作品JNetscape画面

このように自分たちが選択したものを世界に向かつて表現する、という方法で、自己表

現をしていく場が提供されていてます。こういった事が非常にいろいろな所で行なわれて

います。

中学校の方になりますと、これは福島県の5 葛尾中学校のホームページですが、自分た

ちで調べた事を表現しています。

例えばこのページの6 r葛尾村時間旅行Jというページを見てみると、昔、未来、現在

があって、服装の変化や交通の変化等を調べています。このような昔の服装の写真なんか

をみると、私なんかは懐かしい気がしますけれど、こんな風に自分たちが調べた事を表現

するという形で、インターネットが使われています。

5 http:j jWWw.katsura町 hs.katsurao.fuk凶hima.jpjWelcomeトj.html
6平成 7年度 MyTown Mapコンク ール環境庁長官賞受賞作品

F

、υ
aa
 



図 4: r葛尾村時間旅行JNetscape画面

次に山口大学教育学部の7 附属光中学校では、「クサフグの産卵」というページがありま

すが、ここでは毎年たくさんのクサフグが産卵をするのですが、その様子を自分たちで見

に行って、その様子を報告するというような形で、ページをつくってあります。

7 http:j jwww.hikari-jhs.yamaguchi-u.aιjpjlNDEXF J.HTML 
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図 5・ 「クサフグjの写真

教材としての WorldWide Web 

こういう形で、 WorldWide Webを情報発信のツールとして使っています。他方、 World

Wide Webがデータベースという事で考えると、 WorldWide Webのデータを教育の資料、

教材として利用するということが考えられますが、実際に WorldWide Webを教材として

使うという取り組みがされています。その為にはそういう教材をまずデータベースとして

先に作らないといけないという事で、そのような取り組みを若干御紹介します。

これは8 滋賀県大津市立平野小学校というとごろですけれども、こういったいろんな形

の資料がありますが、この中で琵琶湖の水鳥というのを見てみますと、いろんな鳥が載せ

てあります。こういうものを学習の材料に、教室の中でそのまま使っていくことが出来る

というわけです。

8 http://www.hir加 CトeS.Q旬u.shiga.jpj
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図 6: rびわ泌jの水鳥Jの紹介ページ

世界の WorldWide Webを綬業で使う

ただ、こういうデータというのは、それぞれの授業のためにつくった、 一つずつのデータ

ベースです。 WorldWide Webは元々世界に広がった、そしてそれらがつながったデータ

ベースです。本来、皆がデータを作って、その世界のデータを皆で使う.!:Hができるという

仕組みになっています。世界中の WorldWide Webの上には膨大なデータあって、それが

時事刻々大変な勢いで増えているのですが、そういうものを授業で使っていくということ

が考えられます。

しかしこれを実際にやって見るとデータがあまりにも沢山あって、どれを利用したら良

いか、わけが分からなくなる。

いわゆる迷い子問題が起きます。児童 ・生徒がWorldWide Webを直接利用するような

ことを考えると一層その問題、迷い子問題が深刻になります。

この為には、その授業にあったようにデータを編集するという事をすればよろしい。と

いうことで、私達は、 WorldWide Wcbのデータを編集をして使おうという試みを行なっ

てみました。
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その一部を御紹介したいと思います。

ユーザーサイド・データベースと名前をつけましたが、使いやすいようにデータベース

を編集し、それからリンクを張るという方法です。それは、世界に広がった様々なデータ

ベースは、いろいろな目的のために作られたものであるので、そういう異なった目的のも

のを、ある授業と言う違った観点で利用するという事です。実際に環境教育の為のユーザ

サイド・データベースを作ってみました。

これは9佐賀県教育センターのデータベースです。こういう形でもって環境問題のまと

めをしまして、環境に関わるいろいろな問題の情報を提供しています。授業で使う為のガ

イドを作っています。それから世界に広がっているデータベースをどのような視点で見る

かを説明をしています。

図 7: r佐賀県教育センターのデータベースJ

Webのデータを授業で使うという具体的な試みですが、実際の授業では、教室にコン

ピュータは 6台持ち込みました。そこで 6つのグループに別れてそれぞれにページを調べ

9 http://www.saga-ed.go.jp/ 
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て、それを自分たちで整理して報告するという授業を行ないました。こんな形で、世界に

広がったデータを具体的に教室の中で、授業に合わせて使うというような事ができるよう

になってくるのではないかと思います。

リアルタイム・コミュニケーション

次にマルチメディア・リアルタイム・コミュニケーションの利用についてお話します。

((ビデオ))
これが、インターネットを利用した、リアルタイムコミュニケ}ションですけれども、

どのような効果が出るかについて考えてみます。こういう事をすると、外部から情報をや

りとりするので、外部からの刺激が関心を呼ぶと。私、この授業をやる時に後ろの方で観

せて頂いたのですが、実際にその授業をされた先生の話によると、相手側の学校から声が

入ってくると、生徒たちの表情がパッと変わるというのです。つまり外から情報が入って

くるという事に関心がヲ|き付けられている。関心の原点がみられます。

そして、やりとりを行なううちに、自分たちと異なった考え方に触れることになります。

実はこのような実践授業をやる前に、佐賀県の市外の学校で、長髪/丸刈りの頭髪問題につ

いて議論がありまして、それについてトラブルがおこるとまずいので、私たちは、そうい

うような事にはふれないようにしようと、なるべくトラブルが起きないようにしようと申

し合わせてこの実践を行なっていました。

実際に蓋を開けてみると、片方の学校の校長先生がご挨拶の中で、「うちは頭髪は自由で

すjという事をおっしゃてしまいました。相手校は違うわけです。佐賀県の、ほんの 30Km

も離れていない学校が、異なる校則を持っていることが明らかになってしまいました。

すると当然、丸刈りが当たり前だと思っていた生徒が、それは一体どういう事なんだと

なるわけです。我々はなぜ長髪がいけないのかという事を考えざるを得ない、そういう思

考の動機づけが行なわれます。このようなことは、これは学校間だけのことではなくて、固

と国の問でも高度情報化社会になるとあらゆるところで起きると考えられます。自分達が

当り前だと思っていたことに、外から異なった事実や考え方が持ち込まれて、自らの立脚

点を改めて考えざるを得ない。そういったことを情報化というのはもたらすものであると

思います。

それから、リアルタイムコミュニケーションでは、音声、画像も同時に送れるので、ネッ

トワークの向うにいる人と自分が、一緒にものを考えているという、思考の場を体験する

ことができます。その中でも、音声というのは非常に重要です。音声が明確に伝わるとい

う事により、思考を共有する、一緒に考えるという事が感じられます。

更に、他のメディアでも同じですが、リアルタイム・コミュニケーションに於いても表現

する事で思考の内容が明確化する、そのことが教育として有用になるという事がいえます。

このリアルタイムコミュニケーションですが、今、学校活動のどういう所で使われてい

るかというと、例えば、 cu・SeeMeなどを使って外国と会話をしたりという使い方が試み

られています。

ただ、インターネットのマルチメディアコミュニケーション、特に音声のコミュニケー

ションは技術的にもまだ未完成です。まだまだ問題があって、条件がいい場合には音声を

使ってコミュニケーションが出来ると考えると良いと思います。

まとめと論点と
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以上、インターネット上のいろいろなメディアによりできることの例をご紹介してまいり

ました。今インターネットで、教室で何ができるかという事を一口でまとめますと、コミュ

ニケーション、それから学習の形態でいうと、調べる学習、それから学んだことをマルチ

メディアで表現するというような事です。

これを学校活動のどういう所で行なうかという事ですが、現在の授業の体系の中でやろ

うとすると、まだまだインターネット上の資料が十分な形では提供されていない。そうい

う事があって、教科外の自主的な活動、あるいは環境問題をとりあげるといった総合教科

というような形、形に縛られない教育形態で授業に採り入れることができている状況です。

教科の中では、一部の教科の中で、授業の中の一部に、インターネットを取り扱って、動

機付けを行なったり、興味・関心を育てるという事がやられています。

さて、ネチケットやネットワーク・モラルに関わる問題などネットワークの社会的な問

題についてお話します。具体的な例として、例えば、電子メールでのコミュニケーション

があります。電子メールというのは文字で書かれた文章をやり取りするという、限られた

媒体でコミュニケーションをしますので、その中での言葉の違いの増幅が起こりやすいと

いう事があります。

現に 100校プロジェクトの中でも、生徒同士が電子メールでやりとりしているうちに喧

嘩になってしまって、 1週間くらい電子メールの使用を禁止したとかいう話もあります。文

字情報をという媒体を使う時にどうやってコミュニケーションをするかというを考えてい

かなくてはなりません。

そういう面では、基本的にはネットワークの向う側に人間がいて、その人間同士がコミュ

ニケーションするのだという形でもって、教育の問題として採り入れていくということで

あると思います。

次に情報発信者の責任の問題です。 WorldWide Webなどを使って、世界に向かつて情

報発信することが出来るわけです。 これは新しいメディアが可能にしました。情報発信す

る事というのは、いままでは主にマスコミの人達、そういう一部の限られた人達がやって

いたことでした。そういう人達は、自分が発する情報が世界の対象とする人々に伝わると

いう事を、責任もって考えながら情報発信していたわけです。そういう責任のあることが

誰でも出来るようになってくると、情報を発信する人、教育の場でいえば児童生徒にも、

そういう責任がかかってくるわけです。こういうことを教育の問題として取り上げていく

事が必要です。

それから有害情報というのがインターネット上にあるわけで、、反社会的なものや未成年

に有害な情報も手に入ります。こういったものをどうネットワーク社会の中で位置付ける

かという問題は、まだ未解決です。教育の場にインターネットを持って来る時に、一部の

有害情報を発する Webを見れないような形でプロパイドすることは、技術的に可能です。

インターネットがもたらす情報というのは、いろんな情報がオープンな形で世界に聞か

れていて、そこから情報をとるというのが力になっています。限られた範囲でしか情報を

掴む事ができないという形でやる、例えばいくつかの学校の WWWしかみれないように

すると、これはインターネットの可能性を非常に狭める事になるので、良くないのではな

いかと思います。有害な情報を発する所だけを見えないようにする。これが一つの形かと

思いますが、いずれにしてもこういう問題に対処していかなければなりません。
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次にインターネットを教室にどういう形で持ってきたらいいかについて、考えて見ます。

我々が教育という場で、高度情報な機器を使うということは、これからの社会において

生きる子どもたちの教育をするという事です。そういう意味で言えば、そういう機器を子

どもたちが自由に使えるというのが、一番子どもたちが伸びていく方法です。そのために

は、いつでもどこでも使える、簡単に言えば教室のどこかに、インターネットにアクセス

できるパソコンを置くというのが望ましいと思います。

あといくつかの論点についてお話したいと思います。ここでは項目としては、「自由な利

用か指導の元にかjと書いたんですが、実は「自由な利用Jが子供達の成長の為には望ま

しいことであるし、「指導の元にJも必要なことであると思います。

それから電子メールについて、 lDを与えるかどうか、グループ IDや個人の IDにするか

ということを先生方が迷われています。この問題を考えてみると、例えば小学校だと一人

一人が個人で IDを持ってメールを出すというのは、かなり難しいということもあるのでは

ないかという気がします。一方高校生くらいになると、個人で発表するという取り組みが

あっています。学年によって、小学校、中学校、高校という風に、インターネットに対し

て成熟度が違ってくるということもあると思います。

いくつかの学校では講習会を開いて、 IDを出す為の事をやっています。

インターネットを教室に持ってくる時に、今一番問題になる事について言えば、システム

の構築と維持、管理ではないかと思います。私も先ほど、中学校のwwwをアクセスする

つもりでいたのですができなくて、 OHPを使ったというわけですけれども、インターネッ

トの技術というのは、現状で使っていこうとすると非常に故障が多い、未完成な技術です。

この技術というのは将来社会に大きな役割をするらしい。教育の場でやるというのは、そ

ういう未来の社会に生きる子どもたちのために、未来に備えて教育しているわけです。

そうすると教育の方ではどうなってしまうかというと、未来に完成される技術、今は未

完成なその技術を使って、今教育をしなければならないという事になってしまいます。

今のインターネットを家庭ですぐに使えるかというと、まだまだテレビのようにスイッ

チを入れてすぐ見るというようなわけにはいかないという状況なわけです。そういう中で、

それを教育の方で使っていくという事になっているわけです。

インターネット・システムの構築、維持、管理、こういった条件についても現在は全く

出来ていません。

コンビュータは良く自動車に対比されますが、自動車は、誰でも免許さえ取れば楽に乗

れるようになっています。そのためには道路があって信号があって、修理屋さんがあって、

故障しない完成度の高い自動車があってという、社会的なシステムができています。そう

いう社会的なシステムが全然できていないのが、今のインターネットの状況です。将来は

こういうものをサポートしていく体制が、できていかなければならないと思います。

インターネットは今出来かかったばかりのものであって、いろんな可能性を持っている。

しかし、それは将来への可能性であって、現実にはできるかどうかとか、いろんな制約が

あります。それを教育の場で現在使って行くわけです。ぞれで今実際に出来る事を見極め

ていく必要があります。コンピュータが落ちる、ネットワークが切れるといった、そうい

う技術が完成していないという事を頭に入れておかないと、苦労ばかり多くなるというこ

とになると思います。
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このことに関連して、今インターネットを使うという事について、先生方は非常に苦労

されています。熱心にやっておられる先生に伺うと、一般に睡眠時聞が少なくて、 1日5時

間、 4時間という睡眠時間でいらっしゃいます。他の先生と同じように通常の学校活動に参

加された上に、まだ未完成なインターネットと格闘して使っていらしゃるわけです。それ

で睡眠時間にしわ寄せが行きます。

もし今日のこの会に、校長先生や教育委員会をやっておられる先生がいらっしゃいまし

たら、ぜひその辺をなんとか改善するようにご配慮お願いします。こういった事で、頑張っ

ておられる先生方をサポートしていく、そしてインターネットを誰でも、どんな先生でも、

睡眠時間が少なくない先生も使う事ができるというようにしていくことが必要ではないか

と思います。

おわりに

インターネットを教育の場で使うと、どんな使い方ができるかということでお話して参り

ましたが、インターネットを使っていく時ιは、やはり教育計画の中で実践していくとい

う事が必要だと思います。インターネットは、教育計画の中の一部として使う。もちろん

インターネットは全てではないという事です。

それからインターネットは、教室に新たな教育の可能性をもたらしますけれど、教育と

いう事を考えた時に、インターネットにより外の世界に聞かれた教育とは別に、閉じた教

室の中での教育というものも大事ではないかと思います。

学ぶということは、人間の頭の中にいろんな概念を作って行くことだと思いますが、頭

の中に概念をつくって行くのは時間のかかるもので、じっくりと先生と考えながら、また

は自分で一生懸命考えて、頭の中に自分の考えを作っていくという方法が基本ではないか

と思います。そのためには、考えたいと思う、そのための資料をもらう、動機付けや興味

や関心を引き起こすそういう意味でインターネット、いわゆるネットワーク上から情報を

持ってくることも必要ですけれども、同時にそれをじっくり考える、余分な情報を遮断し

て、閉じた情報空間でものを考える、そういう閉じた空間での従来型の教育も、教育の中

の重要なものとしてあるのではないかと思います。

そういった教育が基本にありながら、インターネットは教育の場に教育を活性化する新

しい可能性をもたらしつつあるというのが今の姿ではないかと思います。
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神戸での事例

「遠隔授業で学校は変わるJ

神戸市立摩耶兵庫高等学校↑1

浅井徹

神戸からやって参りました浅井です。うちの高校は定時制高校で、 3年前から 100校プロ

ジェクトの一校としていろいろなインターネットの取り組みをやってきました。しかし 100

校に選ばれるというのはそれまでにいろいろな形で何らかの実践をしていた学校が、有利

であったわけだと思います。そこで、 1月17日付けで本校に来ました公文書によると、新

100校が今度動き出したという事です。また新たに 28の回線ができたという事で、新たな

発展が見られるのではないかと思います。 100校だけではなくて、 100校以外の学校が何ら

かの形で選ばれるのではないかと思います。そこで、まだこの事をご存知でない方は、お

手元の資料を見て頂いて、何らかのアクションを起こしてみたらどうかと思います。

私はコンピュータに取り組むまでは一切コンピュータに縁がありませんでした。でも現

在のようにコンピュータ社会が始まって、そして学校のなかにそれがどんどん取り込まれ

ていく様子を見て、ワープロさえもコンピュータを習う前までは触れずに他人に頼んでい

たのですが、それが単期間でコンピュータがだんだん増えてくることで、自分でしなくて

はいけないようになってきまして、自分でやりはじめたら、元来凝り性なものですからど

んどん没頭してしまったという事です。

いろいろ実践をやって来たのですが、 93年度くらいから、ちょうど同僚で歳の若い先生

でパソコン通信をやっている先生がおられました。パソコン通信=アマチュア無線であっ

て、なんかそういうこまごましたものが好きなんです。言い替えれば、 93年以前にパソコ

ン通信やアマチュア無線をやる人というのはマイナーな部分で、オタクの人が多かったも

のです。でも、彼は自分がやると同時に人と一緒にやっていく事も非常に好きだったんで

す。その彼によって私はこの世界に引きずり込まれてしまいました。

最初一番困ったのが、「何をしたらいいのかjという事でした。ちょっと E-mailでも交換

したいなという事でも、どういう風にしたら交換できるのかな、という時代でした。そこ

でたまたま東京にございます APICNETという BBSのパソコン通信の所だったのですが、

そこがインターネットで E-mailをf吏って何かをするというプロジェクトがありました。こ

のAPICNETは元々通産省の外郭団体でもありましたので、その関係で予算も付いたよう

で、この fWhat'sJapan ? & What's America ? Jは日米双方の高校生の認識を共同理解す

るというプロジェクトでした。そこでレジュメの中にもいろいろエイズの事、ガン・コン

トロールの事、世界平和の事、マスコミの事、阪神大震災の事などいろんな形で載せてあ

りますが、先ほどの近藤先生の話でもコミュニケーションという事が大事だとありました

ように、今までの授業形態ではこのインターネットを使った授業をやるというのは無理な

事だと、自分で認識したわけです。というのは、授業というのは黒板に書く、プリントで

授業をするというのが、我々高校教師の授業の仕方だったのですけれども、それでしたら

インターネットを使った授業というのは、一切できないです。なぜかと言うと、教師主導

tl http:j jwww.mayahyo-hs.chuo.kobe.jp 
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では授業が成り立たないのです。生徒主導でないと駄目なんです。それを身を以ってやっ

たのですけれども、最初は自分なりのやり方で生徒に押しつけていたら、生徒は受け身で

あればやる気が起きないんです。ヒントを与えて、サジェッションを与えて、こんなのも

あるぞ、あんなのもあるぞと餌を一杯ばらまいて、その中で生徒が食らいついていく授業

をやれば、生徒が勝手にやっていきます。私が採り入れたのはグループ学習という形で、 1

クラスを何班かに分けて班長を決めて、班でいろいろ調べさせてデイスカッションをさせ、

前に出て発表させる。その発表した事に対して、聞く方が質問するという事で、いろいろ

な意見交換がなされていって出来上がったのが、このレジュメに書かれている事なんです。

What's Japan ? & What's Arnerica ? in 94における共同宣言

世界平和

第二次世界大戦終結から 50年目の今年、過去の過ちを教訓にし、再び戦争という惨禍

を起こさないよう、世界中の高校生たちに平和のためのメッセージを送ります。

いまこそ、世界中の高校生が立ち上がり「高校生の高校生による高校生のための平和運

動jを展開して世界平和を手に入れることごそ、 21世紀における未来の高校生へのすば

らしい贈り物となるのではないでしょうか。

そのために、 What'sJapan ? &; What's America ?プログラムに参加した日米の両高校

生が中心となり、インターネットで世界中の高校生と世界平和実現のためのネットワークを

構築し、地球上の核兵器廃絶のための運動や、いまも地球上の各地で勃発している民族紛

争や内紛を解決するための運動を展開し、ほんとうの世界平和実現のための平和活動メッ

セージを世界に向けて発信し続けるべきだと思います。

世界は一見平和であるかのごとく見えても、危険と危険のバランスの上で成り立ってい

る「やじろべえjでしかありません。

惨事を二度と繰り返すことがないよう、我々高校生が世界中の大人に対して日を光らせ

る必要があるのではないでしょうか。

5 6億人のうちの 1人として、まず、わたしは、そして私たちは、平和活動をすること

をここに宣言します。

銃規制

4年前のハロウインで、日本人の服部君がアメリカ人によって射殺され、その事件がきっ

かけとなって日米のマスコミに大きく報道されたことによって、銃規制についての是比論

がアメリカにおける社会的問題となった。

神戸西高校では、昨年に引き続き本年も What'sJapan? & What's America?を通して

銃規制問題に取り組むことにより、アメリカの銃器の歴史とその現状を、さらに理解を深

めた。授業を通してアメリカの銃規制を調べていくうち、・銃器はアメリカにとって文化そ

のものであり、歴史的にも銃器は必要不可欠な道具であったということが分かった。

しかし、アメリカ特有の銃文化は銃による多数の犠牲者のうえで形成されたものであり、

それが今も引き継がれているということを忘れてはならないと思う。
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さらに調べてみると、 NRAの存在が銃規制の方向を左右するキーポイントであるという

ことが分かり、 NRAについては、「銃規制をする政治家は落選させろjなど、銃規制を推

進しようとしているアメリカ人や私たちにとって、とうてい理解できない言動も多い。

私たち日本の高校生にとっては、プレイデイ一法や犯罪防止法など、銃規制の法律が成

立したのにもかかわらず、なぜ、いまなお発砲事件が毎日数千件も発生し、発砲事件によ

る死者が年間数万人もいるのかと疑問に思います。

アメリカのいう「自己防衛jとは、銃器の数が、国民の数よりも氾濫して発生する銃犯

罪社会に対する防衛であって、決して、将来ある子供たちが平和に生活でき、安全な社会

を実現するための防衛策ではありません。地球全体の警察機構を司る立場にあるアメリカ

が、諸外国に対して果たさなければならない役割を考えると、アメリカ政府やアメリカ国

民は本当に銃規制を推進しようとしているのか、どうしても私たちには理解することがで

きません。

今後もインタ}ネットを通じて、神戸阻高校生とアメリカの高校生とが情報を交換し、

アメリカが銃のいらない安全な社会が実現できるよう協力したいと思います。

宇宙船地球号の一員として・・

エイズ

AIDSについての正しい認識を持ち、感染者に対しても差別や偏見をもたず、前向き

な姿勢でAIDSに取り組んでいる日本の高校生の割合は、アメリカの高校生の割合とは

比較にならないほど低い。

AIDSは特異な性問題や特有の差別や偏見があるためか、各々の学校でも積極的に取

り組むことが難しいのではないかという感じである。

幸いなことに神戸西高校では、昨年度 What'sJapan ? & What's America ?でAIDS

問題に取り組んだ先輩からの実績とデータが残っていたこともあって、若干ではあるが昨

年よりも前向に取り組めた。

「自分がAIDSに感染した場合、みじかな人に相談しますか?Jという質問を日米の

高校生にしたところ、 YESの割合は日米の高校生とも 70%前後であった。

この数字を見たほとんどの人が、驚くかもしれませんが、これが我々高校生の生の声で

す。また、同じ質問を日本の大人にした場合、 YESの割合は 1パーセントにも満たない

だろうというのが我々の結論でもあった。

日本ではAIDS感染したことが公表できない理由として、マスコミのさらしものにな

り、世間からは蔑視され、会社からは退職を余儀なくされ、すべての生活基盤を失ってし

まうという現実があるからではないだろうか。

また、それだけでなく、感染していない家族や親戚までもがそのあおりをうけ、差別と

偏見の憂き目にあってしまう O

ところが、アメリカではAIDS感染者に対しての差別や偏見はほとんどなく、感染者

であっても、他の人々と同様に生活できる環境がつくられている O

おなじ AIDS感染者であっても国が違えば感染後の生活環境が違ってしまうというの

はおかしい。今は、不治の病であっても将来は治るはずで、ある。

各々がAIDSの知識をもってさえいれば、絶対にAIDSに感染することはない。
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いま、我々がなすべき大切なことは、 AIDSのハンデをもった人々が、生活しやすい

社会を築きあげることではないだろうか・

環境問題

いま、地球は日に日に悪化している。環境問題は、一国の問題としてではなく、地球単位

の問題として考えなくてはならない。酸性雨では、たとえばヨーロッパにおいては、ある

国の工場煤煙や他国の工場煤煙に含まれる窒素酸化物と硫黄酸化物が酸性雨の原因となっ

ている。

その結果、フィンランドやドイツの北部では森林が枯れ、湖の魚、が死に、土壌が酸性化

して作物が育たなくなってしまった。

また、水質汚染では、家庭や工場から排植された人工的に合成された物質が自然界では

分解できず、そのため水質汚濁となって生態系のバランスをくずしている。

我々の地球はかなり病んでいる。しかも住人である人間のせいで悪くなっている。これ

らは、ちょっとしたことで未然に防げる。我々は、ほんの少し気をつければいい。このま

まだと、水の惑星である地球が死んでしまう。

日本の有名な漫画家の手塚治虫さんが僕たちにこんな言葉を残している。「自然こそ、子

供にとっての最高の教師であるjと…

マスコミ

日本の高校生のアメリカ文化の認識は、日米の大人の視線レベルによって制作されたマ

スコミを通じてのものであり、決して高校生の視線レベルでの報道がなされていない。

言い換えれば、いまのマスメデア高校生の手によって制作されたものは少ないため、日

米の高校生の本当の実態については、日米の高校生にはほとんど知らされていないと言う

ことである。

日米の高校生が自分が知りたいことを直接相手に聞くことができ、そして納得するとい

う「百聞は一見にしかず」の諺どおりであるということを再認識させられた。

両国の高校生が日常生活や学校生活など、素朴な疑問を質問どしてぶつけ合い、予期せ

ぬ質問があったり思わぬ返答が返ってきたときなど、驚博の感情をむき出しにしにするこ

とによって、さらなる友情が深められ、今後、日米両国の友好関係にも大きな架け橋が作

られることと確信している。

阪神大震災の現状報告(平成7年 2月10日)

1月 17日、突然の兵庫県南部地震により、神戸市を中心とした周辺地域の教育機関は

現在も壊滅状態に陥っているところが少なくない。

被災地の小・中・高校の児童・生徒たちは、自宅が倒壊・焼失したため、やむなく避難

した場所でのプライパシーさえも確保することが難しい環境で不自由な集団生活を余儀な

くされている。

また、倒壊や焼失は免れたものの、いまにも倒壊しそうな自宅で、大震災以降 1500 

回以上の余震が続く中、次に大きな余震がきたときには倒壊して家屋の下敷きになって圧

死してしまうのではないかという恐怖に脅えながらの生活をいまも続けている。
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被災者たちは、混乱の続く危険な被災地を逃れ、他の安全な地域に避難して生命の安全

を図ろうとしても諸般の事情があり、それも簡単にはできず、不完全なライフラインの状

態ながら、苛立ちと不安を顔にだすこともなく我慢強く被災者と共に、お互いに気を使い

ながらの共同生活をしている。

交通事情においても、必死の復旧作業がなされているものの、今でも JR・私鉄・市営地

下鉄の鉄道網や高速道路を含む・国、県、市など、ほとんどの自動車道がいたるところで

す断・破壊されている状態である。

被災直後から被災地域に住んでいる家族・親類・友人安否を気遣うの人たちの運転する

自家用車や応援物資を満載した貨物自動車でごったがえし、今でも数メートル進むのに 3

0分もかかるといった状態のところももある。

いつ解消されるかもしれない空前の通行止めや大渋滞が続くなか、小中学校であれば徒

歩圏内なので通学可能であるが、高校生は電車・パスを乗り継いでの登校者が多く、一刻

も早く道路事情を解消しなければ、ただでさえ生活費の苦しい中、被災保護者負担による

通学方法変更による交通費の圧迫と交通事情悪化での渋滞による、やむをえない徒歩によ

る疲労とで勉強どころではない状態である

学校事情においても、多くの小・中・高校の校舎は、被災者たちの生活の場と化してお

り、この状態が続きそうであり、当分の聞は授業ができる環境ではない。

神戸市教育委員会が早期授業の再開を呼びかけている。とてもこのような状態では授業

を再開できる状態ではない。早急に仮設住宅を建築してほしいものである。

仮設住宅を早急に完全完備しなければ、公機関としての教育施設が災害時には、その義

務である被災者への生活環境を守るための施設としても不十分であり、本来の教育施設と

しても、児童・生徒・学生たちの学習権を保証する施設としての機能を十分に維持するこ

とさえもできないといった状態が当分続くであろう。

2月 10日の今日でさえ、授業再開の目処がたたない学校が3割もある・.

そこでそれは外人ともやりましたので、日本語ではなくて英語に直さなければいけない。

ですから英語を彼らは一所懸命覚えていったのですけれども、やはり言葉の壁が大きいん

ですね。そこで私は社会科ですので、社会の授業で英語をマスターさせるにはどうすれば

いいかという事で、トランスレータのソフトを手に入れまして、日本語を英語に換えて、そ

して換えた英語を日本語に換えてみて出来上がった日本語の文章がおかしかったら、英語

がおかしいぞという形で、生徒が勝手にパズルの組合せのように英語を作っていくと。そ

して出来上がった英語を先生に点検してもらうという。言い換えれば、英語が出来なかっ

たとしでもある程度パズ、ル的なゲーム間隔で英語を学ぶ事が出来る。それを何回か繰り返

していったら、あるパターン、法則というものがありまして、その法則を生徒自身が身に

付けていけば、それが普通の文章のフォームである。「そうか、こうしたらいいんだjとい

う事で生徒たちが英語に慣れ親しんで行くことが出来ました。これは今の定時制ではなく

て、前回おりました全日制でした。ですからある程度できたのですけれども。私がおりま

した全日制は、その学区の中の一番最下位の学校です。その最下位の学校の生徒達でも、立
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派な英語の長文をどんどん作っていけました。これは私からの押しつけではなくて、生徒

が興味を持って、そして生徒同士でデイスカッションできる授業が出来た結果ではないか

と思います。

そういう事をやった事で、手紙の E-mailの交換だけだ、ったら、何か物足りないんですね。

相手が見えないです。そこで生徒達と話をしていく中で、「先生、相手の顔見えへんの?J
「そやなあ、そしたらビデオテープ送ろう jとか言って、撮ったビデオテープを送って、送

られたテープを見ながらやっていたのです。そうしたら生徒が今度は、「向うの人としゃべ

りたい」と言い出しました。そこでこの fWhat'sJapan ? & What's America ? Jの時に

仲良くなった、広島工業大学附属高等学校の先生が「今度、 ShareViewの実験をやりませ

んかJという事で、東京の方の代理屈を通じて、まずMacintoshの中に音声の基盤と映像

の基盤を入れれば、音声と映像のやりとりが出来るという事で始まったんです。これはイ

ンターネットではありません。普通の電話回線でやりました。

そうしたら、広島の方ですから、もみじまんじゅうの話ですとかいろんな話が出て盛り

上がり、ジャンケンをしたりなんやかんやで、相手の顔が見えてやり取りが出来るというだ

けで、生徒はもうー喜一優なんですね。その 1時間というのは、私は教室の後ろの方に座っ

ているだけで、生徒達だけで授業が出来るのです。それがあるだけで、また次の授業の時

は前の宿題がありますから、生徒達で討議をやる。言い換えたら、私は後ろで、座っている

だけで授業が出来るようになったんです。ただしこれは、形式をどうするか、評価をどう

するか、それから学力をどう付けるかという問題は、全く抜きにしての話です。ですから

先ほどの近藤先生の話の中にも少しありましたLうに、評価の事とか、総合教科の事とか、

一部の教科の事とかいうのは、なるほどなという事で裏付けられるのですけれども、幸い

今中教審の方でそのような所がだいぶ答申として出されて、この 4月の第2次が出る時に

は、さらに発展した自由にやりたいようなやり方で出来るのではないかと思っています。

そこで、 95年には今の NTTの Phoenixの前身の FM71という機械がありまして、これ

を使いましてこの神戸市立楠高等学校、定時制高校なんですが、そんなインターネットの

環境が全然ない所に FM71を置いて、うちで接続したインターネットの情報を向うに送る

という、全然環境のない所にも送ればそこでインターネットを使った授業が出来るわけで

す。幸い同校ではいろんな先生がホームページを立ち上げておりまして、そのうちの一つ、

「神戸のとんぼ採りJとんぼ博士と別名言われているのですが、その先生のとんぼを使った

教材でお互いが共有して授業を進めるというのと、もう一つは阪神大震災で、ちょうど中

心地でしたので、お互いの生徒同士がその時の状況だとか、今後どうすればいいかという

事で話し合うことができましたo 顔を見て、声を聞いて、全然知らない人と話をするとい

うのは、非常に教育的に効果が上がったなと思っています。

そして去年ですけれども、後で発表して頂きます神戸大学の岡村先生の、 Mboneという

事と巡り合いまして、それまでいろいろ CU-SeeMeとかもやってきたのですけれども、何

か物足りない。この Mboneは回線の太さとか先ほども出ました途切れたりとかいろいろな

事があるのですけれども、何はともあれ、まず、最初は大きいタイヤと小さいタイヤで始

まった自転車であるが如くで、今後どんどん改良されて、すばらしいものが出来るんじゃ

ないか、まあ、これこそインターネットのそういうテレビ会議というか遠隔授業のツール

じゃないかなと思っています。
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そこでこの Mboneで、神戸市の北区川にあります三田の「人と自然の博物館jという所

のいろいろな展示資料を使いまして、その展示資料を元にして本校とそれから兵庫県立神

戸工業、これも定時制なんですけれども、そこの 3地点を結んで、授業をやりましたo そ

の説明をするのはうちの先生だ、ったり、県の神戸工業の先生であったり、向うの指導主事

であったりという形で、いろいろな先生が共有してそこにある資料を使って生徒が学ぶと

いう、新しい授業形態が 1つ見えました。

今日私がここに来て話させて頂いているのは、今度シーボルトが生誕200年祭で何かあ

るみたいで、ここにはシーボルト記念館があったり、ハウステンボスの中にはシーボルト

の銅像があったりという事を聞きまして、神戸もシーボルトと縁が深い地域ですから、神

戸のそういうシーボルトの業績、足跡を、長崎と神戸という同じような環境/条件の元で生

徒が調べた事を、どうやって相手に教えるか。そういう授業が出来たらという事で話が進

んでいます。

そしてこの Phoenixなんですけれども、沖縄から関東、名古屋、神戸、北海道というこ

の5地点をそれぞれ Phoenixを使って 2週間に一回くらい結びまして、いろいろな高校生

が放課後に自分らのいろいろな問題を出し合って話をしています。これは 5つの地点が結

ばれるのでおもしろいです。今北海道では雪が降って寒いとか、沖縄では今日は暑いやと

かいうように、リアルタイムに生徒同士がいろいろな情報を入れる事が出来る。そしてそ

の学校が抱えている問題を、いろいろな学校にあらかじめ電子メールで質問文を投げかけ

て、回答を得た事をまとめて、そこでデイスカッションをするという事です。

第1回目はいじめの事について話合いました。第2回目は携帯電話で3回目がボランテイ

アの事でした。ボランティアの事についてやっている時に重油の問題が出てきまして、我々

も向うにいってボランテイアしなくてはいけないという話もちらほら出たりしているわけ

です。

先程言いました 5校ですけれども、これも北海道から九州までの 5つの学校、それからア

メリカも 5つの学校があったのですけれども、実際やるとなれば、事前の準備だとかが恐

ろしいほど大変です。 APICNETが仕掛けたプロジェクトですけれども、実際にやる現場

の先生というのは、今までの授業をするのであれば本当に簡単に出来るのだけれども、違

う事をするという意味において、 1時間の授業をするのに事前に 10時間、 20時間、 30時間

もかかってそういう準備をしておかなくてはいけないという事が感想です。

ここで先ほどの Mbornの事ですけれども、去年の 6月21日に、私が初めて Mbornの事

を聞き、 岡村先生に「この授業をやらせて下さいjとお願いしたんですが「やってもかま

へんけど、ワークステーションがなかったらいかんぞjとおっしゃるのです。それは確か

にワークステーションがなかったら、どないも出来へんのでどっかで借りょうかという話

だったのですけれども、ノートの方で何とか出来ないだろうかという事で、岡村先生にお

願して何とかノートでも Mbornが出来るようにしてもらったわけです。

それで接続方法ですけれども、神戸大学と本校では 100校プロジェクトの専用線がある

のですが、それは 28.8くらいの回線ですからちょっと細いです。そこで臨時に ISDNを引き

ました。前日と当日の2回ですけれども、たった 2日利用するだけで2万7千円くらいお金

を取られました。そして神戸工業と本校とでは、普通の電話回線です。ここは今SU-SeeMe

になっていますけれども、 ISDNを使って見ておられる方は、戸も聞ける、映像も見れる状
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態ですけれども、普通のメタル回線でしたら映像だけしか見れないと思います。ですから

この時も映像だけしか見れませんでしたので、音声については別回線の電話を使って流す

という事をやりました。そして神戸工業についても、「人と自然の博物館jの映像を SINET

を通じてうちから向うへ送るという、ややこしいやり方をやりました。

うちの学校は神戸の中心ですから、学校まで光ファイパーが来てるのですけれども、そ

こからギュッと絞られてメタル回線しか使えないので、喉から手が出るほど、光回線せめ

てTl回線でも使わせてくれたらなと思うわけです。でもまあ今後、そういう形でいろいろ

な映像を使った遠隔実験をやりたいと思っています。

この時の状況のビデオテープがありますので、御覧頂きたいと思います。

((ビデオ))

編集が十分出来ていないのですけれども、神戸工業で撮った分と三田で撮った分とうち

の摩耶兵庫でが撮った分と 3つありましてごそれをいろいろ編集しております。

本校で、撮った映像です。ちょうど右下がCU-SeeMeで、左上が Mborn。こんな形で開館

時間が5時まで、だったので、 5時以降にこんな形でやったのですけれども、ちょうどこっち

側の方に、一般観覧者の為のインターネットのボックスがありまして、そこの線を使って

やっているのですけれども、そこにいろんな展示物がありまして、この時に大失敗だった

のはカメラを普通のビデオカメラで、撮ったために手プレをする。 Mbornの場合は手ブレを

したら画像が乱れるのです。そこで今度やる時には、キャノンの VC酋 Clカメラというのが

あるのですが、このカメラだと映像をあらかじめインプットしていれば、その映像をクリッ

クするだけで、自分の欲しい映像が即座に取り入れることが出来ます。この時は、こちら

で講義をしている先生が「ちょっとすみません。そこのマンモス写して下さいjと言った

時に、映像が、こううろうろなって見れなかったりしたわけです。

声が小さいのは決してこの機械が悪いのではなくて、こちらから撮影する時のピデオカ

メラのボリュームを落してまして、それが最後までわからずに、本校から出す時は音声が

汚いです。それから画質が汚いというのは、何回もダビングしているためです。映像の方

も音声の方ももうちょっとクリアなのが出来る予定だったのですが、今度長崎とやる時に

は、その辺を十分注意してやれるといいと思います。

という事でいろいろ話をさせて頂きました。これを機会に、神戸と長崎は非常に縁が深

い所でもありますので、神戸だからとか何とかいうのは今の時点だけで、今後2、3年もす

れば、こういう授業をする事はいとも簡単に出来るようなツールになってしまうのではな

いかと思います。ですからこちらの方で先程もありました、ある中学校の先生ですか、あ

そこの先生にこの間神戸に来て頂いたのですけれども、非常に頑張っておられる。それ以

外の所でも頑張っておられるのですけれども、そういうネットワークを通じてやろうとい

う学校がもっとたくさん出てくれば、これがもっと一貫化になっていくと思います。です

から先生方もこういう事をやるとなった時には、私共の方にも声をかけて頂けたら、本校

でも提供先の事をなんかやれたらと思います。そういう事で私の話は終らせて頂きます。
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遠隔講義の技術と神戸での事例

「インターネット上でのマルチメディア通信j

神戸大学 総合情報処理センター

岡村耕二

どうもはじめまして、私、神戸大学の岡村です。よろしくお願いします。

私は、昨年の 4月から神戸大学の方に来まして、まだ 1年経っていないんですけど、所

属は総合情報処理センターという所にいます。もともとは工学部の情報の出身でありまし

て、前の大学でもマルチメディアとかインターネットとかを含め研究しておりました。そ

れで、たまたま 4月に赴任してきた直後、先ほど講演された浅井先生がセンターに内地留

学という形で研究にいらしたものですから、いろいろお話したところ、私が今までやって

きた研究と浅井先生のやりたい事というのがたまたまマッチしておりまして、じゃあやっ

てみょうかということで、実験を一緒にやるてるという状態です。

今日は今まで近藤先生や浅井先生に実例を紹介して頂いたんですが、その中でインター

ネットは遅いとか、使えるようだけれども扱いづらいというような説明が出てまいりまし

た。実はそれは確かに本当なんです。商用プロパイダというのも確かにたくさんあります

けど、インターネットを運用している者というのは実際まだ多くが部分ごとにボラ.ンティ

アで管理しているという現実があるからです。

将来的にはインターネットは更に経路的に太くなるはずなんですが、今インターネット

を使った授業をやろうと思った時に、何が一番悩みかというと、継ぎはぎだらけのインター

ネットでうまく映像を送るためのテクニックではないか。テクニックというのもおかしい

のだけれど、いっちゃ悪いんですけど、つまらないことで時聞が潰れてしまうということ。

せっかく実験を行っても、結局 9割以上がネットワークが切れないかとか、ある地点と別

の地点とを通信してる途中の管理者と常に連絡をとりながら切れないでくれと祈っている

といった具合なんで、実験が終ってどういう成果が上がっているかというと、「ああ、切れ

なくて良かった。」というくらいで、授業の内容までは踏み入つでいくことができないわけ

なんです。

僕ら工学系の者としましては、それはそれでスキルアップにはなるんですけど、あまり

にも一緒に研究をして下さってる先生方に悪いんではないかと思うわけです。そういう様々

な問題は最初に言いましたプロパイダとかがしっかりしてないということが原因でもあり

ます。じゃあ、そういう問題を隠した状態でインターネットを使って実験していったらど

うなのかということを考えまして、今日はその中でも、本当はインターネットがもし切れ

なければ、インターネットというのはインターネットプロトコルという手順で通信が行わ

れてるわけなんですけれど、この手順でもって有力なマルチメディアを使った実験ができ

るんだという実験をやってみたいと思うわけです。

ではまずインターネットとは何かという事をごく簡単にご説明します。インターネット

とはネットワークです。ネットワークというのはつながるものですから、まあ、変な言い

方かも知れませんがコミュニケーションです。ですから、インターネットには標準がある

んです。つまり、同じ手順であれば通信が出来るけど、手順が違えば通信が出来ないわけ
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です。あるサービスを始めたいと思うとその手順をまず考えていくのがインターネットな

んです。その手順の中の有名なのが、例えば、 WorldWide Webですね。 Webへアクセス

するための手順というのが標準化されたわけです。

インターネットとは別のネットワーク、つまりインターネットじゃないネットワークも

たくさんあるんですが、インターネットは何が違うかというと、インターネットの場合は

標準化のためにまず実装をするわけなんです。実装というのは物を作るということで、規

格を決めるだけではなく、その規格に沿った物を作るという点がインターネットの一番の

特色であると言えます。

それと同様にインターネットの上で、マルチメディアをしようという人は、当然たくさ

んいるわけで、そういうふうな要求が出てきたらそれを標準化する手順を考える人達がす

ぐ出てくるわけなんです。で、そういう標準化がある程度半分くらい進んだ、ところで、物

が出てくるというのが、インターネットなんです。

ハードウェアですらそういう状態です。，ちょっとアイデアが出てきた所でみんな物作り

ますから、完全にバグが取れた形でのリリースと違って、ちょっと使うと壊れる。で、それ

を知らない人は、インターネットというのはやっぱり駄目じゃないかと思ってしまう。で

も、インターネットというのは実際こうなんです。ネットワークを使って地球上、今は地

球上だけですけれど、つながる所はつないマ面白い事をやっていこうというのがインター

ネットなんです。まあ、そういうコンセプトであるということを、認識して頂ければと思

います。

それでは、先ほどから CU-SeeMeとか Mbone.とかいろいろ言葉が出ましたけれど、イ

ンターネットの上でマルチメディアをどうやって扱うかということなんですが、これはす

ごく単純な簡単なことなんです。

ビデオ会議システムというのがあります。最近のパソコンはマルチメディアパソコンと

呼ばれているくらいで、音声も入力出来るし、音声の出力も出来る。普通はマイクとスピー

カがついてるし、ちょっと高くなればビデオも取り込める。ですから、そういうマルチメ

ディアパソコンで、動画音声を入力してそれからインターネットを経由して別の会議シス

テムにつなげばインターネット式でマルチメディアが使えるわけです。さき程言いました

ように、インターネット上で、動画とか音声を送る手順は出来上がってますので、比較的

簡単に出来るという仕組みになっているわけです。もちろん、インターネットの中のマル

チメディアの手順はもうちょっと複雑になりますが、原理はこういうふうになっています。

それで、もしも実験が出来るようになったらどこが問題になるかというと、一番問題にな

るのが音声が途中で途切れてしまうこと、それと絵が何となく汚くなってしまうことです。

では、どこでこういう問題が起きてるかというと、自分の所の属している上の組織で問

題があるのか、それとも自分が使っているツールに問題があるのか、それとも、喋ってい

る内容にもしかして問題があるのかと、こういうふうに問題を切り分ける事ができるわけ

です。実験をもしも神戸と長崎でやるとなった時の問題は先ほど言いましたように、音声

が切れる、動画が切れるといった 2つしかないわけですがL問題が起きるところは広域ネッ

トか会議用ツールか話している内容かのどこかなわけです。ですから、それをつぶせば最

終的に切れるとか途切れるとかいうのは絶対に無くなるわけです。

それでは、それぞれの広域ネット、会議用ツール、コンテンツについてどこが問題で、ど
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うすれば解決するのかを簡単に説明します。その前に、 aの図とちょっと違う所が bの図に

あるということにお気づきになると思うんですが、 aの図にはインターネットがこの部分

と示してありますが、 bの図では全体がインターネットと示してあります。これはどうい

う事かというと、よく皆さん、インターネットに物をつなぐとか、そういう言い方をしま

すが、端末にインターネットプロトコルアドレスつまり IPアドレスをふったとすると、そ

の端末はすでにインターネットゾーンなわけです。ですから aの図はあまり正しくないん

です。インターネットがあって、インターネットプロトコルでつながっているこの端末も

インターネットになるんですから、 bの図が正しいわけです。

インターネット上でのマルチメディア通信の仕組み

インターネット

音戸、動画 音声、動画

図.a インターネット上でのマルチメディア通信のしくみ:a

-64-



.ーー・ーー・・・ー

• • • • • • • • • • • • • • • • • 

'
h
l
 

vJ 
、不タンイ

".・・"・ー一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

ム一アス、ン議4
E
 

オ『アビ

口
プ音声、動 『¥¥¥

¥ . ， . . . -_.... 

一・・ー・一・・ー
.'・・ー

• • • • • • • • • • • 
'
 

• • 
'
 

• • 
a
 • • • ι.... . . 千'・a・

図.b インターネット上でのマルチメディア通信のしくみ:b

したがって、先ほど問題点を 3つあげましたが、インターネットの問題点としてこれを

扱うことができるわけです。ですから、問題点の切り分けと言った時に、インターネット

の問題点と言わずに広域ネットワークに問題点があると言ったのはそのためです。

では広域ネットワークとはどういうものであるかを、考えてみましょう。マルチメディ

アの通信はいわゆるプロパイダを通してネットワークを回っているんですけれども、マル

チメディアのプロトコルとして、データそのものを送るプロトコルの他に、 IPマルチキャ
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スト技術というものがあります。マルチキャストという言葉をあまりご存知ない方も多い

かと思いますが、要は大きなネットワーク中で、何かのグループに任意ネットが属するわ

けです。そのグルーフ。に入っている人だけ、データを配布するというふうな技術です。それ

の実験的なネットワークとして、 Mboneというものが実際にありまして、その中でいろん

な実験が行なわれています。それでは Mboneというのがどういうものかをお見せします。

((パソコン画面で呼出))

これは静止画のように見えますが、実は動画です。と言うのは、ここが夜のためで、こ

の辺、先ほど人や車が通ったりしていました。で、これは Mbone上で世界中の景色を流

そうというチャンネルでありまして、但し、たくさん流すと回線が無くなるので、流す時

は10Kbps、一秒間に 10キロピットくらいの量で流そうかというものです。ここは実はス

ウェーデンのある大学の窓から映っている景色です。昨日までは、何かドイツとかカナダ

とかいろいろ出ていたんですけど、今日は残念ながら 2つしか出ていません。それからこ

ちらに真っ暗な画面があって、これはカメラが止まっているわけではなくて、これはアメ

リカのシリコンバレーにある SGIという会社が駐車場を写しているんですが、向うは夜な

んで真っ暗な図になっちゃってます。と、こういうふうに動画を送ることが出来ているわけ

です。技術的な話になるんですけど、誰がこの動画を見てるかという情報はここにだーっ

と出てですね、一番上が私の名前ですけど、これだけの人が同時に 10Kbpsのデータを世

界中で見ているわけです。

IPマルチキャスト技術というのは、要は世界中のこういうインターネットでつながって

いる人だけに、パケットを送ってやるという技術です。実は長崎大学にはまだマルチキャ

ストは届いてないんですが、今日は講演のために特別に張ってもらっています。もしもパ

ソコンで絵を送っているチャンネルに参加しなければ、長崎大学にはパケットは配送され

ません。今、ここで参加しているから配送されているのです。

例えば、 10人いて 10人に同じパケット、データですね、を配送するというのは、あまり

効果的ではないわけです。自分で電話を 10人の人にかけることを考えていただけるといい

んですけど、一回 10円かかるとすると、 10人にデータを送ろうとすると 10X 10ですから

100円かかります。それがもしも例えば、一回特別な電話番号に電話して、他の 10人はそ

の一回の電話を聞くだけで送れれば、それは一回の電話で 10人に同じデータがうまく配送

されるというわけなんです。これは 10人だけに送られるというのがミソで、全員ではあり

ません。まあ、そういう技術がインターネット上で開発されています。

それから、資源予約技術というのがあります。これがどういうものかというのは、まだ

わからない方が多いかと思います。インターネットの発達というのは好きな人がやりたい

ようにやっていけばというところからスタートしていますので、例えば神戸大学でしたら、

上のプロパイダに対しての 45Mbpsの回線でつながっているんですが、神戸大学の特定の

人がその回線の 45Mbps全部を使いきることも現状では出来るわけです。それに対して資

源予約技術というのは、ある人が回線を予約しようというものです。もちろん予約のため

にはお金をもらわないといけないとか、そういうことがあるかもしれませんが、とにかく

そういう技術が出来つつあります。 a
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これは何を意味しているかというと、マルチキャスト、つまり動画像とか音声を送ると

よくわかるんですが、どうしても切れる。切れるというのは結局 10Mbpsしかない回線に

同時に 2人が 10Mbpsのデータを送るとこれは確率的に一個づっ落ちますよね。いくら送

ろうとしても線は 10Mbpsしかないわけですから、両方の 10Mbpsが同時に送れるわけも

ないわけです。

しかし、資源予約技術では、例えば、ある人が 10Mbpsだったら 10Mbpsを全部使うと

宣言して、それが受け入れられれば、他の人はもうパケットを流せなくなり、これによって

回線、伝送路が確保されるので、もう広域ネットワークの上でパケットが落ちるというこ

とは考えられなくなります。このプロトコルは、すでにインターネット上で出来るように

なってますし、それから標準活用も進んでまして、実際に実装もあります。まあ、これは

誰がどのようにお金を取るのかといった社会的な問題が出てきますが、そういう事はちょっ

と別に考えますと、伝送路をある程度確保して、それを占有して使う事が出来るというこ

とです。

例があんまり適切じゃないですけれど、高速道路はお金を取りますけれど下の道路より

は早く着けますよね。それと同じように考えられます。まあそれがお金になるかどうかは

わかりませんが、別のクオリティの回線で良いサービスを受けることが出来るわけです。但

し、インターネット全体を運用している人がいるわけではないので、それをどうやるかっ

ていうのはまだ決まっていないわけです。でも、インターネットの動きは早いですから 10

年20年経っと、これはもしかしたらそういうのが実用的になるかもしれないし、なったら

なったで、回線は確保して利用出来るというこ主が出来るようになるかもしれません。

次に、会議用のツールがどう関わってくるかということがあります。最初マルチメディ

アパソコンというような言い方をしましたが、実はパソコンというのはまだそんなにマル

チメディアにうまく使えないんです。何が一番問題かというと、全二重がまだ出来ないん

です。全二重が何かというと、聞きながら話す事です。例えば、音声でしたらマイクとス

ピーカ付いてますが、じゃあスピーカーで音を出しながら自分の内部で別の音を拾うこと

が出来るかというと、ま、一つは中に入っているサウンド用の機盤が安い奴は構造的に出

来ませんし、それから出来る奴でもエコーしちゃいます。すなわち自分のスピーカーから

喋っている音をマイクが拾ってしまうんです。もちろんエコーキャンセラーというものが

ありますが、これはまだ高くてなかなか手に入れることは出来ない。結局今一番問題なの

は、会議用のツールで全二重がうまく扱えないということになるわけです。で、全二重が

うまく扱えないということがどういうことかというと、例えば、スピーカーから音が出て

いる時は、マイクから全然入力が出来てないわけです。で、何が起きるかというと、喋って

いる人は喋っている気持ちになっているんですけど、パソコンがもしかして他の音を出力

していると、喋っている内容がパソコンの中に入力されず、そうすると音が途切れるんで

す。で、ここら辺の切り分けがよく出来ていなくて、会議用のツ}ルである cu・SeeMeと

かMboneのツールを使った時に音が切れると、回線が悪い、回線が遅いって言い方になる

んですけど、実はパソコンに音が元々入つてなかったりするんですね。結構見落しがちな

んですけど、こういったことを知った上でツールを使わないとうまくいかないんです。最

後に、コンテンツなんですが、これは前々から自分でも研究していたところなんですけど、

結局音声に関しては、途切れなければ大体音は通ります。これはデジタル技術の話になる
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んですけど、例えば 8~256 回毎秒くらいで音を入れますので、特殊な音が拾われない

ということはありますが、大体いけます。

それに対して動画の方は、細い回線だと 2FPSつまり 1秒間に 2フレームくらいですが、

そうすると送ることが出来るものと送れないものが出て来るわけです。何が送れないかと

いえば、例えば、野球中継や相撲が 1FPSの回線、つまり I秒に 1コマの動画で、観れるの

かとかいうことです。先ほどの浅井先生のお話の中で、カメラが固定されていなかったと

いう話が出ましたけれど、フレームレートが落ちると、カメラの手振れがすごく影響して

くるわけで、そういう事を考慮に入れないといけない。例えば、遠隔授業でビデオが秒間

1コマしか送れないということを意識するのとしないのとでは、それが良いのか悪いのか

は別として、だいぶ効果が違うわけです。秒間 1コマしか送れないとなるとどうしても余

計な動きは少なくして、見せたい資料は長く写すようになるわけです。一瞬写してパッと

やると、もしかしてそれは写つてないかもしれないので、そういうことが起こらないよう

にしなければいけない。それから、先ほど音声が半二重でしか行かないということを話し

ましたが、これは十分注意しなければいけなくて、質疑応答の時よく問題になるんですが、

音戸が半二重になってるということを十分に意識してやれば、結構うまくいくんですが、

そういうことになっているということに気づいてないで話をすると、言葉が落ちていたり

することがあって、うまくいかなかったりします。

逆に言いますと、伝送路を確保して 2フレームは必ず行きますよと、それから半二重でや

れば音戸は絶対落ちませんよというふうにやると、結構インターネットでもコミュニケー

ションが出来るわけです。今回、神戸と長崎の問で実験をするということになれば、ここ

ら辺りの所に注意して実験すれば、問題無くやれると思うわけです。。

では、これからピデオをご覧いただきます。

((デモ))

これは、注意してやれば、どれだけのクオリテイの動画像と音声を得られるかという事

を示しています。で、もしもこれで良いようでしたら、次の実験ぢこのようにやっていこう

と思っています。これは、 ISDNの 128Kbpsでつながっているノートパソコンから別のデ

スクトップに映像を送っていて、非常にスケジ、ューリングをうまくしてあります。ここで

注意して頂きたいのが、音声が絶対切れていないということです。それから動画像も落ち

てません。これは回線の太さを、送る事ができる音声と動画の量を計算して、落ちないよ

うにしてあるんです。まあ、遠隔授業の場合ですと、あんまり動きがありませんので、む

しろ一つ一つのデータの映像の完成度の高さというのが、多分問題となると思います。で

すからフレームレイトを落としでもあんまり落ちないですし、音声は絶対に落ちないよう

にするっていうふうにやっていけば、うまく行くのではないかと思うわけです。

かなり資料の方は省略しますが、例えばですね、長崎の学校と長崎の博物館と神戸の学校

をそれぞれ 128KbpsのISDNでつなげれば、今みたいな音声のやりとりは出来ると思いま

す。動画像は 1~2FPS 、音声は途切れませんけれど半二重で伝えることが出来るでしょう。

ISDNという話をしましたが、長崎と神戸の聞は、実は SINETという学術情報ネット

ワークというプロパイダでつながっていまして、神戸から長崎へのトラフイツクというの
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は、例えば、神戸のある人が、長崎へ実験に関係無くデータを送りたいと思った時にも、ど

うしても影響を受けるわけです。そういう従来考えてきたことを排除して、インターネット

プロトコルを使って、どこまで実験が出来るか。まあこういうことがうまく出来るように

なると、将来の先ほど言いました資源予約技術とかで、回線が確保された状態で 128Kbps

をいかに、 1ピットも無駄にしないように使い尽くすことが出来るような使い方、そうい

うところに焦点を当てて実悪食していけたらいいなと思うわけです。

インターネットを使った遠隔授業というのは、各地で皆さん始めてますし、実際やって

ますが、ちょっと視点を変えて、インターネットを授業に使う意義というところを考えてみ

たいのです。いらないところはちょっとはしよって、本当の意義を導き出すような実験をし

てみたいと思うわけです。ですから回線は切れない、それから音声も注意して切れないよ

うにしてやった上で、これは将来的なインターネットの使い方になるんですけれども、ど

こまで高度なものを求められるかということを学校の先生方で追求するという実験みたい

なことをやってみたいと思うわけなんですs

少々散漫になって申し訳ないんで、すが、これで終わらせていただきます。
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長崎での事例

「ネットワークを利用した授業改善J

長崎大学教育学部

藤木卓

今日は長崎からの事例という事で、私と私の後に、附属小学校の楠木先生の計2件、長

崎での事例をお話します。

私の方は、前のスクリーンを見ていただけるとわかる思いますが、大きく 2つ(図 1)、今

やりかけている事と以前やっていた事例に分けて話していきます。

ネットワークを利用した E 

授業改善E

Oテレビ会誌による授業研究 E 
~1lîソコン通信による模擬授業目

長崎大学教育学部目

E事穴 卓目

図 1:

ほとんどの方が長崎からおいで、になられていて、十分御承知の.事と思いますが、長崎は

物理的な距離の隔たりを伴う、多くの離島僻地をえており、地理的にあまり便利な所では

ありません。そういう物理的な隔たり、それに伴う情報の格差。この辺をどういう風に教

育の中でカバーしていくのか。そういう所に焦点を当てて研究をしています。このような

情報の格差が、教育や研究がうまく進まないような状況をっくりだす気がしています。

そういう時にインターネットを含めて、いろんなネットワーク、電話網ネットワークで

あるとか無線のネットワークであるとか、いろんなネットワークが活用できるのではない

かと思うわけです。

その中で最近私がやりかけているのが、先ほどからず、っとお話の中に出てまいりました、

CU-SeeMeです。それを使いまして、附属中学校と授業研究を最近ちょっとやりかけてい

ます。それを御紹介していきたいと思います。実際ここで授業研究をやろうという事なん

ですね。

先ほどのお話で、皆さん CU-SeeMeについてはかなり詳しくなられたのではないかと思

いますが、顔を見ながら音声で討論ができる、それからお互いに同じ資料を画面の上で眺

めることができる。それから、いろんなインターネット上のホームページであるとか、い
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ろんな情報を自在に引き出す事ができる。そういう風な特徴をもっていますので、授業研

究をしようと思うとそのための、仮想的な空間をっくり出してるという事がいえるのでは

ないかと思います。それからちょっとここで、実際どんな風な形で授業研究をやっている

のか、御紹介していきたいと思います。

((パソコンを接続))

附属中学校の方と接続ができました。ちょっと画面が出ないのですが..今準備が整いま

した。

-聞こえていますか、どうぞ。 はい、聞こえております。

先ほどご説明がありましたけれども、これは半二重という事で、お互い同時に会話がで

きません。ですから向うが話している時にはこちらは聞いていないといけません。

一それでは森先生、前回うちの大学院の学生がやりました授業について、その授

業研究を始めたいと思います。ホームページにデータを上げていますので、接

続してみて頂けますか?

今私の研究室の方でサーバーを 1台動かしておりまして、その中に授業研究のデータを

入れております。大学院で実践授業研究という授業がありまして、その中で授業の改善を

実際にやろうじゃないかと。そのために授業をやってデータをとって、そしてとったデー

タを見ながらデイスカッションをして、授業のここが悪いあそこが悪い、どうしたら良く

なるのかなとかそういう事をやっているところです。

今画面見えるでしょうか?(図 2)技術・家庭科の教育に関わっておりますので、附属中学

校をお借りしています。技術・家庭科の中に、金属の変形、弾性変形とか塑性変形とかそ

ういう内容があるんですね。それで今回の授業はちょっと読んでみますと、「金属加工、金

属の性質の学習で、弾性変形と塑性変形が扱われる。弾性変形と塑性変形の概念と理解に、

針金のみを用いる場合とわりばしをもちいる場合との違いを調べるJと、実際いろんな材

料を割ったり折ったり叩いたりしてみせながら、金属の性質に、その変形しやすいだとか、

そういう特徴を勉強させようという事なんですよね。
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図 2

一それでは刺激の変形の 3年 1，2組のプレを開いて頂けますか。お願いします。

私供はいろんな授業をしていて、授業の前と授業の終った後、 50分間の授業で入力され

た事を、調べる為に、連想、調査というのを使っています。(図 3)この場合は変形という言葉

を刺激語にしまして連想調査をするわけです。そうすると授業の前は、こんな感じになる

んですね。これは私供がやってる処理の仕方で処理をして、作り上げt-連想のマップです。

中心にくるほどたくさんの生徒が連想した言葉です。授業の前は変形という言葉から、粘

土とか金属とか融けるとか鉄とかそういう言葉が出ています。授業の前ですから、そうい

う変形するものをたくさん答えています。

図 3・

ー森先生、次は 3年の 4，5組のマップを聞いて下さい。
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これは針金とわりぱしの両方使ったクラスですね。それから針金だけ使ったクラスとい

うのは….これです。両方のマップ、見分けがつかないくらい反応の言葉が似ています。変

形という言葉に対してやっぱり、金属とか粘土とかロボットとか形が変わるとか、そうい

う言葉がたくさん出ています。それから授業が終った後は、どんなのが増えたのか。

一それでは森先生、針金とわりばしを使った 3年のマップを御覧下さい。

これが3年の 1、2組、針金とわりばしを使ったクラスの授業の後のマップです。この目、

授業者が伝えたかった事は、弾性変形、塑性変形ですから、弾性とか塑性とか、それに関

わる金属の延性、展性そういう風な性質ですね、こういう言葉がマップの中心に来ている

という事は、多くの人が授業の後、変形から同じような言葉を答えることが出来た。だか

らある程度みんな、変形について何かわかったかなという風に考えられます。

それで、わりばしを使った方はどんな風になっているかといいますと、少しマップの様

子が違うのがわかりますか。左側が針金だfすしか使つてない方で、右側が針金とわりばし

両方使った方です。どうも左側のほうは作業時聞が長かったのか、形が変わるとか広がる

とか折り曲げるとかもろくなるとか、変形の種類というのでしょうか、たくさんでている。

その辺が全然違うということがわかります。

森先生、両方のマップを見比べて何か意見ありましたらお願いします.

ーコメント

やっぱり実習の仕方の違いで、こういう違いが出てくる。それによって授業の対処の仕

方が違ってくる o これが授業研究のスタートではないかと思います。

CU-SeeMeの授業研究についてはこれくらいで終りにしたいと思います。ありがとうご

ざいました。

実際環境がよくなると、もっといろんな事がやりやすくなると思うのですが、限られた

中で自分が普段やっている事をやろうとすると、すごく大変な事であるとわかりますね。

それから今日は触れる事ができないかと思いまして、一応予稿集の方には載せてありま

すけれど、 CU-SeeMe以外に別のテレビ会議システムみたいなものもあります。そのうち

の一つ、 ISDNの回線を使ったテレビ会議のシステムがありまして、それを対馬の学校に

接続してデイスカッションをした時の様子を画面コピーして予稿集の方に載せております

ので、ご覧頂けたらと思います。

それから私が以前やっていた事というのは、インターネットがここまで流行る前に、パソ

コン通信が一時期すごく評判になった事がありました。その頃のことなんですが、パソコ

ン通信で何か授業研究ができないか、そういう風な事を考えてた時の事例なんですが、私

共は教育学部で、教員を養成します。学生は授業を受けて、よい先生になるようにと頑張

るのですが、どうしても授業というと知識と経験がものをいうみたいで、練習の機会がな

かなか十分ではありません。それで、教育学部の学生が、教育現場の先生に生徒役になっ

てもらって模擬授業を試みた事がありまして(図 4)、これは中学校の技術家庭科という教

科の中で、機械の領域のネジという内容がありまして、それをパソコン通信でもって何か
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授業の練習が出来ないかと思っていた所、音声は使えず、文字と画像を見ながら文字で話

をしていく。そういうような内容になります。

図 4

音声が使えませんので、すごくもどかしいのですが、文章をまとめる事によって、発言

者の発言の内容がすごく明確になります。そのため、現場の先生からものすごくつっこみ

が入ります。そこはどうして?なぜ?とかですね。そのため学生は戸惑って困ってしまっ

ていましたけれど。その分深い授業の練習が出来たのではないかと考えております。これ

が以前やってた事ですね。

ここでまとめとしまして、パソコン通信、インターネット、 ISDNいろんなネットワーク

がありますけれど、私の立場は教育のためのメディアとしてどういう風に利用していけば

よいかと考えなければいけないと思っています。授業改善のための、授業の研究にこれか

らは活用していこうと考えております。

儀後になりますが、 Faceto Face 、今私と皆さん方がお話しているような、そういう風

な顔を合わせるようなコミュニケーションに出来るだけ近付くことができるような技術が

なるべく早く確立して欲しい。それからネットワークを利用した教育についての内容であ

るとか方法であるとかは、大学に携わる我々の仕事かもしれませんが、これも大きな仕事

になっていったらと。それから 3つ自は教育の場での精神的な取り組み。今B見えられた

方々の中で、学校の先生がかなりの人数いらっしゃるんではと思いますが、やはりそれら

の先生が積極的にいろんな事を進んでやってみようという事、そういう事もすごく重要な

事のような気がします。

これで私の事例報告を終らせていただきます。
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長崎での事例

「生活体験学習(総合学習)におけるホームページ作成j

長崎大学教育学部附属小学校

楠木良浩

昨年の 4月にコンピュータ一室が完成いたしました。そこで、情報教育をスタートす

るにあたり、小学校の子どもたちに、どんな力を身に付けさせていかなければならないか

を私なりに考えてみました。

子どもに身!こつけさせたい力.

@パソコンを学習の道具として活用する力

・情報を収集する力

・情報~選択する力

・情報を発信する力

・棺手の気持ちを考えむがら情報交限をす
る力

まず、パソコンを学習の道具として活用する力です。小学生ですので、どんどん活用

するということは無理でしょうが、ソフトを動かしたり、絵を描いたり、文章を書いたり

することまではできるのではないかと思います。

次に、情報を集める力。それから、選択する力。そして、情報を発信する力。 ネッ

トワークが完備されてくると、情報交換をすることが多くなってくると思います。その際、

特に、相手の気持ちを考える力をもつことが大切だと思います。この点を配慮しないと、相

手の顔が見えないだけに、逆にトラブルを起こしてしまうということにもなりかねません。

以上のことをふまえて情報教育を始めたわけですが、今回は、本校が本年度から取り

組んでおります「生活体験学習jを中心にお話させていただきます。

「生活体験学習」とは、「創造的思考力Jr自己形成心Jr社会性Jの3つの資質や能

力を総合的に拓く学習であると位置づけています。つまり、教科では補えない部分である

「生きてはたらく力」を体験的に学習させようというものです。
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各学年、年間 40時間を使いまして、国際、環境、福祉、情報の 4つを窓口とし、土曜

日の l校時と 2校時に取り組んでおります。私は現在、 6年生を担任しておりますので、 6

年生の生活体験学習について説明いたします:。

年間 40時間ございますので、いろいろな活動を体験をさせるのもいいのですが、 6年

生は、一つの活動に浸らせようと考えました。そこで、国際、環境、福祉、情報の各領域

を選択性にし、クラスをバラバラにして自分の希望する活動をすることにしました。

4 0時間の内訳です。まず、初めてパソコンが入りましたので、子どもたちも初めて

パソコンに触れるものがほとんどです。そこで、 8時間をパソコンの基本操作の時間とい

うことで、各クラスごとに学習させることにしました。それから、各領域の時聞が 25時

間、各領域の交流の時間を 7時間あてることにしました。子どもたちは一つの領域しか学

習をいたしませんので、交流の時間で他の領域にも触れさせようと考えたわけです。

私は情報の領域を担当いたしましたので、情報の「ホームページの作成jについて話

をさせていただきます。
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1学期の取り組みl

-活動題決定 l 
・他校のホームページ研究 1 
・ホームページに入れる項目の話し合いl

一校舎、学級紹介 先生紹介 l 
一堂校行事 生;主体論空宇宙;総合学語)

ークラブ紹介 I!'liliツシ三ンショ 1 
一長崎;戻のfAi史 1 

・役割分担決め l 

l学期の取り組みといたしましては、まず、「学校の楽しい様子を全国の人に知っても

らおう jというテーマを決めました。次に、他の学校のホームページを見ることにしまし

た。今、小学校は、 400以上のホームページ、が立ち上がっているのですが、学習を始め

た頃は長崎ではまだ一つも立ち上がっていませんでした。そこで、他の地域のホームペー

ジをいくつか見せました。それをもとにして、ホームページにどんな事を入れるかという

話合いをさせました。

校舎と学級を紹介しよう。先生を紹介しよう。学校行事を紹介しよう。それから今取

り組んでいる生活体験学習を紹介しよう。クラブを紹介しよう。ファッションショー、これ

は制服を紹介しようという事です。それから、長崎涙の歴史とありますが、これは原爆の

事を調べて紹介しようというものです。この 7つに集約することができました。

最後に、それぞれの項目の役割分担を決めました。ここまでが 1学期の取り組みです。

子どもの感想

••••••••••••••••••••••••••••••• 
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1学期を終えて子どもの感想とじましては、「パソコンの操作が良〈わかったJr他校

のページの工夫している所がわかったJr外国の学校のページも見てみたい(1度見せたの
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ですが、英語ばかりでよく分からなかったようです)Jr自分の情報が見られるから恥ずか

しい、全国の人をなるほどと思わせるようなページをつくりたい(もうすでに、情報発信

という意識が少し出てきたのではないかと思います)Jなどがあがりました。 また、「自

分の学校をもっと知ろうと，思った」という感想がありました。情報を発信するためには、ま

ず情報を集めないといけないので、もう一度自分の学校を見つめ直すいい機会になったと

思います。

2学期の取り組み

-役割分担の確認 1 
・レイアウト犠想 l 
・取材、情報集め l 

ーインタゴュー アンケート 1 
一口ムペジによる線系 l 
ーデジタノレカメラによるl!!Jj頁鼠~

・~ソコンを使用してのデータ入力l
一文章 絵 l 

さっそく 2学期から作り始めることにしました。

まず、役割分担を確認して、子どもたちに自分の担当のページのレイアウトを構想さ

せました。それから情報集めや取材に取り組んでいったわけです。インタビューを行なっ

たり、自分たちが考えたアンケートをとったり、デジタルカメラによって写真を取り込ん

だりしました。また、インターネットで資料を集める子どももいました。

取材したものは、パソコンを使用してデータの入力を行いました。ワープロで文章を

書いたり、お絵かきソフトを使って絵を描いたりしました。実際のホームページの作成は

教師が行いました。

78一



子どもの感想
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2学期の子どもたちの感想としては、 f他校の工夫をもっと採り入れたいjもっといい

ものを作ろうという意識、それから「もっと取材としなければ詳しくならないJrレイアウ

トを工夫するととても見やすくなるんだなJr自分の書いたものがホームページに載るとい

うのはとてもうれしい」というような感想が出てきました。

3学期の取り絡みl

-完成したホームベージの確認 目

・担当へージの修正 目

・寄せられた思想をもとに修正、新規項目挿目
入 園

・ホームページ更新 目

3学期の取り組みですが、現段階では、完成したホームページの確認と自分なりの修

正を行っています。今後、全国からょせられた感想をもとに修正したり、新しい項目を入

れたりしたいと考えています。最後に、ホームページを更新して、この 1年間の取り組み

を終了する予定です。

実は、 2週間後に本校の研究発表会が追っております。その際、情報の学習も公開い

たします。「ょせられた感想をもとに、自分の担当ページを修正するJという授業です。子

どもたちは、自分の担当ページが完成し、満足しています。そのこどもたちに、全国から

寄せられたメールを紹介します。すると、子どもたちは、今度は作り手から見る側に立場

を変えることになります。そこで、見る立場に立って、自分のページを修正していこうと

n
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いう意欲を持たせたいと思っております。指導案を載せておりますので、もしよろしけれ

ば来ていただきたいと思います。

それでは、子どもたちがつくったページを実際に見ていただきたいと思います。

附属小学校ホームページ

http://www.edu.nagasaki-u.ac.jp/school/ele/index.htm 

これがホームページで、下のそ 7つの項目が、子どもたちが作成したものです。
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校舎 ・学級紹介のページ
学級紹介のページ

校舎 ・学級紹介です。学級紹介は、今はこのように学級目標が載せてあるだけですが、

将来、各学級のページにリンクさせて仕上げていきたいと考えています。

(図書館のページ)

また、図書館が新しくなりましたので、その図書館の紹介をしているページです。

z..:_ _ r--::-r. _ .，__草岡

給食紹介のページ 給食ベスト 3のページ

給食室の紹介をしているページです。これは、縦書きでちょっと見にくいのですが、あ

えてこうしたいと子どもが言いましたので、そのまま縦書きにしました。子どもの発想の

1
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おもしろさを感じます。[人とは給食にはじまり給食で終る」といった文章で書いてありま

すが、これらの文章から他のページへととんでいきます。

(給食ベスト 3のページ)

給食ベスト 3というページです。アンケートをとってベスト 3を決めたようですが、ど

うも自分の好みが入っているようです。自分がインタピュアーと答える人の両方になって

書いています。 また、コンピュータ室とその他の部屋のページもつくってあります。

(先生紹介のページ)

先生紹介のページです。このイラストも全て子どもたちが作ったものです。校長先生

のページなどは、子どもたちが実際に聞きにいって仕入れた情報です。各学年の先生たち

には、「自己評価Jrもし魔法が使えたらどうするかJr自分を動物に例えると何かJr先生

からの一言jという項目を子どもたちが考えてアンケートをとり、作り上げたものです。

(校内行事のページ)

学校行事のページです。校内行事ということで、運動会の様子や校内で行なわれる行

事を紹介したものです。

(ふれ合いのページ(子どもたちの絵が入っているページ)) 

1年生と 6年生はパートナーを組み、ふれ合いを行っていますので、それを紹介して

いるページです。その様子を絵に表しています。

(旅行のページ)

各学年の旅行を紹介したページです。絵や感想、を入れたりして楽しく仕上げています。

(総合学習のページ(国際のページ)) 

生活体験学習(総合学習)のページです。国際では、外国の人に来ていただいてふれ

合いをしたり、外国語を学習したりしています。インタビューをして、多かった感想をあげ

ています。福祉は、点字を一所懸命頑張っておりまして、点字の本を作って盲学校に送る

という目標を決めて取り組んでいます。環境は、生ゴミから肥料を作り、その肥料で、ま

た野菜をつくっています。これが先ほど述べました 6年生の生活体験学習の取り組みです。
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ふれ合いのページ
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ファッションショーのページ

ファッションショーのページです。実際に写真を撮ったのが秋から冬にかけてでした

ので、水着などの写真はありません。このような写真は悪用されかねないので、なるべく

絵を使って紹介したいと考えています。

(長崎涙の歴史のページ)

長崎涙の歴史のページです。祖父や祖母、両親に話を聞き、自分の考えも入れながら

作り上げました。また、原爆遺跡、の写真も、実際に子どもたちが撮影に行って解説を入れ

たものです。

最後になりましたが、子どもたちがこの学習で学んだ成果をあげてみます。一つ目は、

パソコンの操作技能がとても上達したということです。まだパソコンに触れてから l年も

経っていないのですが、絵を描く技能は私を遥かに越えています。また文章の入力も、最
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初はキーの配列にとまどってなかなか作業が進まなかったのですが、今ではスラスラと打

てる子が増えました。そして、一番の収穫は、子どもたちが、情報を集めて表現する喜び、

情報を発信する楽しさを感じたことではないかと思います。

次に、問題点です。子どもたちはレイアウトの段階では、絵や写真を大きくして派手

なページをっくりたいと考えます。しかし、子どもの考える通りに作りますと、情報量が

大きくなりすぎて、受けとる側が非常に困るということになってしまいます。また、情報を

作る側と受けとる側では意識が違ってきます。見る人はどんな情報を欲しがっているのか

を常に意識してつくらせたいと思います。最後に、個人情報を公開する問題です。今回は

私なりに基準を設け、なるべく子どものアップの写真は載せない、写真を載せた時には名

前は伏せるというような配慮をいたしましたo 個人情報の公開については、問題が起こっ

ている地域もあると聞きますので、今後も慎重に考えていきたいと思います。

ご静聴、ありがとうございました。
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閉会のあいさつ

長崎大学工学部
黒 田 英夫

長崎大学総合情報処理センターの黒田でございます。本日は皆さんお忙しい所、多数ご

来場下さいましでありがとうございました。貴重な御講演を下さいました先生方に、ここ

で改めてお礼を申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。

長崎といいますと、代表的な産業といたしまして、観光産業それから重工産業という事

に代表されるわけですが、長崎は日本の西に位置しております。この位置的な条件は、い

ろんなところで、問題を抱えるわけでございます。ネットワークを利用する産業、これは

時間と距離を克服するものでありまして、ネットワークを利用する情報産業、これこそ長

崎がこれから真剣に取り組んでいかなければならないものだと考えております。このよう

な情報産業を長崎で確かなものにするためkは、我々学校に身を置くものとしては、人材

育成という事が重要であるという風に考えている次第であります。

そういうことで、人材育成という意味で、小学校から大学までの各先生方が手を携えて、

子どもたちあるいは学生たちの情報教育に、関わっていけたらなあと考える次第です。

このような思いから、本日の「ネットワ}クが教育を変えるjというタイトルで講演会

を企画させて頂きました。今回の講演会の企画から準備を、情熱的にすすめてくれました

先生方を御紹介させて頂きたいと思います。

まず、長崎大学工学部電気情報工学科、中村千秋先生です。それから長崎大学総合情報

処理センターの鶴正人先生です。いろんな準備等で走り回ってくれた先生です。それから

長崎大学総合情報処理センターの池永全志先生。それからもうひと方、御講演下さいまし

た、長崎大学教育学部の藤木隆先生。以上の先生方が日夜、夜遅く迄、企画から準備まで

勢力的にこなしてくれたことを御紹介申し上げます。

さきほど神戸の浅井先生、岡村先生、お二方の先生からも御紹介がありましたが、次に

長崎と神戸で遠隔講義の実験を考えております、その時にもまた、何らかの形でお知らせ

が出来たらなと思います。そういうことで、長崎において情報教育を担当されておられま

す先生方の、情報教育が是非実りあるものになりますことを期待致しまして、私の閉会の

挨拶に変えさせて頂きます。本日はどうもありがとうございましたo
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4.センターから

新計算機システムの導入について

総合情報処理センタ一

野崎剛一
E-mail: nozaki~net.nagasaki-u.ac.jp 

長崎大学総合情報処理センター(以下「センターjという。)は、平成 9年 1月に計算機

システムを更新し、これまで永きに渡り使用してきた汎用計機に別れを告げた。本稿は新

計算機システムの仕様書の概要について報告するものである。導入された新計算機システ

ムに関しては、別稿を参照してほしい。

1 更新の背景

センターには平成元年 1月より、月額 1200万円の電子計算機借上予算によって、本学の

研究、教育用の計算機システムが導入されているが、 4年に l度のシステムの更新が行わ

れる。本年度はこの予算額になってから満 8年目に当たり、 3度目のシステム更新を行う

ことになった。

これまで、センターでは情報処理センタ一時代から汎用計算機を主とする計算機システ

ムの運用が行われ、前回のシステムからは、 UNIXワークステーション群も導入し、 4年間

のレンタルサイクルで時代の要請に応じた研究用、情報処理教育用の計算機環境を提供し

てきた。しかし、開放型システム、分散システム、クライアント/サーバシステムの浸透、

計算資源のパーソナル化、ネットワークの高速化等により計算機を取り巻く環境は激変し

てきている。このためセンターでは研究、教育面でのセンタ一利用の高度化、拡大に対応

することになった。

2 仕様策定と入札
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仕様策定委員会

小山純

杉原敏夫

修行稔

田中和雅

長尾哲男

松尾博文

花田英輔

浦川賢治

戸川和夫

入札から改札まで

平成 8年4月 1日

平成 8年5月 1日

平成 8年6月5日

平成 8年7月 10日

平成 8年7月 16日

総合情報処理センターセンター長(仕様策定当時)

経済学部教授

工学部教授

海洋生産科学研究科教授

医療技術短期大学部助教授

工学部教授

総合情報処理センタ一助手(平成 8年 4月九州大学医学部附属病院へ転出)

経理部情報処理係長

附属図書館図書館専門員

官報広告

入札説明会

入札締め切り

技術審査委員会

改札

3 計算機システム仕様書の概要

更新システムは総合評価方式による入札が行われ、仕様書には性能を示す詳細な数値、

周辺装置の仕様、すべてのサーバに要求したネットワークインターフェース、移行、搬入、

据付、調整、搬出、システム運用支援および保守に関する要求事項その他、加点項目等も

あったが、本稿では割愛する。

仕様書概要 目 次

ハードウエア仕様 ソフトウエア仕様

1.1 研究用サーバ群 2.1 サーノf共通仕様

1.2 教育用サーバ 2.2 研究用サーバ群

1.3 共通サーバ群 2.3 教育用サーバ

1.4 入試処理用サーバ 2.4 共通サーバ群

1.5 クライアント及び周辺装置 2.5 入試処理用サーバ

1.6 クライアント専用サーバ 2.6 クライアント

1.7 プリンタ 2.7 クライアント専用サーバ

1.8 ネットワーク監視装置、解析装置

1.9 停電対策機能 その他

1.10 ネットワーク 3.1 運用管理

1.11 教育支援装置

ヴ

doo 



ハードウェア仕様

1.1 研究用サーバ群

1.1.1 研究用サーバ

1. CPU 

マルチ CPU型で、全 CPU聞のデータ転送が同時に発生した場合も各 CPU聞は、

200MB/s以上の性能を有すること。

2.主記憶装置

(a)主記憶装置容量を合計で 7GB以上持つこと

(b)分散メモリ型アーキテクチャであること

(c) 1プロセスに対して 1GB以上のメモリ空間を割り当てられること

3.磁気ディスクのユーザ利用領域を 50GB以上持つこと

1.1.2 画像処理サーバ

1.主記憶装置容量を 192MB以上持つこと

2.磁気ディスクを 4GB以上持つこと

3.ディスプレイ表示画面のカラーハードコピー装置を接続していること

1.1.3 入出力サーバ

1.主記憶装置容量を 96MB以上持つこと

2.磁気ディスクを 2GB以上持つこと

1.1.4 入出力装置群

1.オープン MT装置

2.カートリッジ磁気テープ装置

3. CD-ROM装置

4. DAT装置 (5GB以上の容量)

5. 8n1111テープ装置 (10GB以上の容量)

6. 3.5インチ M O装置 (128MB及び230MB対応)
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1.2 教育用サーバ

1. CPU 

マルチ CPU型で、各 CPUは、運用管理上、管理用ノード(ライセンスマネージャ

等)、ファイルサーバノード、演算専用ノード (TSS、パッチ)に分けて運用するが、演

算専用ノードは、 CPUもしくは主記憶装置、電源に障害が発生した場合も最小 1つ
の障害のないノードだけでシステムの再立ち上げを要さずに縮退運用が可能である

こと

2.主記憶装置容量を 2.5GB以上持つこと

3.磁気ディスクのユーザ利用領域を 50GB以上持つこと

4. 10ポートの電話回線接続機構を持つこと

5.その他

i.性能値は、 CPU性能、主記憶装置容量、磁気ディスク容量についてその合

算値を持つこと。それぞれのシステムに分割した値を提案すること

ii.コンソールディスプレイ、キーボード、マウス、停電対策機能が統合されて

いること

lll. 教育用サーバが講義・演習に利用されている時間帯においては、研究用サー

パ等他のサーバに割り当てた CPUにおける処理に対して影響を与えない構

成とすること。また、教育用サーバが講義・演習に利用されていない時間

帯(夜間や休日等)においては、コンソールからの指示によって再立ち上げ

を要さずに研究用サーバのフ。ロセス処理の補助をすることができること

1.3 共通サーバ群

1.3.1 情報発信用サーバ

1.主記憶装置容量を 1GB以上持つこと

2.磁気ディスク容量 20GB以上持つこと

1.3.2 電子メール/電子ニュースサーバ

1.主記憶装置容量を 192MB以上持つこと

2.磁気ディスク容量を 12GB以上持つこと

3.ディスクアレイを利用して 20MB/日以上のデータ転送速度能力を持つこと
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1.4 入試処理用サーバ

1.主記憶装置容量を 128MB以上持つこと

2.磁気ディスクを 5GB以上持ち、ファイルのミラーリング機能を持つこと

1.5 クライアン卜友び周辺装置

クライアント及び周辺装置をセンター内外の各個所に、それぞれ次の表に示す台数分設

置すること。なお、表中空欄は設置しないことを示す。

1.センター内

設置個所 |パソコン~端末 Lprintc~j スキャナ|プリンタ|

第 1端末室 71 4 7 

第 2端末室 10 2 2 2 

第 3端末室 20 2 

新端末室 81 4 8 8 

事務室 2 2 

研究端末室 2 1 1 

教官室、教官研究室 2 3 

シスァム管理室 2 1 

センター長室 1 1 

計 171 28 13 17 17 

2.センタータ十

設置個所 |パソコン Ix端末 Iprinter Iスキャナ|プリンタ|

教養部 207番教室 51 2 . 

教養部 208番教室 31 1 

附属図書館本館 14 16 2 1 1 

附属図書館医学分館 6 2 1 1 1 

附属図書館経済学部分館 4 2 1 1 1 

計 24 102 伊i 3 3 

printer :クライアント用プリンタ(ネットワーク接続プリンタ)

1.5.1 パーソナルコンビュータ

デスクトップ型で、次の機能を持つものとする。

1. CPU性能が、 Pentium133MHzまたはこれと同等以上であること

2. 24MB以上の主記憶容量を持つこと
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3. 1.2GB以上の磁気ディスクを内蔵すること

4 周辺装置

(a) 1024 X 768ドット以上の解像度を持つ 15インチのカラーディスプレイ装置を

持つこと

(b)親指シフト以外で日本語対応のキーボードを持つこと

(c) 2つボタンもしくは 3つボタン型の機械式マウスを持つこと

(d) 2HDf2DD両タイプに対応した 3.5インチ FD装置を内蔵すること

(e)センター内に設置する分の内、第 1端末室及び第 2端末室以外に設置する 90台

分については、 128MB及び230MBに対応した 3.5インチ MO装置を内蔵する

こと

(f) 4倍速以上の CD-ROM装置を内蔵すること

(g)スピーカを内蔵すること

(h) 1.5の 1及び2に示す、第 1端末室、第2端末室、新端末室、附属図書館本館及

び分館に設置する 20台については、カラーイメージスキャナとカラープリンタ

を接続するとともに音声入力(マイク入力)機能をもつこと

5. lOMbps(10Base-T)のネットワークインタ.ーフェースを持つこと

1.5.2 X端末

デスクトップ型で、次の機能を持つものとする。

1. CPU性能が、 SPARCLite 40MHz同等以上の X端末であること

2.主記憶装置容量を 16MB以上持つこと

3.周辺装置

(a)センター外に設置する分(102台)については、 15インチのカラーピットマップ

ディスプレイ装置を持ち、センター内に設置する分(28台)については、 17イン

チのカラーピットマップディスプレイ装置を持つこと

(b)いずれの場合も 1024x 768ドット以上の解像度を持つこと

(c)テンキーなし省スペースキーボードを持つこと

(d) 3つボタン型のマウスを持つこと

(e)音声出力が可能であること

4. 10Mbps(10B制。-T)のネットワークインターフェースを持つこと

5.ディスプレイを含む ShutdoWll操作をマウスで処理可能であること
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1.5.3 クライアント用プリンタ

次に示す、クライアント用プリンタを1.5の1及び2に示す設置場所と台数分設置する

こと。

1. 600dpi以上の印刷密度を持つこと

2. A4版で 16枚/分以上の印刷速度を持つこと

3. B5fA4fB4版の普通紙印刷が可能であること

4.ネットワークに 10Mbps(lOBase-T)のインターフェースで接続すること

5.日本語出力ができること

6. Postscripもレベル IIに対応しているごと

7.パーソナルコンピュータ管理サーバ経由でパーソナルコンピュータからのローカル出

力ができること

8.各種 UNIXサーバーから、ネットワークを利用して出力ができること

1.5.4 イメージスキャナ

400dpi以上の解像度を持ち、 A4サイズのカラー原稿を読み取れること

1.5.5 カラープリンタ

720dpi以上の印刷密度を持ち、 B5fA4版の普通紙印刷が可能であること

1.6 クライアン卜専用サーバ

クライアントの保守、 X端末の円滑な運用を行うために、次の専用サーバを設置すること。

なお、パソコンからプリンタへの出力のために、中継のプリンタサーバ機能が必要な場

合は、パーソナルコンピュータ管理サーバに行わせてよい。

1.6.1 パーソナルコンビュータ管理サーバ

3.1に述べる運用管理がセンター内外に設置する全てのパーソナルコンピュータ (195台)

に対して行える台数のサーバを設置すること。

センター内と附属図書館に設置するパーソナルコンピュータのサーバについては、原則

として、すべてセンターのシステム室に設置し、ネットワークを介して対応できるように

すること O

1. Pentium133MHzまたはこれど同等以上であること
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2. 72MB以上の主記憶容量を持つこと

3. 3GB以上の磁気ディスク容量を持つこと

4.周辺装置

(a) 15インチのカラーディスプレイ装置を持つこと

(b)親指シフト以外で日本語対応のキーボードを持つこと

(c) 2つボタンもしくは 3つボタン型の機械式マウスを持つこと

(d) 2HD/2DD両タイプに対応した 3.5インチ FD装置を内蔵すること

(e) 4倍速以上の CD-ROM装置を内蔵すること

(f)可搬型で、 3.5インチ DAT及び3.5MOに対応した外部記憶装置を持つこと

5. lOMbps(lOBase-T)のネットワークインターフェースを持ち、パーソナルコンピュー

タ管理サーバとクライアント聞の通信が、その直接の通信以外の通信に影響を与えな

いようにすること

1.6.2 X端末用 CPUサーバ

附属図書館医学分館内及び附属図書館経済学部分館内に X端末用 CPUサーバを各 1台

設置し、各分館内に設置する X端末及び、坂本キ.ャンパスに既設の X端末(高岳製作所製

X-mint CSL)のサーバとすること。

センター内及び附属図書館内に設置する X端末の CPUサーバは、原則としてセンター

内の教育用サーバで対応するものとすること。

1.7 フ。リンタ

1.7.1 高速プリンタ

次の機能を持つプリンタをセンタ一入出力室及び学生部入試課入試係に各 1台設置する

こと。

1. 600dpi以上の印刷密度を持つこと

2. 30枚/分(jA4版)以上の印刷速度を持つこと

3. B5/A4/B4/A3版の出力が可能であり、印刷命令の中で指定できること

4. 1，500枚以上の用紙を一度にセットできること

5. 2，000枚以上の出力スタッカを持つこと
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6. 10Mbps(10sasc-T)のネットワークインターフェースで指定するネットワークに接続

するか、もしくは1.1.3に述べた入出力サーバ及び1.4に述べた入試処理mサーバに

直接接続するよと

7.その他の機能

(a)サーバから両面印刷制御機能を持つこと

(b)日本語出力機能を持つこと

(c)フォームオーバーレイ作成、利用機能を持つこと

i.センター設置のものは B4版で 30種類以上のフォームオーバーレイを持つ

こと

11. 入試係設置のものは B4版で60種類以上のフォームオーバーレイを持つこと

1.7.2 ネットワークプリンタ

以下の仕様を満たすネットワークプリンタを、教育学部、経済学部、医学部基礎棟、歯

学部研究教育棟、薬学部、工学部 1号館、工学部2号館、水産学部、歯学部附属病院、教

養部、熱帯医学研究所、医療短期大学部、附属図書館本館に各 1台及びセンター内に 3台、

合計 16台設置すること。

1. 600dpi以上の印刷密度を持つこと

2. 16枚/分 (fA4版)以上の印刷速度を持つこと

ただし 20枚/分(fA4版)以上の印刷速度を持つものを 3台以上含むこと

3. A4/B4版の印刷が可能であること

4.各々の版について 500枚以上の用紙をセット可能であること

5.直接もしくは必要な機器を介してネットワークに接続でき、本体もしくは機器にlOMbps(10B悩 e

T)のネットワークインターフェースを持つこと

6.日本語出力が可能で、 Postscriptレベル 11に対応していること

1.8 ネットワーク監視装置、解析装置

今回導入のネットワーク機器とサーバの障害調査のために、次の機能を持つネットワー

ク監視装置とネットワーク解析装置を各 1台導入すること。
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1.8.1 ネットワーク監視装置

今回導入のネットワーク機器とサーバの障害を SNMPで監視できる装置をセンター 1階

事務室に設置すること。

1.日本語による GUIで操作できること

2. 15インチまたは 17インチのカラーディスプレイ表示であること

3.障害発生を電子メールで管理者に自動通知できること

1.8.2 ネットワーク解析装置

1.可搬型であること

2.プロトコル解析が可能であること

3. トラフィック解析が可能であること

4.パケット解析が可能であること

5. TCP/IP、IPXに対応していること

6. 10Mbps(lOBasc-T)のネットワークインターフェースを持つこと

1.9 停電対策機能

本仕様書において、これまでに述べた各サーバ等(研究用サーバ、画像処理サーバ、入出

力サーバ、教育用サーバ、情報発信用サーバ、電子メール/電子ニュースサーバ、入試処理

用サーバ、 X端末用 CPUサーバ、高速プリン夕、ネットワーク監視装置)について、次の

機能を持つ無停電電源機構を持たせること。

1.瞬間停電が発生した場合も 10%以上の電圧降下が起きないこと

2.充電完了時に各機器に対して 10分間の電源供給を行うことができること

3.次の内容に関するタイマー設定ツールを持つこと

(a)瞬間停電か継続的停電かの判断時間の設定

(b)継続的停電時の電力供給時間の設定

4.次の自動停止機能を持つこと

(a)停電発生時に信号を CPUに対して送れること

(b)設定した時間を過ぎてなお停電している場合は自動的に機器を停止する機能を

持つこと

(c)信号受信及び機器停止に必要なプログラムもしくは機器を対象機器に持つこと
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1.10 ネットワーク

センター内及びセンター外ネットワークの詳細については、以下の通りとすること

1.各サーバ問、サーバとクライアント間の通信は、 TCP/IPによって行うこと。ただ

し、パソコン管理サーバとクライアントとの聞の通信はこの限りではない。

2.第 1端末室、第 2端末室、第 3端末室、新端末室、研究端末室の各端末室、教養部

207番、 208番教室及び附属図書館本館に、必要数のlOBase-Tポートを持つスイッ

チング HUBを設置し、本システムで導入する端末、サーバ、プリンタ等を接続する

こと。そして、それらのスイッチング HUBと教育または研究用サーバとの聞を、そ

れらの端末室を同時に利用した場合でも独立に以下の通信速度を満たすように、接続

すること。

端末室 接続先サーバ 通信速度 備考

第 1端末室 教育用 400Mbps センター内|

第2端末室 教育用 100Mbps 

第3端末室 教育用 100Mbps 

新端末室 教育用 400Mbps 

入出力室 研究用 400Mbps 

研究端末室 研究用 100Mbps 

教養部教室 教育用 400Mbps センター外

附属図書館本館 教育用 100Mbps 

3.前項の教養部や図書館とセンターとの問の接続は、学内 LANを通さず、専用の回線

を用いること。以下の芯数の既設光ケープルをその目的に使用してもよい。

区間

センタ一日教養部間

センタ一日図書館問

4芯

4芯

Y
U
廿心

A
品

1

4

t

マルチモード GIIシみグルモード

ただし、これらの既設ケーブルで性能条件を満たさない場合は、納入業者の負担にお

いて別途専用のケープルを敷設すること

4 画像処理サーバ、入出力サーバ及び電子メール/ニュースサーバは、研究用サーバと

の聞を、それぞれ独立に 100Mbps以上の通信速度で接続すること

5.システム管理室、事務室、教官室、教官研究室、研究端末室、センター長室に、それ

ぞれ 4個以上のlOBaseーTポートを持つ HUBを2台ずつ設置し、また、システム室

内に、lOB出 e-Tポートを持つスイッチング HUBを2台設置し、それらの各部屋の

HUBとシステム室のスイッチング HUBを接続すること O そして、一方のスイッチ

ング HUBを研究用サーバへ、イ也方のスイッチング HUBを教育用サーバへ、それぞ

れ 100Mbps以上の通信速度で接続すること。
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6. lOBase-T、100Basc-TXインターフェースでの接続には、カテゴリー 5のツイスト

ベアケーブルを使うこと

7.スイッチング HUBはSNMPエージ‘エント機能を持ち、ネットワーク監視装置(1.8.1)

から集中管理できること

8.センター内の第 1端末室、第2端末室、第3端末室、新端末室、入出力室、研究端末

室、システム管理室、事務室、教官室、教官研究室、センター長室に設置する機器の

接続については、システム室内で変更できるようにすること。具体的には、以下の通

りの接続を行うこと。

センター内のツイストベアケープル配線を管理しやすくするために、必要回線数の

ポートを持つパッチパネルを 19インチラックに収納したものを、システム室内に設

置すること。そして、そこから他の部屋及びシステム室内に設置するサーバ等の機器

へカテゴリ 5ケープルを配線し、配線司切替えがパッチコードの差し替えによって行

えるようにすること。なお、システム室からセンター内の他の部屋への配線は以下の

回線数以上にすること。

配線・先 回線数

第 l端末室 6 

第2端末室 3 

第3端末室・ 3 

新端末室 6 

入出力室 6 

研究端末室 5 

システム管理室 3 

事務室 4 

教官室 3 

教官研究室 4 

センター長室 2 

9.既設のセンター内 LAN及び機器との接続のために、システム室内に FDDIコンセン

トレータ (DASポート 1、SASポート 4以上)を設置すること。 DASポートによって

システム室内にある既設富士通製ルータ LR550と接続し、 SASポートによって研究

用サーバ、教育用サーバ、情報発信用サーバ、そしてシステム室内にある既設富士通

製ワークステーション S-4/1000と、それぞれ接続すること。

10.既設学内 LANとの接続のために、システム室内にある既設富士通製 ATM交換機

E7550ASと、研究用サーバ及び教育用サーバの聞を、それぞれ 155MbpsSTM-1マ
ルチモード光ファイバを用いて、接続すること。

11.図書館医学分館、図書館経済学部分館に、必要数のlOBase-Tポートを持つ HUBを

設置し、本システムで導入する端末、サーバ、プリンタ等を接続すること。これらの
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HUBは、各建屋内の既設学内 LANの指定された場所へ接続し、センター内のシス

テムとの通信は学内 LANを経由すること

12.学生部入試課に、 4個以上の 10B剖 e-Tポートを持つ HUBを設置し、本システムで

導入するサーバを接続すること。この HUBは、各建屋内の既設学内 LANの指定さ

れた場所へ接続すること。

13.センター及び附属図書館以外のネットワークプリンタ(1.7.2)は、各設置場所の建屋

内の既設学内 LANの指定されたポートへ接続し、センター内のシステムとの通信は

学内 LAN経由とすること。

1.11 教育支援装置

1.11.1 センター第 1端末室、新端末室，

次の機能を持った教育支援装置を設置すること。

1.教卓から各室内の全端末の使用状況(電源入/切)がわかること

2.教師機の画面を室内の全学生機または選択した学生機に対して 1秒以内で配信できる

こと

3.教師機側で選択した学生機の画面を教師撲で受信/表示できること

4.教師機側で選択した学生機の画面を全学生機に対して表示できること

5.学生機の選択は教師機の画面上もしくは専用機器で可能であること

6.学生機側で教師機側からの画面を表示する装置としては、パーソナルコンピュータの

ディスプレイを使用すること

1.11.2 教養部 207番教室友ぴ 208番教室

1.教官機画面投影装置

207番教室内に設置する教官用 X端末の内 1台の表示画面を 207番及び 208番教室

にそれぞれ既設の 100-150インチのスクリーンに投影する装置を設置すること。同

装置は以下の機能を持つこと。

(a)カラー液晶プロジ、エクタであること

(b)投影画面サイズが 100インチまで拡大できること

(c)画面投影時も投影している X端末のディスプレイに画面が表示できること

(d)投影装置の電源を切断し:ている場合も投影用の X端末を利用できること
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(e) 208番教室を利用しない場合には 208番教室側の電源を入れずに 207番教室に

投影可能であること

2..教官用情報提供装置

207番教室にいる教官の音声指示及びホワイトボードの画面が 208番教室に提示で

き、かつ 208番教室の映像及び音声が207番教室の教官に対して提示できること

ソフトウェア仕様

2.1 サーバ共通仕様

各サーバとも、共通的に以下の機能を持つこと。

1.オベレーテイングシステム

(a)導入時点で最新の Solaris、もしくはこれと同等の UNIX-OSであること。ただ

し、画像処理サーバについては、 Solaris以外の UNIX-OSでも良い。

(b)マルチ CPU型の場合は、各ノードのオベレーテイングシステムとして導入時点

で最新の Solarisもしくはこれと同等の UNIX-OSであること

(c)サーバライセンスであること

(d) 日本語が使用できること

(e) TCP!IPでの通信が可能であること

(f) NIS、NFSを含むネットワーク機能を導入すること

2.ジョブ登録/管理機能

研究用サーバ、画像処理サーバ、教育用サーバ、入試用サーバについては次の機能を

持つジョブ登録/管理機能を持つこと

(a)研究用サーバについては 4つ以上の、その他については 2つ以上の登録キュー

を持つこと

(b) 登録キュー毎の実行可能ジ、ヨプ数が 0~4 の範囲でコマンドによって変更可能で
あること

(c)ジョブ毎の経過時間の制限ができること

(d)各登録キューの状態がコマンドによりコンソールディスプレイに表示できること

(e)登録されたジョブの削除がコマンドにより該当ジョブを登録したユーザとマシ

ン管理者の双方によって可能であること

(f)登録されたジョブの順序変a更がコマンドによりマシン管理者によって可能なこと
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(g)登録されたジョブの順序及び実行状況がコマンドによりユーザ及びマシン管理

者によって把握可能であること

(h)定期的に動作させるシステム運用ジョブの動作が円滑に行えること

(i)運用停止時に各登録キューの内容が自動的に保存され、運用再開時には自動的

に終了時点と同じ形で再登録されること

3.その他

(a)入試用サーバ以外の各サーバについて、 3.1で述べる運用管理ツールと連携して

課金管理、予算管理、ログ管理を含む情報を提供できること

(b) 1.7.2に示すネットワークプリンタが両面出力可能である場合は、それに対する

両面出力指示ができること

2.2 研究用サーバ群

2.2.1 研究用サーバ

1.共通仕様部分等

(a) 2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

(b) checkpointjrestart機能をサポートしていること

(c)メモリの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること

(d)ディスクの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること

(e)ジョブ(プロセス)の実行状況がコンソールディスプレイに表示できること

2.言語処理系

次の各言語処理プログラムを導入すること。

(a) FORTRAN 

i. FORTRANii互換モードがあること

ii.エラー表示が日本語で行えること

iii.自動並列化機能を持っていること

(b) C言語

20ユーザ

20ユーザ

i. ANSI C規格と K&R仕様の両方の言語仕様を満たしていること

(c) PROLOG 

(d) LISP 

(e)日本語対応の awk

(f)日本語対応の perl
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(g) f2c及びgc仁

3.アプリケーション他

(a)次の各アプリケーションを導入すること

1.科学技術計算ライブラリ

• SSL2同等機能のもの

20ユーザ

ii.グラフイックライブラリ 20ユーザ

.ヵルコンプのプロッタサブルーチン同等またはそれ以上のもの

iii. 2次元グラフイツクライブラリ

• GKS同等またはそれ以上のもの

iv. 3次元グラフイツクライブラリ

• Phigs同等またはそれ以上のもの

v.図形処理システム

3ユーザ

3ユーザ

3ユーザ

• Graplullanまたは T悦 plot同等またはそれ以上のもの

Vl.数値解析システム 3ユーザ

・mathcmatica同等またはそれ以上のもの

vii.開発支援ツール 3ユーザ

• Workbcnchまたは Softbcnch同等またはそれ以上のもの

Vlll.可視化システム 3ユーザ

• AVS同等またはそれ以上のもの

lX. 構造解析システム 3ユーザ

• N出 tranまたは Mark同等またはそれ以上のもの

X. 日英、英日辞書システム 3ユーザ

・対話的に単語変換処理が可能で、あること

X1.統計解析システム

• BMDP 3ユーザ

• SASが動作すること

Xl1.流体解析システム 3ユーザ

• a -fiowまたは Masphics同等またはそれ以上のもの

xiii.数理計画システム 3ユーザ

・線型、非線型共に対応していること

• LINGOもしくはこれと同等またはそれ以上であること

XIV.表計算ソフトウェア

xv. WWWブラウザ

• HTML3.0及び .1J叫!A言語に対応していること
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2.2.2 

xvi.静止画(gif、.1PEG)、動画像(MPEG)、音声(au、wav)、Postscriptの各デー

タの再生に必要なツール

(b) Motifを導入すること

(c) XllR6を導入すること

( d) Openwindowまたは同等のインタフェースを導入すること

(c)ネットワークキューイングシステムが使えること

(f)日本語 TeX及び日本語 LaTeXを導入すること

(g)エディタとして Muleを導入すること

(h)日本語入力機能 (Wnn6同等またはそれ以上)を持つこと

(i) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること

10ユーザ

(j)センタ一入出力室に設置の1.7.1に述べた高速プリンタが利用可能であること

画像処理サーバ

1.共通仕様部分

(a) 2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

(b)ログイン時のユーザ環境(ユーザID、ホームディレクトリ等)を研究用サーバと

同一にすること

2.言語処理系

次の各言語処理プログラムを導入すること。

(a) FORTRAN 

i. FORTRAN77互換モードがあること

(b) C言語

i. ANSI C規格に準拠していること

(c) gcc 

3.アプリケーションf也

(a) 3次元分子設計支援システムを導入すること

1.低分子のモデリングが可能であること

ii. 3次元表示が可能であること

2ユーザ

2ユーザ

lll. 高精度の分子軌道計算、分子力学計算、分子動力学計算が可能であること

(b)バイオ研究支援統合システム (BIORESEARCH相当)を導入すること
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(c)静止画 (gif、JPEG)、動画像 (MPEG)、Postscriptの各データの再生に必要な

ツールを導入すること

(d) Motifを導入すること

(e) XllR6を導入すること

(f) Openwindowまたは同等のインタフェースを導入すること

(g)エディタとして Muleを導入すること

(h)日本語入力機能 (Wnn6同等またはそれ以上)を持つこと

(i) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること

(j)センター入出力室に設置の1.7.1に述べた高速プリンタが利用可能であること

2.2.3 入出力サーバ

1.共通仕様部分等

(a) 2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

(b)ログイン時のユーザ環境(ユーザ ID、ホームディレクトリ等)を研究用サーバと

同一にすること

(c)正常な運用停止時においては入出力中のジョブ(プロセス)が終了するまで停止

しないこと

2.アプリケーションイ也

(a)接続する各周辺装置のドライパソフトウエアを導入すること

(b) Motifを導入すること

(c) XllR6を導入すること

(d) Openwindowまたは同等のインタフェースを導入すること

(e)エディタとして Muleを導入すること

(f)日本語入力機能 (Wnn6同等またはそれ以上)を持つこと 2ユーザ

(g) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること

2.3 教育用サーバ

1.共通仕様部分等

(a) 2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

(b)メモリの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること

(c)ディスクの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること
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(d)ジョブ(プロセス)の実行状況がコンソールディスプレイに表示できること

2.言語処理系

次の各言語処理プログラムを導入すること。

(a) FORTRAN 20ユーザ

i. FORTRAN77互換モードがあること

11. エラー表示が日本語で行えること

iii.自動並列化機能を持っていること

(b) C言語 20ユーザ

i. ANSI C規格と K&R仕様の両方の言語仕様をみたしていること

(c)日本語対応の awk

(d) 日本語対応の perl

(e) f2c及びgccが利用できること

3.アプリケーション{也

(a)次の各アプリケーシヨンを導入すること

i.科学技術計算ライプラリ

• SSL2同等機能のもの

20ユーザ

ii.グラフイツクライブラリ 20ユーザ

.ヵルコンプのプロッタサブルーチン同等のもの

iii. 2次元グラフイツクライブラリ

• GKS同等またはそれ以上のもの

iv. 日英、英日辞書システム

・対話的に単語変換処理が可能であること

v.統計解析システム

• BMDP 

• SASが動作すること

vi.表計算ソフトウェア

vii. WWWブラウザ

• HTML3.0及び.JAVA言語に対応していること

20ユーザ

80ユーザ

80ユーザ

8ユーザ

80ユーザ

viii.静止画 (gif、.JPEG)、動画像(MPEG)、音声(問、 wav)、Postscriptの各デー

タの再生に必要なツール

(b) Motifを導入すること

(c) XllR6を導入すること
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(d) Opellwilldowまたは同等のインタフェースを導入すること

(e)ネットワークキューイングシステムが使えること

(f)日本語TeX及び日本語 LaTeXを導入すること

(g)エディタとして Muleを導入すること

(h)日本語入力機能 (Wlln6同等またはそれ以上)を持つこと

(i) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること

2.4 共通サーバ群

2.4.1 情報発信用サーバ

1.共通仕様部分等

(a) 2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

(b)ディスクの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること

2.アプリケーションf也

(a)次の各アプリケーシヨンを導入する ζと

i. WWWブラウザ

• HTML3.0及び.JAVA言語に対応していること

80ユーザ

160ユーザ

11. 静止画(gif、.JPEG)、動画像(MPEG)、音声(au、wav)、Postscriptの各デー

タの再生に必要なツール

iii. WWWサーバの環境を導入すること

• NCSA httpd 1.5a同等もしくはこれ以上のもの

(b)日本語対応の awkを導入すること

(c)日本語対応の perlを導入すること

(d)日本語での検索が可能な WAISサーバを導入すること

(e)日本語 TeX及び日本語 LaTeXを導入すること

(f)日本語入力機能 (Wllll6同等またはそれ以上)を持つこと

(g) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること
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2.4.2 電子メール/電子ニュースサーバ

1.共通仕様部分等

(a) 2.1に示す共通仕様部分のうち、オベレーテイングシステムとその他の部分を満

たすこと

(b)ディスクの使用状況がコンソールディスプレイに表示できること

2.アプリケーション他

(a)電子メールサーバの環境が作れること

(b) SMTPが利用できること

(c) POP3に対応した日本語メールサーバツールを導入すること

(d)電子ニュースサーバの環境が作れること

(e) NNTPが利用できること

(f)日本語対応の awkを導入すること

(g)日本語対応の perlを導入すること

(h)メールスプールが研究用サーバ及び、教育用サーバから参照できること

(i) 1.1.4に述べる入出力装置群が利用可能であること

2.5 入試処理用サーバ

1.共通仕様部分

2.1に示す共通仕様部分を満たすこと

2.言語処理系

(a) COBOL85が利用できること

(b)ただし、大学入試センターが配布する暗号用フ。ログラムが動作しない場合には

ANSI規格に準拠した C言語を利用できること

3.アプリケーション他

(a)もelnet、ftpを含む TCP/IPソフトウェアを持つこと

(b)外字作成、編集機能を持つこと

(c)オーバーレイ機構及びオーバーレイ作成機能を持つこと

ただし両機構とも、プリンタ側で実現してよい

(d)フォームオーバーレイ機能をプリンタ側で実現する場合は、フォームオーバー

レイの選択がサーバ側で可能であること
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(e)サーバもしくはプリンタにフォームオーバーレイ作成ツールを用意すること

(f)日本語入力機能 (Wnn6同等またはそれ以上)を持つこと 2ユーザ

(g)学生部入試課入試係に設置の1.7.1に述べた高速プリンタが利用可能であること

2.6 クライアント

2.6.1 パーソナルコンビュータ

各システムの台数分導入すること

1.オベレーテイングシステム (OS)

(a) GUIベースのマルチウインドウ環境を利用できる最新の OSを導入すること

(b) 日本語が使用できること

(c)辞書学習機能を持つ日本語入力機構 (FrontEnd Processor)を持つこと

2.アプリケーション他

次の各アプリケーションを導入すること。

(a)表計算ソフトウェア(ワードプロセッサを含む統合ソフトウェアでもよい)

(b)エディタ

(c) telnet、ftpを含む TCP/IPソフトウェア

(d) HTML 3.0に対応した W WWブラウザ

(e)静止画 (gif、.1PEG)、動画像 (MPEG)、音声(初、 wav)、Postscriptの各データ

の再生に必要なツール

(f) SMTP /POP3に対応した日本語メールツール

(g) C言語

(h) C++ 

(i) BASIC 

(j) X端末ソフトウェア

(k)タイピング練習ソフトウェア

ネットワーク対応のソフトウェアでパーソナルコンピュータ管理サーバを使っ

て動作させる場合には、 80ユーザの同時利用ができること

(1)英語(英和、和英)辞書

(m)カラーイメージスキャナを接続するために必要なドライパソフトウェア

(n)カラープリンタを接続するaためにに必要なドライパソフトウェア
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(0)設置室内の1.5.3に述べた各プリンタへ出力するために必要なドライパソフト

ウェア

(p)上記以外に、センター教官室、教官研究室、研究端末室及び事務室に設置する

ものについては次のプリンタ出力指示を可能にするドライバソフトウェア

i. 1.7.1に示す高速プリンタに対する両面出力の指示

ii. 1.7.2に示すネットワークプリンタが両面出力可能である場合は、それに対

する両面出力指示

2.7 クライアント専用サーバ

2.7.1 パーソナルコンビュータ管理サーバ

2.6.1に述べるパーソナルコンピュータ全台の保守サーバとなるものを導入すること。

1.オベレーテイングシステム (OS)

(a) GUIベースのマルチウインドウ環境を利用できる OSを導入すること

(b) 日本語が使用できること

(c)辞書学習機能を持つ日本語入力機構 (FrontEnd Processor)を持つこと

2.7.2 X端末用 CPUサーバ

X端末用 CPUに共通してシステムの台数分導入すること。

1.オベレーティングシステム

(a)導入時点で最新の Solarisもしくはこれと同等の UNIX-OSであること

(b)サーバライセンスであること

(c)日本語が使用できること

(d) TCP /IPで通信ができること

(e) NFS、NISなどのネットワーク機能を導入すること

(f)研究用サーバ及び、教育用サーバのネットワークライセンスを利用できること

2.アプリケーションその他

(a) 1.5.2に述べた X端末用のサーバソフトウェアを導入すること

(b)教育用サーバ、研究用サーバへのログインを選択可能とすること

(c) 1.5.3を接続する場合は出力のために必要なドライパソフトウェア
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その他

3.1 運用管理

以下の機能を行うために必要な機器及びソフトウェアを導入すること。

1.管理全体

(a)研究用サーバ及び、教育用サーバの運用状況がコンソールディスプレイに表示で

きること

(b)課金管理、予算管理、ログ管理ができること

2.課金機能

(a)研究用サーバ及び教育用サーバのユーザの CPU使用時間、接続時間、高速プリ

ンタの印刷出力枚数、ディスク使用量をユーザのシステム資源の利用状況とし

てまとめる機能を提供すること

(b)作成されたログをもとに使用量志ユーザに課金する機能を提供すること

(c)課金システム運用に必要な次のプログラム及び運用手順書を用意すること

i.各システム資源毎ののシステム使用料金の設定及び変更

ii.ユーザ毎のシステム使用料金請求帳票の出力

(d)各ユーザがログインしている IDの予算消化状況及びディスク使用量を把握する

ためのコマンドを用意すること

3.ユーザ管理機能

(a)次のユーザ登録管理を一括して行うためのツールを用意すること

1.パスワードファイルへの ID、ユーザ IDを含む情報登録

ii.ユーザ毎に異なるパスワードの自動生成

iii.ホームディレクトリの作成及び標準作業環境の一括設定

iv.予算値設定

(b)ユーザの抹消を一括して行えるツールを用意すること

(c)種々のユーザ階層に応じてユーザグループ毎に計算機資源の利用権が設定でき

ること

(d)ユーザ単位で課金情報などにより利用制限が可能であること

(e)ユーザ単位でプロセス単位での使用時間の制限が設定可能であること

(f)ユーザの登録、抹消、予算値及び、設定制限値の変更について運用手順書を用意

し、各作業がセンター職員にて可能とすること
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4.自動運転機能

(a)各サーバについて、タイマー装置等による自動的な電源投入及び安全な運用停

止、電源投下が可能であること

(b)自動運転の稼働記録及び障害時のログ機能を持つこと

(c)温度が高温となった場合は、自動的に停止する機能を持つこと

5.パーソナルコンピュータのソフトウェア保守機能

各個所に設置する全パーソナルコンビュータに関して、自動的に磁気ディスク内容

のチェック、修復及び変更が可能なシステムを導入すること。

(a)パーソナルコンビュータの立ち上がり環境を、予め設定した環境に標準化する

ことができること。そして、その立ち上がりの標準環境の設定をネットワーク

を通してできるようにすること。'

(b)上記比較のタイミングがパーソナルコンピユ}タの立ち上がり時であること

(c)パーソナルコンピュータのデスクトップ画面も比較及び変更対象であること

(d)原則としてパーソナルコンビュータ管理サーバで対応し、必要なソフトウェア

を導入すること

6.ファイルのパックアップ機能

研究用サーバ及び、教育用サーバの大量ファイルを一括して、人手を介さずにパック

アップできる装置を用意すること

4 おわりに

今回のシステム更新に際しては、仕様策定のために調査すべき事項が多々あり、また、仕

様策定の期間中にパソコンの新しい 08の発売、米国クレイ社の買収などの騒ぎもあった

り、仕様策定委員会委員、技術審査委員会委員に大変なご尽力を頂いた。そして、仕様策

定、官報公示、入札、落札、旧システム搬出、新システム搬入、ネットワーク配線工事、新

端末室の整備、システム調整、運用開始に至るまで、本部事務局、附属図書館の職員の方々

にあらゆる段階で大変お世話になった。ここに記して、関係された皆様に深く感謝申し上

~j' る。

また、センターにとっては、 4年に l度のシステムの更新ということは、導入前後のお

よそ 1年間はその関連の作業を行わなければならない。しかも、センターでは、ここ数年

間はキャンパス情報ネットワーク、 ATMネットワークの整備等の業務が増加し、全く息を

つく暇もない状況で、センター職員に多大な負担を強いているとともに、長年に渡り汎用

08を使用されてきた利用者の方々には、新システムへの移行で多大なご迷惑をおかけし続

けていることをお詫びしたい。
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1 研究用UNIXシステムの構成

今回の機種更新では、富士通の AP3000とよばれる研究教育用 UNIXシステムと、画像処理

サーバ、入出力サーバ、それにX端末が研究用として導入された。以下に研究用 UNIXシステ

ムの機器構成を示す。

1.1 機器構成

研究用、教育用サーバ 富士通:AP-3000シスァム

-主記憶容量 llGByte 

-磁気ディスク容量 130GByte 

-周辺機器 カルコンプ社レーザプロッタ等

画像処理サーバ 富士通:S-7/300U 170E 

-主記憶容量 192MByte 

-磁気ディスク容量 4.2GByte 

入出力サーバ 富士通:S-4/20H日O

-主記憶容量 96MByte 

-磁気ディスク容量 2.1GByte 

-入出力装置 CD・ROM: X6151A (4倍速)

カートリッジ磁気テープ:X610lA 

8mmテープ:X6202AF-1 (容量 14GB)

DAT : X6254A (容量5GB)

3.5'MO: FMPD命 222(128MB/230MB) 

オープン MT:ピクター:GS-7000 

X端末 高岳製作所:X-Mint CSU 

1.2 端末及び周辺機器の配置

研究用 UNIXシステムの端末及び周辺機器の設置場所は以下のとおりである。教育用と併用

の機器は表から除外している o

設置場所 X端末 ネットワーク. 高速 レーザ

プリンタ プリンタ プロッタ

センター第一研究端末室 2 1 l l 

センター第一研究端末室 1 1 

教育学部3F電算室 1 

経済学部東南アジア研究所 1 

医学部基礎棟4F情報処理室 1 

歯学部隊属病院歯学部 1 

歯学部第一基礎研究棟3F311号第一研究室 1 

薬学部4F電子計算機室 1 

工学部 1号館2F演習室 1 

工学部2号館4F通信情報研究室 1 

水産学部 3F実験室 1 

教養部 1F印刷室 1 

熱帯医学研究所3F電子計算機室 1 

ト医諒短期大学部情報処理室 1 
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1.3 ソフトウェア

機

OS 

白色

ウインドウシステム

エディタ

漢字入力

シェル

オンラインマニュアル

和英/英和辞書

タイピング練習

メール

電子ニュース

チャット

WWWブラウザ

文書処理

簡易言語

ソフトウェア名

日本語Solaris2.5

X-Window 

vi， mule， tiny 
egg， kinput2 ; Wnn6， Canna 
sh， csh， tcsh 
man 

ネットワークこととい

trr， xtypo 
mailx， RMAIL， mh-e， MH， mew 

gn， gnus 
irchat 

Netspace， lynx， w3 
ASCII日本語1EX/凹包X，日本語groff

sed， gawk， perl 
スブρレッドシート I oleo 

プログラミング I Fortran90， gcc， libg++， gdb， p2c， f'2c 

図形処理，画像処理 I ghostscript， gnuplot， tgif， xpaint， xv 

汎用数値解析/データ解析 I BMDP， GNU calc 

プログラミング I K-Prolog， Lucid Common LISP 

プロッタサブルーチン I HCBS/FORTRANカルコンプサブルーチン

2次元グラフイックライブラリ INOVA*GKS 
3次元グラフイックライブラリ

会話型図形処理システム

数式処理システム

開発支援ツール

可視化システム

構造解析システム

流体解析システム

数理計画システム

表計算システム

Sun Phigs 

GRAPHMAN 

Mathematica 

Workbench 

AVS+アニメータ

MARC 

α-flow 

LINGO 

Applixware 
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2 UNIXシステムへのログイン

2.1 中継用コンビュータ経由でのログイン

(1) telnet gatekeeper.cc.nagasaki-u.ac.jp 

login:center ...... centerと入力する

Password: . ......パスワードの入力は不要

(2)研究用 UNIXシステムの選択

中継用コンピュータにログインできるとシステムの選択メニューが

表示されるので、 4を入力する。

l唱in:c旬此町

Last 1曙 in:ThJ feb z7 13::D:47 f，祖母>neIOO剖
ffi Rel田..4.1.3-JLE1.1.3師宅S)12: lb1 J;田 辺 10:22:22.r苛似る

"'1回世 toNa且嘩itmiv.白_Cenlerf..-相同庇削

i-町gratioo:附→刷IX(Solar凶I!'出i開 i
周a肺 lti岨s..a;)ー>501町 182 (y，四l.ati"，)

1同坤腫 l=rjxxxx)
抽.lCati咽 1use (exx凶

6: Sh蜘旭国 (s四四世田X.恒則

。(q):Exit/ii叫

S.1置 t1.2... or 0 =。

図 1 ソフトウエアの選択メニュー

(3) ログイン名とパスワードの入力

研究用UNIXシステムから下記画面が表示されるので、自分のログイン名

(課題番号)とパスワードを入力する。

login: 

Password: 

2.2 ソフトウエアの選択

apmenuと入力すると次のソフト選択メニューが表示される。利用したいソフトにより数字

を入力する。

口"，tOOl3(虻眠訪1&四国別

"'I~ 旬地血且ki liIiv.位.，terCd!t.er Twli曲 ltim恥削

1:附 唱ro・i唱(K骨 叫 唱 .lucid eo.四L1SP)

2:蜘 licati曲{附'AoGKS. 白血附i8S. aN'I酬. AVS ) 
( II1U岨.ti曲. 01陶 -f倒.L1剛，制c) 
{泊S)

3: G問内i国缶rvor(刷0lIl.幽SPHYC.Bior唱曲町~-却)

4: Input IAI刷JtPeri同国erals 缶円町(~町四r. DATJ t加{師YTEh岨 1
5: Goneral -Re間rc~ ，出(Fo此間前.SSl2. C. C++ ) 

(Wo出o.nc~.梅干Ii焔岨開 ) 

O(q): ExiνE吋

5elect 1.2. 町 0=>

図 2 ソフトウエアの選択メニュー
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2.3 センター設置の鋭末からのログイン

下記はパソコン端末 FMVのログイン画面である。下記画面よりログイン名(課題番号)とパ

スワードを入力する。なおログイン函面に NagasakiUniv. Cornputer Center(Education)と表

示されている端末が多数設置されている。これは教育用サーバに接続していることを表してい

るoEducationと表示されている場合は login:のところに rernotekenと入力する。これによって

研究用のサーバに接続することができる。

図 3 パソコン端末 FMVのログイン画面

3 ネットワークプリンタへの印刷について

設置場所

|プリンタ名| 設置場所 機 種

kenl-dp センター第一研究端末室 高速プリ ンタ

plot センター第一研究端末室 カルコンプ社レーザプロ ッタ

ed 教育学部3F電算室 ネット.ワークプリンタ

eco 経済学部東南アジア研究所 ネットワークプリ ンタ

rne 医学部基礎棟。情報処理室 ネットワークプリンタ

dh 歯学部附属病院歯学部 ネットワークプリンタ

de 歯学部第一基礎研究棟3F31l号第一研究室 ネットワークプリンタ

ph 薬学部4F電子計算機室 ネットワークプリンタ

ena 工学部l号館2F演習室 ネットワークプリンタ

enb 工学部2号館4F通信情報研究室 ネットワークプリンタ

自 水産学部3F実験室 ネットワークプリンタ

la 教養部 lF印刷室 ネットワークプリンタ

trn 熱宇野医学研究所3F電子計算機室 ネットワークプリンタ

arn 医療短期大学部情報処理室 ネットワークプリンタ

カルコンプ社レーザプロッタ以外はポストスクリプト形式のデータが出力できる。

印刷:lp -dプリンタ名ファイル名

印刷状態の確認:lpstat 

印刷のキャンセル cancelプリンタ名ージョブ名

F

、dl
 

l
 



4 バッチ処理について

UNIXシステムではネットワークパッチシステム NQS(NetworkQueuing System)でパッチ

処理をおこなう。

4.1 キュー種別

NQSキュー名は MSPのジョプクラスに相当するもので、実行するプログラムの特徴や用途

によりキューを選択して実行する。

NQSキュー名 cpu時間の制限値 実行メモリ制限値 多重度 優先度 用途

A 1時間 128MB 10 60 特急ジョプ

B 12時間 128MB 3 50 急行ジョブ

C 72時間 512MB 3 40 大規模ジョプ

D 72時間 1GB 1 30 大規模ジョブ

E 12時間 128GB 2 20 アプリケーション用

F 72時間 1GB 1 10 アプリケーション用
"----

4.2 実行プログラムの作成

Fortran原始プログラム等をコンパイルし、実行プログラムを作成しておく。

frt test01.f -0 test01.out 

4.3 実行用のシェルスクリプトの作成

NQSにジョプを依頼するためのシェルスクリプトを次のように記述する。必要であれば、

setenvコマンドで使用するデータファイル等の割当を記述する。

4.4 実行プログラムの起動

シェルスクリプト example.cshの作成例

#! jhinjcsh 
setenv fu10 testdata←実行時のデータファイル等の割当

testO1. out←実行プログラムを起動する。

fu10 装置参照番号の 10番に割り当てる時(必要であれば指定する)

testdata 割り当てるデータファイル名*5

4.5 パッチジョブの依頼

qsubコマンドにて NQSにパッチジョプの実行を依頼する。

qsub [-q NQSキュー名] シェルスクリプトファイル名

※使用例

qsub -q A exs祖 ple.csh

NQSキュー名叫 シェルスクリプト名

NQSキュー名 MSPのジョプクラスに相当するもので

NQSの設定時に任意につけられた名前
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4.6 処理結果の出力

NQSへ依頼したジョブが終了すると、 qsubコマンド実行時のカレントディレクトリに次の

ファイルが作成される。

シェルスクリプト名.e## →エラーメーッセージが格納されたファイル

シェルスクリプト名. 0## →処理結果が格納されたファイル

※"##"は qsubコマンド投入時に表示されるリクエスト番号です。

1pマンド等にて、処理結果、又はエラーの内容をプリンタに出力する。

5 アプリケーションとツール

研究用 UNIXシステムでは相当数のアプリケーションやツールが使えるが、すべてを紹介で

きない。ここではその中の一部を紹介する。

5.1 SASの実行例

対話型ラインモードによる実行

%s出・nodms

1? data oranges; 

2? input variety $ flavor texture looks; 

3? total=flavor+texture+looks; 

4? cards; 

5> navel9 8 6 

6> temple 7 7 7 

7> valencia 8 9 9 

8> mandarin 578 

9> ; 

10? proc sort data=oranges; 

11? by descending total; 

12? run; 

13? proc print data=oranges; 

14? title 'Taste Test Results for Oranges'; 

15? run; 

Taste Test Results for Oranges 

OBS VARIETY FLAVOR TEXTURE 

1 valencia 8 9 

2 navel 9 8 

3 temple 7 7 

4 mandarin 5 7 

16? ends舗;

LOOKS 

9 

6 

7 

8 
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5.2 AVSによる図形表示例

5.3 GRAPHMANによる図形表示例
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BMDPの実行例

variables = 3. 
format is fr田.

1/ variable na配 sare prof. time. score. 

圃轟轟話量

/ input 
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実行結果

5.5 プログラム言語用ビジュアルアナライザ

ピジ、ユアルアナライ-IfWorkbenchでは Fortranまたは C言語で記述されたソースプログラム

を入力とし、プログラムの内部構造やデータの使用状況を視覚的に表示、印刷するツールであ

る。下記を利用する場合は workbenchと入力すれば利用できる。
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図 8 プログラムのロジックフロー
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continue 

ww=ww+p (j + (1-1)・n，ip(ii)) *ba合 cb

xx=dfloat (ix・1)120. OdO 

do 1103 iy=1.21 

yy=dfloat (iy・1)/20.OdO
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continue 
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continue 
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1 はじめに

本年 1月6日よりセンターの新計算機システムが稼働を開始し，教育用の計算機環境も新

しいものになりました.前システムと新システムの最も大きな違いは，研究利用と教育利用

の両方を AP3000という一つのシステムで実現していることではないでしょうか.AP3000 

というシステムは，ノードと呼ばれる複数のワークステーションの集まりからなる分散メ

モリ型の並列計算機です.ただし，並列計算機とはいっても，実際に教育利用などでユー

ザから見える部分は単一のノードすなわち普通のワークステーションですので，特に意識

して並列処理をさせたりしない限りは，これまで通りの普通のワークステーションの集ま

りとして利用することができます.

教育用の計算機システムは，この AP3000システムを中心として， X端末とパーソナル

コンピュータ(以下パソコン)とで構成されています.

UNIX環境については， OSが前システ空の Solarisl.l(SunOS4.1.3)から Solaris2.5.1に

変わりました.移行にあたっては，できるだけ前システムと同じように使用できるよう考

慮したつもりですが，全く同じというわけにはいきませんでした.これは， OSが変わった

のが大きな要因ですが，それ以外にアプリケーションのパージョンアップ等による違いも

あることから，ある程度「前のシステムとは違う jということを意識していただく必要が

あります.

パソコン環境は ost1が Windows95となり，ユーザインタフェースが前システム (MS-

DOS)とは全く違っています.Windows95とは?ということについてここで説明する必要

はないと思いますが，やはり GUI↑2の影響力は大きいものがあるため，少なくとも学生の

計算機に対する興味を引くという意味においては非常に有効であると思っていますf3ま

た，パソコン上で動作するアプリケーションソフトも多数用意しましたので，ぜひ活用し

ていただきたいと思います.

本稿では，これら新システムによる教育利用環境について機器構成，提供している機能，

アプリケーションの紹介とその使い方について簡単に説明します.なお，パソコンの操作

等に関する詳しい説明は本号の別稿を参照して下さい.

tl Microsoftはそう呼んでいます…

T Graphical User Interface 
↑3少なくとも私が講義をした印象ではそうでした.
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2 構成と配置

教育用に利用可能な計算機システムの構成を表 2.1に，これらの機器の配置を表 2.2に

それぞれ示します.パソコンには， 230MByte対応の MO装置の付いたもの(パソコン:A)

と付いていないもの(パソコン:B)の二種類あることに注意して下さい.

パソコンには，セルフメンテナンス， CAI-ACEt4といった教育を支援するためのシステ

ムも導入されています.これらについては後で詳しく解説します.

表 2.1 教育用計算機システムの構成

教育用サーバ 富士通:AP-3000シスァム

ノfソコン:A 富士通:FMV-5133DE4 

-主記憶容量 32MByte 

-磁気Tイスク容量 1.2GByte 

-周辺機器 3.5'FDD， CD-ROM， MO(230MB) 

マルチメディアキット

ノfソコン:B 富士通:FMV-5133D5 

-主記憶容量 32MByte 

-磁気ディスク容量 1.2GByte 

-周辺機器 3.5'FDD， CD-ROM 

. マルチメディアキット

X端末 高岳製作所:X-Mint CSU 

レーザープリンタ 富士ゼロックス LaserPress4150PS 

インクジェットカラープリンタ セイコーエプソン:MJ-810C 

イメージスキャナ セイコーエプソン:GT-8500WIN 

表 2.2 機器の配置

設置場所 ノtソコン A ノtソコン B X端末 レーザ カフー スキャナ

フ。リンタ プリンタ

第1端末室 63 4 

第2端末室 10 2 2 2 

入出力機器室 8 2 7 7 

第3端末室 20 2 

教養部207香教室 51 2 

教養部208番教室 31 1 

新端末室t5 81 4 8 8 

ね内田洋行製
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3 利用可能なソフトウェア

教育用環境では，以下のソフトウェアが利用可能です.これ以外でも利用可能なソフト

ウェア(フリーソフトウェア等)がありますが，ここではよく利用されるものだけを挙げて

あります.

パソコン環境で挙げた統合アプリケーション Microsoft0田ce95には， Word(ワープロ)， 

Excel(表計算)， PowerPoint(プレゼンテーション)といったアプリケーションが含まれてい

ます.また一覧には書いていませんが，パソコンには従来通り telnet，ftp(ファイル転送)

といったソフトも入っています.

1. UNIX環境

OS: 

ウインドウシステム:

エディタ:

漢字入力:

シェル:

日本語Solaris2.5

X-Window 

vi， mule， tiny 
egg， kinput2 ; Wnn6， Canna 
sh， csh， tcsh 

オンラインマニュアル: man 

和英/英和辞書:

タイピング練習:

メール:

電子ニュース:

チャット

WWWブラウザ:

文書処理:

ネットワークこととい

trr， xtypo 
mailx， RMAIL， MH， mh-e， mew 

gn， gnus 
irchat 

Netscape， lynx， w3 
A8CII日本語 τEX/I叫ヌ，日本語groff

簡易言語 sed，gawk， perl 
スプレッドシート oleo

プログラミング Fortran90，gcc， libg++， gdb， p2c， f2c 

図形処理，画像処理 ghostscript，gnuplot， tgif， xpaint， xv 

汎用数値解析/データ解析 BMDP，GNU calc 

2.パソコン環境

08: 

統合アプリケーション:

電子メール:

WWWブラウザ:

X端末ソフトウェア:

タイピング練習:

和英/英和辞書:

プログラミング:

Microsoft Windows95 

Microsoft 0伍ce95

WinYAT (SMTP/POP3対応)

Netscape Navigator 

PC-Xware 

TYPEQuick 

学研総合電子辞書

Microsoft Visual C++， Microsoft Visual BASIC 
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4 利用環境について

センターの設置する計算機を使用した実習の形態としては次の 3つが考えられます.

l.X端末を利用した UNIX(X-Window)環境での実習

2.パソコンを利用した Windows95環境での実習

3.パソコン上の telnet，X端末ソフトウェアを利用した UNIX環境の実習

それぞれ，講義の内容によって使い分けていただければよいと思います.パソコンでも

X端末のソフトを使うことによって(純粋な)X端末と同じように UNIX環境を利用できる

のであれば， UNIXのみで講義をする場合でもパソコンを使っていれば間違いないか，と

いうと実はそうとも言い切れません.パソコン上でX端末ソフトウェアを起動した場合と

比べて(純粋な)X端末hを使うことにどのような利点があるかを挙げてみました.

・安定している: やはりまだパソコン上の X端末ソフトウェアは完壁なものではないよ

うで，時々異常終了することがあります.それに比べて(純粋な)X端末は落ちません.

・よけいなトラブルがない: パソコン上の X端末ソフトウェアを使っていると，漢字変

換の問題(パソコン側の変換機能を使ってしまったり)や， Windows95自体の不具合に

よるトラブルなど，本来の UNIXでの実習と関係のない部分でトラプルが発生する可

能性があります.

・動作が速い純粋な)X端末の方が動作が速く，快適です.

・起動が速い: 電源スイッチを押して 15秒で利用可能です.

実際には， (純粋な)X端末でないと使えない機能というものは無く，パソコン上のX端

末ソフトウェアでも(純粋な)X端末と同じことができるわけですが， (少なくとも現時点で

は)UNIXのX-Window環境の実習においては(純粋な)X端末の利用をお勧めしておきます.

電子メール，ニュース， WWWの利用については， UNIX環境とパソコン環境のどちら

からでも利用可能です.新しいシステムでは， UNIXのコマンドを何一つ知らなくても電子

メール，ニュースのやりとりができてしまうわけですが，メールをやりとりするためには，

これまで通り UNIX上にアカウント(ユーザID)が必要ですので，ユーザIDとパスワード

の管理についての指導はこれまで通りお願いします.

さて，前置きはこれくらいにして，以降の節では実際に教育用として利用できる UNIX
とパソコンの環境について説明します.

↑6ここではそう呼ぶことにします.X-Mint CSUのことです.
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4.1 UNIX環境

教育用の UNIX環境は. AP3000の複数のノードによって構成されています.ユーザの

ファイルが置かれるホームディレクトリや，新着メールの届くメールボックスなどは，教

育用の全てのノードで共有していますので，ユーザは，どの端末(X端末，パソコン)から

AP3000のどのノードに接続しでも全く同ーの環境で使用することができます.教育用 X

端末の login画面を図 4.1に示します. 

. 、叫則。kivuI(!. (:Olllpt山 rι:f'lltC!r( ~dlll'uLkm) 

h神 u

催、-・"'"

図 4.1 教育用 X端末のlogin画面

X端末が起動しているとき，その X端末がAP3000のうち，研究用，教育用，学生用の

どの利用環境のサーバに接続されているかは，この login画面を見ればわかるようになっ

ています画面の真ん中に，

Nagωaki Univ. Computer Center (Educat，ion) 

という行がついていますが，この下線部分が

・"Ed ucation"となっていれば教育用サーバ

• "Research"とな っていれば研究用サーパ

・"Student"となっていれば学生用サーバ

に，それぞれ接続されていることを示しています.もしも講義時間外などで，教育用以外

のサーバに接続された X端末から教育用のアカウントで利用したい場合には，ログイン画

面で，

ログイン名 remoteedu 

ノTスワード : なし

とやってから利用して下さい.また，教育用サーバにリモートログインする場合には，

telnet ed凶 ost.cc.nagasaki-u.ac.jp

として下さい.教育用サーバのホスト名は.eduhost.cc.nagasaki-u.ac.jpです.
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4.1.1 前システムとの遣いについて

システム移行に際して，できるだけ前システムからの変更が少なくなるように考慮しま

したが，時代の流れもあり，全く同じ環境にはなっていません.細かな点で，前システム

と違っている部分がいくつかあるのですが，そのうちでも特に注意していただきたいもの

を以下に何点か挙げて説明します.

• mailコマンドが変わっています.

これまで， mailというコマンドを打つと mailxコマンドが動作するように alias(別名)

定義をしてありましたが，これらは違うものである，ということを明確にするという

意味もあり，センターの標準環境設定では別名定義をやめました.前システムで mail

コマンドを使用されていた方は mailxというコマンドを使用するようにしてください.

・nemacsから muleに変わりました.

これまで emacsというコマンドを入力オると， emacsの日本語対応版である NEmacs

が起動していました.新システムでは， NEmacsに代わって， emacsの国際対応版であ

るMuleを導入しました.emacsと入力しても muleとしても Muleが起動します.使

用方法はこれまでと全く同じです.ただし，設定ファイルである .emacsについては，

NEmacs用と Mule用で若干異なってし〉る部分がありますので，前システムの時にご

自分で .emacsの設定をされている方がおられましたら，変更をお願いします..emacs 

を全く変更されていない方は気にしなくて結構です.

• path(コマンド実行パス)に.(カレントディ.レク卜リ)が入っていません.

これは，危険防止のためにそのようにしています.カレントディレクトリに置いてあ

るファイルを予期せず実行してしまうことを防ぐための処置です.プログラムをコン

パイルしたりして，カレントディレクトリにある実行ファイルを実行する場合には，

./filen祖 e

というように，カレントディレクトリのファイルであることを明示的に書いて実行し

て下さい.

4.1.2 利用者登録について

センターの設置する計算機を利用した教育を実施する場合は，その講義用のアカウント

(ログイン名)とパスワードが担当教官と学生の人数分発行されます.講義用に発行される

ログイン名には，次のような規則があります.

-担当教官用ログイン名=e???OOO 

・受講学生用ログイン名=e???OlO~通し番号

ここで，???はその講義を識別するための数字とアルフアベットの組合わせです.例えば，

1996年度後期の全学教育「情報処理演習J火曜日 4限目の講義には， e6m4000~e6m4060 

というアカウントが発行されました.

教育利用では，計算機利用料金は無料となっていますが，教育用のアカウントに対して

も常に課金情報は収集しており，一定の利用上限値を超えた場合には，そのアカウントを

停止するようになっています.現在は，その上限値は 5000円に設定されています.
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4.1.3 ファイルのアクセス権について

学生のファイルは他人から読めず，担当教官からは読めるように設定されています.ま

た，担当教官のファイルは.学生から見えるように設定されていますので，学生に見られ

ては困るファイルなどがあれば，必ず chmodコマンドを使用してアクセス権を変更するよ

うにして下さい.

4.1.4 学生用スタートアップファイル (.studentrc)について

教育用の e???xxxというログイン名を持つ学生は，ログインすると最初に.e???OOO (担

当教官)のホームディレクトリに置いてある .stu車並区というファイルを自動的に呼び出

して実行するような仕組みを入れてあります.

例えば，毎回講義を始める前に学生に読んで欲しい文章があった場合には..studentrcの

中に，その文章を表示するようなコマンドを書いておけば，学生がログインするたびにそ

の文章を学生のログインした画面に表示させることができます.

また，ログインするたびに担当教官宛にヌールを出すようなコマンドを .studentrcに書

いておけば，自動的に出席を取ることも可能だと恩われます.ぜひ，活用してください

4.1.5 プロジェクタについて(教養部207教室. 208教室)

X端末を設置しである教養部 207教室.208教室には，それぞれ講師用の X端末の画面

をスクリーンに映し出せるようにプロジェクタが設置されています.計算機を使用した実

習などでは，ホワイトボードで説明するよりも，実際に動作させているところを見せるこ

とによって理解度がかなり違ってくると思われます.ぜひ活用して下さい.

4.2 パソコン環境

教育用のパソコンを起動した状態を図 4.2に示します.パソコン環境は，教育利用を基

本に考えてデスクトップのデザインを決定しましたので，教育利用のほとんどはデスクトッ

プ上のアイコンの操作だけですむと思います.

図 4.2 Windows95デスクトップ
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パソコン環境は，次のような考え方で運用されています.

1.ファイル共有，プリンタ共有を行う.

2.パソコンレベルでのユーザ認証は行わない.

3.講義の際に，全てのパソコンを常に同じ環境，設定として提供する.

上記要件を実現するために パソコン環境は Windows95のパソコンと管理用の Windows

NTサーバ(以下NTサーバ)によって構成されています.NTサーバは，ファイル共有，プ

リンタ共有等を行うためのサーバとして動作しており，その操作，設定等は，センターの

管理者のみが行います.通常の使用では一般のユーザが NTサーバを意識する必要はあり

ません.

Windows95のパソコンと NTサーバの組で，ドメインという一つの管理単位を構成して

います.この「ドメインjという言葉は，一般的にネットワークの世界で使われているド

メインと意味が違いますので ここでは W品dowsの管理単位である「ドメインjをNTド

メインと呼ぶことにします.新システムでは，全部で 5つの NTドメインがあり，それぞ

れの NTドメインに一台ずつ NTサーバが設置されています.

NTドメイン NTドメインに属するパソコンの設置場所

第一端末室NTドメイン = 第一端末室，第二端末室，入出力室

新端末室 NTドメイン = 新端末室

図書館文教NTドメイン = 付属図書館本館

図書館坂本NTドメイン = 付属函書館坂本分館

図書館片淵 NTドメイン = 付属図書館片淵分館

ファイル共有，プリンタ共有等に関しては，この NTドメインを単位として行われます.

つまり，第一端末室，第二端末室，入出力室の間では，プリンタを共有して使用すること

ができます.

4.2.1 セルフメンテナンスシステムについて

センターの設置するパソコンには，セルフメンテナンスというシステムが導入されてい

ます.これは簡単に言うと，

「電源を入れた時にハードディスクの中身をセンターの標準状態に戻すJ
という仕組みです.もうすこし詳しくいうと，次のような動作を行っています.

1.電源投入時にハードディスクの中身をチェックする.

2.デスクトップ等の変更(アイコンの作成，移動，削除)があれば，元の状態(センター

の設定した標準環境)に戻す.

3.削除されたファイルがあれば元に戻す(原本をコピーしてくる). 

4.新規に作成されたファイルがあれば元に戻す(削除する).

5.標準環境に戻したところで再起動する.

このシステムによって，誰がどのような使い方をしていたとしても，講義の前に電源を入

れ直すことによって，常に同一の環境で講義を行うことができるようになっています.
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このセルフメンテナンスシステムに関連して，注意していただきたい事が二点あります.

一つ日は，ユーザ個人のファイルの管理についてです.ユーザ個人のファイルをパソコ

ンのハードディスク (Cドライブ)上に置いておくと，電源を切って再起動した時点でその

ファイルは消えてしまいます.そこで， Dドライブをセルフメンテナンスシステムによっ

てファイルが消去されないスペースとして設定してあります.ただし，この Dドライブに

残ったデータは，誰かが消さない限りず、っと残ったままになりますので，あくまで，一時

的な作業データの置き場所として利用して，自分で適宜消去するようにして下さい.Dド

ライブの容量は約 10MByteしかありません.また，必要なデータは必ずフロッピーかMO
に入れて持ち帰るようにして下さい.

二つ目は，セルフメンテナンスシステムの起動しない時間についてです.講義の途中で

Windows95の不具合等によって再起動を余儀なくされた場合や，その講義中だけ何かのソ

フトを追加して使いたい場合など，講義途中では，再起動によって標準環境に戻って欲し

くない場合が多いことから，講義開始後15-分後から講義終了の時間までは，セルフメンテ

ナンスシステムが動作しないように設定されています.そのため，受講生全員の環境を同

一(標準環境)にしてから講義を始めたい場合には，講義開始後 15分以内にパソコンの電

源を入れるように指導をして下さい.

まとめると次のようになります.

・電源を切るとユーザデータは消える.

・ただし， Dドライブl立消えない.

・個人のデータはフロッピーかMOに保存する.

・講義開始時刻から 15分以内にパソコンの電源を入れる.

なお，パソコン起動時にセルフメンテナンスシステムがはたらくことから，パソコンは

起動に約2分かかります.御了承下さい.

4.2.2 共有ディレク卜りについて

パソコン環境では，先ほど説明した NTドメイン内でファイルを共有できるよう， NT 

サーバ内のあるディレクトリを共有ディレクトリとして設定しています.この共有ディレク

トリは，パソコンからはXドライブとして見えています.この Xドライブの実体は NT

サーバ上にあるためセルフメンテナンスの対象外であり，パソコンの電源を切ってもディ

レクトリの中のファイルは消去されません.また，このディレクトリは NTドメイン内の

全てのパソコンからアクセスすることができますので，レポートの提出や，大きなファイ

ルの交換等，様々に活用できると思われます.

ただし，ここに書き込まれたファイルは，他人のものであっても中身を見ることはもち

ろん，変更，消去等何でもできますので注意してください.パソコンの前を離れる時はこ

れら XドライブやDドライブにあるファイルは消去する，という習慣をつけるようにお願

いします.
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4.2.3 CAI-ACEについて(第一端末室，新端末室)

第一端末室，新端末室には，教育支援装置 CAI-ACEが設置されています.これは，以

前のシステムにもあったものですが，ユーザインタフェースが変更になり，より使いやす

くなりました.

この CAI-ACEには，次のような機能があります.

・講師用端末の画面を受講者の端末に表示(配信)する.

・受講者端末の一つをモデルとして，全員に表示する.

・受講者の端末の画面を呼び出して講師用の画面に表示させる(モニタ). 

・受講者の端末の画面を呼び出して講師用の画面に表示させる作業を自動的に全受講者

に対して行う(自動巡回).

・その他

第一端末室，新端末室には，講師用のパブコンが2台，ディスプレイは 3台設置されてい

ます.その内の一台のパソコンは受講生と同じ環境のもので，もう一台のパソコンがCAI-

ACEの操作用，そして，ディスプレイだけのものは， CAI-ACEを通して画面を受講生に

送ったり，受講生から受けたりするためのものです.

それでは，この CAI-ACEの使い方につ以て簡単に紹介します.

CAI-ACEの操作画面を図 4.3に示します.真ん中より左側に数字が付いて並んでいる四

角の一つ一つが各パソコンを表しています.真ん中より右側には，実際に操作するための

機能キーが並んでいます.

匂 I.H j..ご_.. 祖'一

図 4.3 CAI-ACE操作画面
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真ん中より左側の各パソコンを表しているボタンの中が黒く塗りつぶされているものは，

そのパソコンに電源が入っていることを示しています.図 4.4の丸で囲んだ部分が電源の

入っているパソコンを表しています.

ぷで"，詰F・";，7:守
e・.(-) ;.:ユ勺 h

図 4.4 電源の入っているパソコン

講師用パソコンの画面を受講生のパソコンに映したい場合(図 4.5参照).

1右上の画面介入ボタンを押す.

2.真ん中下の送信ボタンを押す.

3.誰に送信したいかを選択.

例えば， 12番の人だけに送信したい場合は.r画面介入→送信→ 12Jという順番でボタンを

押していけばよい.全員に送信したい場合は，r画面介入→送信→全員Jという操作になる.

図 4.5 講師用画面の送信手順
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受講生の画面をモニタしたい場合.

1.真ん中下のモニタボタンを押す.

2.誰の函面をモニタしたいかを選択.

例えば，図 4.6では. 14番の人をモニタする例を示している.受講生の画面を自動巡回で

モニタしたい場合は.rモニタ→自動巡回」の順でボタンを押せばよい.

二ニ玄互主主豆宝
11' '~:J ι= 、，ー

図 4.6 受講生の画面のモニタ手順

5 おわりに

本年の 1月6日からセンターの新計算機システムが稼働を開始し，教育用の計算機環境

も新しくなったわけですが，新システムの設定，運用検討，前システムからの移行といっ

た作業に追われ，新しいシステムでの教育用環境について十分な・アナウンスもできないま

ま走り出してしまった，というのが現状です.この原稿を書きながら，始めて紹介する事

項の多さにただただ反省しております.今後は徐々にドキュメント類もそろえていき，積

極的にセンターの利用環境について紹介していきたいと思っています.よろしくお願いし

ます.

ところで...

最近.rインターネットやりたいんですJ. rインターネットを教えて下さい」という学生

さんがすご~く多いんですが，ぜひ計算機を利用した教育をされるときに，正しい日本語

(?)の使い方を教えてあげてください.よろしくお願いします.
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パーソナルコンビュータシステムの紹介

総合開腕狸センター

森 内 義 己

E-fI町 1:roori吋 lie制 2.r珂 a泊 ki-u.ac.jp

今回、新システムで導入されたパーソナルコンピュータは、富士通 FMV・5133Dモデルを 195台

(うち、センター内 90台、新端末室81台、附属図書館24台)設置した。

また、これらのパーソナルコンピュータ(以下、パソコンと略す)は、 FMサーバ (WmdowsNI'

サーノ{3.51)の導入により、サーバ/クライアントの様々な機能を利用者に提供できるシステムを構

成している。

ここでは、 FMVの機器構成や利用方法などを簡単に説明する。

1.システム概要

1.1ハードウェア

FMV5133Dモデル Pentium : 133MHz 

メモリ : 3泊四

08 : Wmdows95 

内蔵HD : 1.2GB 

4倍速CD-ROM

カラーディスプレイ 15インチ

プリンタ装置 LaserPre回41回P8(FUJI-Xerox)
的-70リンタMJ-8H氾但PSON)

約一イメデA:ttナ装置 GT・85∞IWm但PSON)

1.2アプリケーションソフトウェア

① MS-Wmdows95 

② MS-OFFICE95 (Woro， Ex田'LScheduler， Power-Point) 

③ MS羽 sualC++

④ MS羽 sualBasic

⑤ PC・Xware(X・Wmdowクライアントソ7ト)

⑥TYPEQUICK 

⑦ WmYAT (電子メール/ニュースソフト)

③ Ne臨 apeNaviga伽

@朝耐充合電子辞書

1.3設置場所一覧

設置場所 ハ。ソコンσ'MV) レサ事70，)ンタ 的-7"リンタ - イメーγス村ナ

センター内

第 1端末室 62 4 

第2端末室 10 2 2 2 

入出力室 8 2 7 7 

その{也 9 2 

ワ
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設置場所 ".刀ンσ'MV) レサ.7.リンタ カヲー7"リン9 イメーシ.A特ナ

センター外

新端末室 81 4 7 7 

図書館本館 14 2 1 1 

図書館医分 6 1 7 7 

図書官訴N 4 1 1 1 

1.4セルフメンテナンスシステムについて

新システムで導入したパソコンには、セルフメンテナンスシステムという機構カ粗み込まれてい

る。これは、ファイルの削除、追加、変更を行ったとしても、電雷原を切って再度走勤すれば，核瑚

状態に戻るという仕組みで、センタの設置したパソコンを使って何かユーサeデータを作成した場合

には、電源切断によって消去されるので、保存杭必要なデータを作成する場合には、必ずフロッピ

ーディスクやMO等を用意して、そこにデータを保存するようにしてほしい。

なお、セルフメンテナンス機構の働かない(電源を切断しでもデータが残っている) ドライブと

して、 D、と Xドライプを用意しているので、データの一時線管等には、このドライブを利用して

ほしし、

ただし、 D、Xドライプに置いてあるデータは、断り無くセンタ領IJで消去することがある。

2.利用方法詳細

2.1 パソコンの定勤と終了

パソコン仔'MV)本体の右下の電源スイッチ (0)を押すと、次のような画面(ディスクトッフつ

が表示される。(なお、実際の画面はカラー表示である。)

終了する場合は、画面左下の「スタートj→ rWmdowsの終了J→「コンピュータの電源を切れ

る状態にするjの願で選択し、「はい」ボタンをクリックするとパソコンの電源が切オL 終了する。
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2.2アプリケーションの起動方法

各アプリケーションは、ディスクットプ上のアイコンをダブルクリックするか、スタートボタンを

クリックして、プログラムを選択することで定勤する。
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①X・Wmd仰の利用

ディスクトップ上のアイコンかスタートメニューでX-Wmdowをクリックすると、選択肢「研

究用サ-r'J、「教育用サーバ」、「学往用サーバJカヲ諒されるので、該当する項目を選択する

と、次の画面古事涼される。

NugαaαkJU同 v.CompJlter Ccnt(.r ( Edll('UtlOll ) 

1OoIn. 

P圃・W町 d，

この状態で、ログイン名とパスワードを入力することにより、計算機システムを利用すること

ができる。
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rlJを選択すると、システム利用可能なターミナルか涜朝される。

rkJを選択すると、日将苦入力可能なモードとなり、ターミナル画面で、 Shiftキーとスペ

ースキーを同時に押すと、日本語入力モードに切り替わる。

②Telnet ( Teratenn )の利用

ディスクトップ上の「教育用サーバ百:lnetJをクリックし、利用する計算機システムのホスト

名を選択する。

-研突3利用田で手IJ用できる計算機 =aphost.∞nag.ぉ必ci-u.ac.jp

-教育利用田で利用できる計算機 =ed吐lost.αエnagぉ必ci-札 ac.jp

-学生利用田で利用できる計算機=出血hc由t.s臨 na伊 saki-u.ac.jp

:Jiera Termト114+;_"."'，.# 1.._悶1

G TCP/IP 尚武:I叩host.cc.nag酬 -u.ac.jJ 割

~Telnet TCP Qor拶:

Port: 圏| -1 
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LPJMY)smteav…4. 0…飢
也。毘in:fαx渇
I'aSsword: I 

ログイン名は次の3種類

-研究利用 ID:町別~節制，j[ntk)側 -j[ntk)拘9

・教育利用田eOaα削 -e9z99佃

・学生利用 ID:5α以)()()a-59999四z，d<α以)()()a-d叩9鋭治Z， eaα)()-ea999 

①電子メール/ニュースリーダ (WmlY.AT)の利用

ディスクトップ上の rWmYAT32Jをクリックし、各種綻(ユーザ回、パスワード、

メール/ニュースサーノてなど)を行い、メールの送受信やニュースの読書きを行う。

新システムにおける pop代at)サーバのホスト名は，次の2種類

・研気予利用回及ひ敬育用田のユーザ =mbo泣lost.∞.n勾部aki-u.ac.jp

・学生利用回のユーザ =mbo油ost.5回.n得総aki-u.ac.jp
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入力された、ユーサ白及びパスワードが正しければ、次の rWi凶宮町メインウンドウJ
やメール/ニュースのフォルダリストが表示される。

@ネッ トスケープ (Ne回 ape)の利用

ディスクトップ上の rNe国 apeNavigaωrJのアイコンをクリックする。

ネットスケープか完謝されると、次の括部振の同奇大学のホームページされるので、日持苦表

示に切り替える時は、 rJapane田 versionis HERE.Jの慨庁をクリ ックする。
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-検索サーバ(htゆ:l1www.yah∞∞.jp) 
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⑤ファイル転差(匂)の利用

パソコン上のファイルをホストへ転送したり、またその逆を行うものである。

MS-I泊Sプロンプト上で、コマンド匂と入力し、転送する先のホスト名を入力します0

.匿名句ホスト名:ftp.∞.na伊 鎗ki-比 aC.Jp

ログイン名 :anonymo困、パスワード:メールアドレス

: aphost.cc.na伊銅ki-札 ac.JP問

問

問

:ed吐四tαェnagωaki-札 ac.jp

: unixhωts臨 m伊鎗ki-u.ac.jp

-パソコン→ホスト転謎i

put a:xxxx.xxx yyyy 

と入力すると、パソコンのA ドライプのフロッピィディスクから、 XXXX.XXXというファイ

ルをホストに対して転話する。ホスト上では、 yyyyという名前のファイルになる。

-ホスト→パソコン車お差

get yyyy a:xxxx.xxx 

と入力すると、ホスト上のyyyyというファイルがパソコンのA ドライプのフロッピイデ

ィスクへ転差さ札xxxx.ロxという名前のファイルになる。

※複数のファイルを同時に転送するには、 mput、mgetというコマンドを利用する。

-終了する場合は、匂〉プロンプトところで、 byeと入力する。
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3.その他

・レーザプリンタ(LaserPr凶s41回目)やカラープリンタ (EPSONMJ-81O)へのE闇リ

それぞれのアプリケーションの印刷モードで宣伝巨を行い出力する。

-薗面のハードコピィをE問リする場合は、

C凶キーとPrintScreenキーを同時に押す:画面全体

AltキーとPrintScreenキーを同時に押す:任意のウインドウ (アクテイプウインドウ)

の操作をして、「プログラムj→「アクセサリ」→「ペイントjを起動して、編集項目の貼付け

を行ってから、正問リする。
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長崎大学キャンパス情報ネットワーク (NUNet)の歩み

1 はじめに

総合情報処理センター

鶴正人

tsuruGnet.nagasaki-u.ac.jp 

長崎大学キャンパス情報ネットワークは、各学部等の建物内部に張りめぐらされたネット

ワーク(部局 LAN)と、それらを相Eに接続するための全学共有部分のネットワーク(基幹

LAN)との総称で、 NUNet(Nagasaki University campus information Network) 

という名称、を持ち、大学全体の情報伝達基盤↑1として、 94年6月から正式運用が開始され

ました。その後、学部の経費での部局LANの拡張や、また 95年度補正予算による整備 ([1])

によって、部局 LAN/基幹LANともさらに増強されてきました。

現在では、 wwwや電子メールの普及により、 NUNetに接続している計算機は 3，000台

以上と推定され、また、電子メール利用のための“NUNet共同システム"(5.3節)に登録

されている職員は 1，000名を越えています。

そこで、本稿では、

1.設備としての NUNetの歩み

2. NUNet上のサービス機能

3. NUNetの運用管理体制

4. NUNetと総合情報処理センター

5. NUNetの今後の課題

について簡単に説明してみたいと思います。

最近になって IネットワークJを使うようになったので今までの経緯を知りたい方、総

合情報処理センター(以下、「センターJと書きます)と NUNetの関係や、新しく引かれ

たATM(と皆が呼んでいる)ネットワークと今までの NUNetとの関係などで混乱されてい

る方、新しく赴任されて NUNetの存在を知らない方、等の参考になれば幸いです。

2 設備としてのNUNetの歩み

2.1 第 1期 (1989・91年)

(個別の LANとその相互接続)↑2

センターでは、 89年の計算機システムの機種更新の時から、建屋内にlOb錨 e5同軸ケー

ブル(いわゆるイエローケープル)を引き、端末室や研究室のパソコンと、ホスト計算機の

わ当然インターネットともつながっています。また、自宅等から電話回線でアクセスできます。

t筆者が長崎大に赴任したのは 90年末ですから、半分は伝聞です。
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聞をイーサネット方式で接続していました。また、そのころから、工学部 (89年 [2]，[3])、歯

学部病院 (89年[4])、医学部 (90年 [5])等でも同様に、建屋内にイエローケープルを引き回

して学科や学部規模の計算機ネットワークを構築する事例が現れ、建屋内部での、端末と

ホスト聞の接続や、プリンタ/ファイルの共有等が始まりましたわ。

(基幹LANの前身)

センタ}や工学部に部局 LANができると、建屋内部での通信だけでなく、

・部局 LANからセンターのホスト計算機を利用したい

・センターからインターネットにつながった(次項参照)ので、部局LANからもインター

ネット(当時は、電子メールとファイル転送が主)を利用したい

という要望が強くなり、センター、工学部 (1号館及び2号館)、歯学部病院、医学部基礎棟

の部局LANは、順次、 IP通信hによって相互接続されていきました。これらは基幹LAN

の前身ということもできますが、まだセンターの計算機をリモートから利用する形態がそ

の大半でした。

当時、一般的には、学部のパソコン等からセンターの計算機を利用するには、構内内線

網に“モデム"や“デジタルホン"といつものを介してパソコンをつなぐ方法が主流でした。

が、その利用のために、以前よりセンターの経費でキャンパス間に専用回線を借りていま

した。この回線が、坂本地区の部局 LANを接続することに役立ちました。

一方、 88年の東北大学と京都大学を皮切りに.，."FDDI方式の学内 LAN整備"が旧帝大

から順に開始され、長崎大学でも、 88年、センターの運営委員会の下に“統合情報通信シ

ステム設置検討専門委員会"が設置され、構想の検討や概算要求が始まりましたh。

(インターネット接続)

91年に文部省学術情報センタ-t5が運用する“学術情報ネットワーク(私設X.25パケッ

ト網)"のノードがセンター内に設置されましたが、それと同時に、学術情報ネットワーク

上の IP通信実験用仮想網という位置付けの JAINt6に参加させていただき、九州大学と

IP接続し、 nagasaki-u.ac.jpというドメインとして初めて“インターネット"に接続しま

した。通信速度は、 9，600bpst7でした。

2.2 第2期 (1992・95年)

(部局 LAN)

t筆者が長崎大に赴任したのは 90年末ですから、半分は伝聞です0

f3 Internet Protocol =インターネットで使われている通信手順

↑490年には、“長崎大学キャンパスネットワーク"という名称で、 .FDDI方式の学内 LANの基本構想、が提

言されています。

↑5 http://四百.nacsis.ac.jp/nacsis.index.html
t6 Japan Academic Inter-university Network 
↑7 bps =ピット毎秒
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前節の学内LAN整備予算がつくペースは非常に遅く(年2校)、一方、研究活動における

ネットワーク利用の重要性は広く認識されてきたため、このままでは長崎大学は取り残さ

れるのではないか、という懸念が広がりました。

そこで、センター運営委員会や前述の専門委員会から、計算機ネットワークの必要性を

全学に呼びかけ、 92~93 年の 2 年計画で、センターを含む全学部で経費を出しあって、各

学部の主要な建屋内の廊下の壁や天井裏にイエローケーブルを張りめぐらせ、イーサネッ

ト方式の計算機ネットワークを構築する工事が行なわれました [6Jo
そこへ93年末に、全国一斉に“新社会資本整備"補正予算(いわゆる FDDI方式学内LAN

整備)がついたので、それによって計画を拡大し、学内各所のイエローケーブル上に、端末

の接続を容易にするための集線装置(8ポートのリピータ型HUB)が200台以上設置されま

した。

また、主な学部に UNIXワークステーションが設置されました。当初はセンターが管理

し、センターの計算機システムを使うためのリモート端末として使われていましたが、そ

の後のwwwによる情報発信の流行に伴い、学部に運用を移管し、学部のwwwホーム

ページ、サーバ等として活用されています。

一方、いくつかの学部では、利用をさらに促進するために、自前の経費で、 IHUBから

各教官の研究室まで配線を引き込み、接続口としての情報コンセントをつけるJという追

加工事が行なわれました。

(基幹LAN)

前述の学内経費による整備は、当初、基幹LANの部分をきちんと構築するには経費が不

足していたので、当座をしのげる最小構成で出発しました。しかし、ちょうど 93年度補正

予算がついたので、無事、基幹LANの部分も整備され、各学部内の“部局 LAN"(部局が管

理)と、それらを IP通信によって相互に結ぶ共有部分としての“基幹LAN"(センターが管

理)がすべて揃った、“長崎大学キャンパス情報ネットワーク"として完成しました。

公募によって、 NUNet(NagasakiUniversity campus information Network)という名称

が決まり、 94年7月に披露式を行いました ([7])。

3つのキャンパス(文教、坂本、片淵)間は以前から高速デジタル専用回線で結ぼれて

いましたが、キャンパス外にある、教育学部附属の学校(幼稚園、小学校、中学校、養護

学校)や水産学部附属の実験施設等も NUNetの一部として、専用回線や ISDNでIP通信

で接続されるようになりました。

キャンパス聞の接続は、坂本 192bps/片淵 64Kbpsの通信速度で出発しましたが、その

後、 384Kbps/128Kbpsに増速し、さらに 95年には、文部省から回線経費がつき、両方と

も、1.5Mbpsになりました。

(インターネット接続)

“学術情報ネットワーク"との X.25接続は、順次速度ヲマップされ、 93年には 64Kbpsに

なりました。また、この年、丸州地域研究ネットワーク (KARRN)協会↑8 に参加し、 IP

通信的には、九州大学内の KARRNNOCに接続するという形式になりました。

↑8 http://www.karrn.ad.jp 

-149-



一方、“学術情報ネットワーク"においても、実験的に行なわれていた IP通信の通信量

が全国的に激増し、また、インターネットの必要性への認識が高まったことから、従来の

X.25網とは別に、 IP通信専用のネットワークである SINETt9の運用が開始されました。

そして、 93年末には、この SINETの長崎地区ノードが、センター内に設置され、長崎大

学は、今度は、 IP通信的には SINETに参加することになりました。これにより、九州大

学との聞の通信速度は、 192Mbpsになりました。

また、 SINETのノードは、県下の大学、短大、高専等の学術研究教育組織のインターネッ

トへの接続ポイントの役目を果たしています↑100

この頃から、大学や特定分野の企業だけでなく、広く世の中にインターネット接続の普

及が始まり、囲内の接続組織(ドメイン)数が 1，000を越えました↑110

その後、学外通信速度は、 94年に 1Mbpsに、さらに、 95年 10月に 6Mbpsに増速され

ました。実に開始時点の 9，600bpsの六百倍です。

2.3 第3期(1996年一)

(部局 LAN)

95年度補正予算(いわゆる ATM方式学内 LAN整備)において、主要な建屋に、

・建屋内の 1箇所に基幹LANとの接点(部局 LANの出入口)となる ATMノードを置き、

基幹LANと接続する。

・建屋内の 1~数箇所に 25 ポートの高速集線装置(スイッチング型 HUB) を置き、 ATM
ノードとの聞を配線する。

・教室や研究室等の多くの部屋(全学で約 1，000箇所)に接続口(情報コンセント↑12)を

取り付け、最寄りのスイッチング型HUBとの聞を UTPケープルで配線する。

・原則的に、 ATMノードとスイッチング型HUB間は 100Mbpsのイーサネット方式で、

スイッチング型HUBと情報コンセント(の先につながるパソコン等)との聞は 10Mbps
のイーサネット方式で、それぞれ接続する。

というスター状配線のネットワークが構築されました(図 1及び記事[1]参照。)。

情報コンセントまで配線されている UTPケープル(カテゴリ 5非シールド撚対線)は、

100M ~ 155Mbpsの高速通信にも対応できるケーブルであり、また、各フロア等の単位でお

かれた配線盤(パッチパネル)によって切替えることができるので、今後の部局内での拡張

にも柔軟に対応できます。

さて、部局LANの中には、以前からのイエローケープルやそこにつないである HUBか

らなる配線もあり、そちらに継っているパソコンもまだ多数あります。その関係は、

・建屋内に今回新しく引かれた設備(配線)と旧イエローケープル系の設備(配線)が共存

↑9 http://WWW・nacsis.ac.jp/network-j.html

↑10そういう意味では、この九州大学との回線は、長崎大専用ではなく、 SINET長崎地区ノード利用組織で
共有しているものです。

tl1ちなみに現在は、既に 14，000を越えています。

t12“ATM"という文字が書いてありますが、別に“ATM方式で通信するコンセント"という意味ではあり
ません。
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学部の建屋

凡例 SWH :スイッチング型即B(集線装置 M:大型パッチパネル{配線鍍}

hub: リピ一世型HUB(集線装置 P 中型I~ "J チパネル{配線盤)

圃圃圃:光ケーブル ー一一 :UTPケーブル .:情報コンセント

切切:イエロニーケーブル PC:パソコン等の機器

図 1 部局 LANの構成イメージ図

しており、この 2つの系統は建屋内のー箇所で継っている。通信方式的には両方とも

「イーサネット Jである。ただし、 2つの系統が同一サブネットか別サブネットかは学

部による(前者が多い)。

・建屋外との通信は、 ATM方式の出入口 (ATMノード =ATM交換機 +ATMルータ)

と従来の FDDI方式の出入口 (FDDIノード=FDDIルータ)と 2つある。 ATMノー

ドは占有 155Mbps回線×複数本で、 FDDIノードは共有100Mbps回線で、それぞれ建

屋外と接続されている。

・新/旧どちらの配線系統も、建屋外との通信時は、通常は ATMノードを通り、パッ

クアップや特別な宛先に関しては、 FDDIノードを通る。

参考資料として、 97年3月現在の部局 LANの建屋の一覧を、本稿の最後に付します。

(基幹LAN)

95年度補正予算では、“ATMネットワークシステム"が題目であったので、まだ技術的

には発展途上の ATM方式で増強しました。概要は、記事 [1]に書いた通りですが、 ATM

上で IP通信を行なう仕組みに LESを採り入れた等、若干変更点もあります。

その増強部分は、昨年末ぐらいから本格稼働を始め、この 3月には安定状態に入る見込

み(希望?)です。

・各キャンパスに 1つの集線型ATMノード(センター、医学部病院、経済学部本館)を

置き、他の学部には支線型ATMノードを置き、集線型ATMノードから支線型ATM

ノードへスター状に光ファイパケーブルを配線する。

唱
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-各キャンパスに 1つのLES(LANemulation server)を置き、キャンパス毎に ELAN(Emulated 

LAN)を構成する。
・原則的に、 ELANをキャンパス内の IPルータのパックボーンとして使う。ただし、セ

ンターの一部のサーバ計算機は、 ELANに直結する。

・キャンパス聞は、複数の PVCを張り(冗長構成)、 ELAN聞を IP接続する。

現状での ATM方式は、トラプルやバージョンアップ、あるいは設定の変更によって不安

定な状態になることが避けられないと予想され、従来の FDDI方式の基幹LANとは補完し

あう関係になります。図 2参照。

また、キャンパス聞は1.5Mbpsのままなので、あまり ATM化の恩恵は受けていません。

文教地区 坂本地区

凡例

付柑~ : ATM-ELAN基幹LAN

6 帥 : FDDI基幹LAN

図 2 基幹LANの構成イメージ図

(インターネット接続)

全国の学内 LANにおける ATM方式の整備に先行して、“学術情報ネットワーク"にお

いても内部の ATM化が進められましたo そして、今年から学内 LANと“学術情報ネット

ワーク"の ATM的な相互接続の実験が開始され、長崎大学でも 3月中に接続実験を予定し

ています。

また、 SINET長崎地区ノードに接続される組織も増えよ 97年3月時点で、長崎総合科学

大学、長崎県工業技術セン夕、長崎市淵中学校、長崎県立大学、長崎外国語短期大学、活

水女子大学、佐世保工業高専、長崎県窯業技術センタの 8組織です。さらに、ウエスレヤ

ン短期大学、長崎県教育セン夕、純心女子大学が準備中です。
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3 NUNet上のサービス機能

NUNet全体の基本機能は、 IP(InternetProtocol)通信による計算機関の相互接続ですが、

その上で、以下のような、全学から利用できるオープンなサービス機能(アプリケーショ

ン)が提供されています。

もちろん、これ以外に、特定の学部/学科あるいはグループ、業務等を対象としたクロー

ズな機能が、多数実施/運用されているはずですが、ここでは省略します(もちろん一般に

はセンターが把握することはできません)。

A:大学全体としてインターネットに参加し、インターネットのサーピスを効率的に利用

するために必要な中継/連係機能

大学の出入り口に少なくとも 1つはこれらのサーバ機能が必要であり、一般にセンター

がそれを運用・提供しています。例えば、 4.2節の“一般利用者のパソコンがドメイ

ンホスト名を(インターネットに対して)持てるようにする"というのは、センターの

登録用 DNSネームサーバの機能です。

また、サービスを直接利用するのは、計算機(クライアント、サーバ)であり、それを

使っている人間(利用者)が意識することはあまりない、裏方的機能です。

登録用 DNSネームサーバ パソコンの DNS情報をここに登録

参照用 DNSネームサーバ パソコンが DNSを引く時にここにアクセス

電子メール中継 学内外の間でメールを中継

電子ニュース中継 学内外の聞でニュースを中継

ファイアウオール 学内外の聞の危険な通信を遮断

mbone中継 学内外の間で MBONEを中継

WWW  proxy j cache 学外への WWWアクセスをキャッシュ付中継

B:その他、ネットワークを直接利用する各種サーピス(ネットヲークサービス)

17U |サーバ提供者 |利用手続

電子メール利用サ}パ センター あり

電子ニュース(購読/投稿)サーバ センター なし

匿名 ftpjgopherによる情報アーカイブ センター なし

匿名 ftpによる情報アーカイプ 電気情報工学科 なし

NUNet WWWサーバ センター なし

部局や研究室での WWWサーバ 各部局等 なし

dialup PPP jTTYサーパ センター あり

メーリングリスト開設サービス センター あり

時刻同期サーノ~ (NTP) センター なし

センターの提供している分を簡単に説明します。具体的な利用については以下のペー

ジを御覧下さい。
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http://www.nagasaki-u・ac.jp/nunet/nunetづiS.html

1.電子メール利用サーバ (NUNet共同利用システム)

fNUNet共同利用システムJ(いわゆる、 netIOjnet2 10)と呼ばれる、学内の

全職員が無料で電子メール等を利用できる UNIX(アカウント)サーバを運用して

いますt130 4.2節を参照下さい。

2.電子ニュース(購読/投稿)サ}パ

電子ニュースの記事が蓄積され、ここから記事を読んだり、ここへ記事を投稿し

たりします。利用可能なニュースグループは、国際的なもの、囲内中心のもの、学

内向けのもの等合わせて、 2000以上あります。

仕組み的には利用登録は不要で、 NUNetに継ってさえいれば、誰でも利用可能で

す。しかし、利用のマナーとして、自分の書いた記事に責任を持つためにも自分

の電子メールアドレスを持っていて、投稿記事にはそれを明記することが要求さ

れます。

3.匿名 ftpjgopherによる情報アーカイプ

著名なフリーソフトやドキュメント等を、各人が重複して学外へ取りにいく必要

がないように、センターでも収集して公開してます。

4. NUNet WWWサーパ

大学ホームページ↑14 やNUNetホームページ↑15を公開するために運用していま

す。なお、センターの部局としてのホームページt16 もこのサーバ上にあります

が、将来分離可能なように、 URLを分けています。

5. dialup PPP jTTYサーバ(電話回線からの NUNet利用)

自宅等のパソコンからモデムを使って電話回線経由でNUNetへアクセスすること

ができます。接続の形態には、 TTY(無手順)接続と、 IP(PPP)接続とがあります。

6.メーリングリスト開設サーピス

メーリングリストとは、個人ではなくグループ(メンバーの集合)に対して電子

メールアドレスを与え、その宛先に電子メールを送ると、メンバ全員にそのメー

ルが配送(同報)されるような仕組みですが、 NUNet共同システムの利用者が、セ

ンターに申請することで、自分を主宰者としてメーリングリストを開設できます。

7.時刻同期サーバ (NTP)
正確な時刻を保持し、他の計算機へその正確な時刻を供給するためのサーバです。

このサーバを利用して、自分の計算機の時計を緩やかに同期させることができます。

C:直接ネットワークを必要としない機能を、ネットワークを介してリモートから利用す

る(オンライン利用サービス)

h3学部等で運用している電子メール利用サーバも多数ありますが、それらは一般には他学部の人には使わ

せないクローズなサーピスと考えられます。

↑14 http://四百.nagas出 i-u.ac.jp/

ft5 http://www.nagas也 i-u.ac.jp/home-jis.shtml

↑16 http://w3.cc.nagasaki-u.ac.jp/ 
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例

センターの研究用計算機システム

センターの教育用計算機システム

図書館の目録検索 (OPAC)
図書館の文献DB検索 (Medline，CA)

サーバ提供者

センター

センター

図書館

図書館

利用手続

あり

あり

なし

あり

4 NUNetの運用管理体制

4.1 NUNet管理規則

基本的に、部局 LANはその部局が、基幹LANは総合情報処理センターが、それぞれ運

用管理しています。すなわち管理者は、それぞれの部局長です。

全体の総括管理は、学長を委員長とする長崎大学情報処理委員会、その下の総合情報処

理センター運営委員会が行ない、さらに運営委員会の下に、具体的運用の検討/調整のため

に、各部局 LANの管理運用担当者と総合情報処理センターとから構成される NUNet運用

専門委員会が置かれています。最新の NUNet運用専門委員の名簿は、

http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet"/member-jis.html 

を御覧下さい。

これらは、 96年4月に制定された、

• NUNet管理規則 (http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/kisoku-jis.html)
• NUNet運用規程 (http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/kitei-jis.html)
• NUNet運用専門委員会規程(http://www.nagasaki-u.ac.jp/nunet/iinkai-jis.html)

によって体系化されています。

例えば、部局 LANに自分のパソコンやワークステーション等を接続する場合、

1.部局 LANの管理者である部局長(実質は NUNet運用専門委員が補佐/代行)に申請し、

許可を受ける。その許可を受けた者は、“端末設置責任者"になる。

2.その時、 IPアドレスを割り当ててもらう。

3.接続を取り止めるときも部局 LANの管理者へ届け出る必要がある。

となっています。

4.2 メールとネームサーバの運用

前節の規則/規程は、物理的なネットワーク接続と、一般利用原則についての管理を定め

るだけなので、実際の NUNetの利用にあたっては、他にも手続きが必要なものがありま

す。特に基本的なものとしては、

・自分の電子メールアドレスを取得するにはどうすればいいか?

・自分のパソコンにインターネット上の名前 (FQDN = FullyQuαlifiedDomαinNαme、

ここではドメインホスト名と呼ぶことにします)を付けるにはどうすればいいか?
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があると思います。これらについては以下のようになっています。

(自分の電子メールアドレス)

自分の電子メールアドレス (?????@???nagasaki-u.ac.jp)を持つためには、ある“電

子メール利用サーバ"に利用者として登録される必要があります。

長崎大学(NUNet)全体では、強制的に各人に一意な電子メールアドレスを振るような体

制はありません。学部、学科等の計算機で“電子メール利用サーバ"を運用して、そこで電

子メールアドレスを発行することは全く問題ありません。

ただし、そういうサーバを運用しない/できない学部や学科もあるので、センターの計算

機で、 fNUNet共同利用システムJとして“電子メール利用サーバ"を運用しており、無料

で利用できます↑17

(自分のパソコンのドメインホスト名)

自分のパソコンのドメインホスト名 (??????nagasaki-u.ac.jp)を持つためには、ネー

ムサーバ (DNS= DomainNαmeSystem)に、そのパソコンの IPアドレスやホスト名の

情報を登録してインターネットに公開する必要があります。

これも学部、学科等の計算機で“ネームサァノV を運用して、そこにホスト情報を登録す

ることは全く問題ありません。

ただし、そういうサーバを運用しない/できない学部や学科もあるので、センターの計算

機で、 NUNet全体の“ネームサーバ"を運用し℃おり、部局のパソコン等の“ホスト情報"

を登録することができますれ80

4.3 現実の運用体制の問題

現在の運用管理の体系は、大きな分担を示しただけで、基幹LAN、部局LAN共に、実

際には組織が整備されたわけでも、専任のスタッフがついたわけでもありません。

記事 [8]にあるように、ネットワークの高度化やネットワークへの依存度の高まりと共

に、このままでは破綻する危険を含んでおり、片手間やボランティアでない永続的/専門的

な運用体制(特に実作業に関して)の整備が急務です。

例えば、部局LANの構成設備や配線が増え、柔軟で高速通信が可能になっていますが、

大規模になってきた分、それだけきちんと管理する必要があります。そこで、部局内でそ

の体制は決まっているか?周知されているか?という問題があります。

・配線を管理・把握する資料とその更新。

・間違い(トラブル)を避け、責任を明確にするため、部局内で許可なく勝手につなぎ替

えないようにすることの合意。

・空きポートの割り当て調整。

・故障(障害)の切り分け。

・故障(障害)時の経費負担。

↑17申請方法は、 http://叩冒.nagasaki -u'. ac. j p/nunet/nunetsys-j is . htmlを御覧下さい0

t18申請方法は、前述の NUNet運用専門委員経由で、申請用紙を提出下さい。
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-これらにまつわる事務処理の体制/ルール

一例えば、複数の研究室で共有しているある HUBが故障したら、誰が動いてどうい

う手続きを取ればいいのか?

等は、本当に各部局で明確になっているでしょうか?

障害の切り分け(利用トラプルの対応)に関しては、 NUNet運用専門委員会とセンターで

“障害切り分けマニュアル"の作成を検討中です。

5 NUNetと総合情報処理センター

ここで少しセンターの宣伝をさせていただきます。 NUNetのうちの“基幹LAN"はセン

ターが運用管理しているので、センターとは縁がないと思っている人でも、研究室でパソ

コンを HUBにつなぎ、 wwwや電子メールを情報検索/情報交換の手段として使ってい

る「あなたjは、既にセンターとは無関係ではいられないわけです。

しかし、当然ですが、センターは NUNetに関することだけをやっているところではあり

ません。むしろ、そうでない部分が本来の役割でしたが、時代の変選とともに、

1.研究用計算機システム

2.教育用計算機システム

3. NUNetの基幹/共同機能

等のサービスの提供及びそれらの利用に関する情報の提供(啓蒙)、さらに、それらの技術

動向の調査/企画立案/利用技術開発を行なうこ芝が求められるようになってきました十240

このうち、前半の 2項目(研究用計算機システム、教育用計算機システム)は、 「研究・

教育系サービスJと呼んでおり、それを実現している計算機システムは、月額 1，200万円

の巨額な「電子計算機借料」予算でレンタルしているもので、この 1月に機種更新を行なっ

て新システムになったばかりです。一般に「センターの計算機システム」というとこちら

を指す場合が多いと思います。

一方、最後の 1項目 (NUNetの基幹/共同機能)は、 「ネットワ・ーク系サービスJと呼ん

でおり、主に 93年以降の一連の学内 LAN整備の中で購入された通信設備、装置、計算機

システムによって実現されています。

5.1 研究用計算機システム

学内共同の学術研究のための情報処理環境であり、

1.モデル解析、データ(統計)解析、シミュレーション等やその可視化のための計算環

境。 FortranやCでプログラムを組む場合と、アプリケーションソフトとその上の専

用言語を使う場合との両方があり、前者のためのプログラム開発環境も含む。

2.研究作業全体をサポートするための、 www、メ}ル、ニュース等の利用や、1EX等

の文書作成、データの貯蔵、データ媒体変換装置などの一般的な情報処理環境。

↑24スタッフは増えていませんが、、、
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を提供しています。昔からのいわゆる“科学技術計算"としての使い方で、 rF課題jと呼

ばれているアカウントによる利用形態です。科学技術計算の需要自体は、工学系のみなら

ず、医学系、人文系でも急増していますが、逆に、これらは、わざわざセンターを使わな

くても、各研究室のパソコンやワークステーションでできることが増えてきました。詳し

くは、別記事で紹介される予定です。

このシステムを自分の研究室のパソコンから使うためには、当然、 NUNetを通ります。

5.2 教育用計算機システム

学内共同の教育のための情報処理環境であり、

1.一般及び専門情報処理教育の講義演習のための情報処理環境。

2.その他の各種教育の講義演習(例えば英語)での利用(文書作成やネットワークによる

情報交換)のための情報処理環境。

3.各学生の学生生活(自習)の中での利用4文書作成やネットワークによる情報交換)のた

めの情報処理環境。

を提供しています。上の 2つは講義演習に使うので「教育用アカウント jと呼ばれ、 3つ目

は「学生用アカウント jと呼ばれています。

利用場所(端末室)、教材提示装置やプロジェク夕、 Windows95パソコン、 X端末、 UNIX
サーバ、周辺装置、そして、 Windows95やUNIX上のソフトウェア等の一式を、演習形式

での同時多数利用も考慮して用意しています。詳しくは、別記事で紹介される予定です。

なお、端末室に関していえば、とてもセンターの建物では足りないので、教養部や地域

共同研究センターの部屋の利用、あるいは自習場所としての図書館の端末用コーナーの利

用等の御協力をいただいています。

ただし、これらのセンター外の端末室からの一斉利用(授業中など)が、一般の NUNet
利用の迷惑にならないよう、通常の“基幹LAN"を通らないよう、センターの部局 LANの

一部としてバイパス回線を設けています(図 3参照)。

5.3 NUNetの基幹/共同機能

学内共同のネットワーク環境であり、既に本稿で説明してきたものです。

1.基幹LANそのもの。 TCPjIP手順による、部局間の通信や、インターネットとの通信

を提供しています。

2.ネットワーク(インターネット)上の基本的サービスの中継/連係機能 (3節参照)。

3.電子メール等を無料で利用するための rNUNet共同利用システムJ(3節参照)。

4.その他、ネットワークを直接利用する各種ネットワークサービス (3節参照)。

5.4 センター内のネットワーク構成

95年度補正予算での ATM-LAN導入(実質 96年 11月稼働)、 97年 1月の計算機システ

ムの機種更新を経て、現状は図3のようになっています。

研究教育系サービスのサーバとしては、主に AP3000というワークステーション集合体

システムがあり、ネットワーク系サ』ピスのサーバとしては、複数台の単体ワークステー
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ションがあります。これらは、 ATMまたは FDDIに直結されています。

利用時のトラフイツクやセキュリィティ境界を分離するネットワーク構成になっており、

また、ネットワーク障害時に必ず代替経路があるように冗長性を持たせています。

~.究教育系サービスー

卜群

(教養部、図書館、地域共同
セン夕、を含む}

. . 
‘ ‘ ー'ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・--.-

ネットワーク系サービス

凡例 骨同開明 :ATM-ELAN

帥机 年i耕

R:ルータ ~ 
:.:.:.:.:.:.:] :スイッチングHUB

W:ネットワークサービス用 ~ 
ワークステーション

図 3 センター内ネットワークの概念図

6 NUNetの今後

まず、短期的には、センターとして自主的にできる範囲で(主に基幹LANに関して)、直

面している問題をクリアしていく必要があります。まず、以下のことは既に計画中です。

・電話回線からのアクセスポート (dialupPPP jTTY)の増設

・電子ニュースサーバの増強と検索機能の提供

・学外からのアクセスに対するセキュリィテイの強化

また、

・学外、特に海外へのアクセスが遅い (SINET)

という問題に関しては、 97年度に、 SINETの対アメリカ回線が 6Mbpsから 45Mbpsに増

速されることが決まっています。後は、 SINETの長崎大から九大までの回線が増速される

ことを要望しています。さらに、
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-坂本/片淵地区と文教地区間の回線速度が 1.5Mbpsしかない

という問題もあります。運用上の工夫としては、 96年6月に地区毎に wwwキャッシユ

サーバを置き、また、近いうちに、参照用ネームサーバも地区毎に置く予定です。しかし

根本解決は回線の増速しかなく、そのためには回線経費負担が必要であり、全学的な検討

の場で決めていく必要があると思います。

一方、中長期的には↑20、いろいろな動きが考えられ、動向を見定めながら、部局 LAN

と基幹LANの両方の問題として(管理運用体制や経費を含め)、全学的に検討・対応してい

くしかありません。

そのうち避けられない動きとして、以下のものがあると思います0

・高度なマルチメディア通信利用

世の中の流行りということで(せっか三入った ATMを使うためにも)、テレピ会議シ

ステムのような特定の環境で高速な通信を必要とする利用の導入が要望されてくると

思います。

また、個人レベルでのマルチメディア化/ネットワーク化も進み、パソコンでのマルチ

メディアコミュニケーシヨン(テレビ電話?!)も普及するでしょう。その程度なら、ネッ

トワーク設備的には、今の NUNetのハードウェアで何とかしのげると思われます。

・さらなる高速化(マルチメディア通信の次にくるもの?)

問題はその先で、本当に個人レベルで 100Mbpsの帯域を必要とするような利用形態

↑21 が流行りだすと、既にパソコンやワークステーションには標準で 100Mbpsのイ

ンタフェースカードがついているので、とたんに、皆、 100Mbpsでの通信を求めはじ

めます。

個人がそういう使い方をするには、今のネットワークは不十分であり、さらなるハー

ドウェアの増強が必要となります。

・パソコン一人一台時代のネットワーク接続環境

パソコン一人一台時代になると、今の電話よりはるかに多いネットワーク接続口が必

要になります。どんどん情報コンセントを増設する、無椋を使う、既存の電話回線を流

用する等、いろいろな方策が考えられますが、新しい形態が出てくると考えられます0

・セキュリィティの強化

インターネットが世の中に広まり、いろいろな問題が表面化してきました。一方では、

よりネットワークを重要な情報の交換にも使いたいというニーズもあります。法律的

な問題の見直しも進められているようで、従来までとは“ネットワークを取り巻く世

の中の状況"が変わることは必至で、大学も何らかの適切な対応を迫られると思われ

ます。

・次世代IP(IPv6)への対応

↑20ネットワークやコンピュータ技術の進展は、とても筆者に正しい予測ができるとは思えませんが、、

↑21よくわかりませんが、例えば、知識の分散協調のような環境??
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現行の TCP/IPの通信手順は、次世代のものへ移行させていくことが決定しています。

目的は、 IPアドレス空間の枯渇への対応、セキュリイテイの強化、性能の向上(特に実

時間アプリケーションへの対応)等があるようで、現行の IPしか使えない計算機、両

方使える計算機、新IPしか使えない計算機を共存した形での移行が可能だそうです。

しかし時期や今持っている機器やソフトへのメーカーの対応等、まだよくわからない

状態です。

これも、何らかの全学的な対応が必要になります。

また、別の観点から、 2つほどトピックスを上げると、

• SOHO(Small 0伍ceHome 0伍ce)の流れにより、 ISDN回線による自宅等からのアク

セスを大幅に強化する必要が出てくる可能性があります。

あるいは、 ADSL(AsynchronousDigital Subst:riber Line) t2等の高速回線交換サーピ

スが出現した時に、自宅と大学、インターネットと大学、の接続の形態が変わってい

くことが予想されます。

・モーパイルコンピューテイング/ワイアレスネットワーキングの流れにより、学内でも

無線LANの環境が要望されてくる可能性があります。

職員/学生が、ノートパソコンにバッテリーを付けて持ち歩くのが普通になると、メー

ルの読み書きぐらいは、教室や食堂の机でできる必要が出てくるわけです。

今後、大学での研究/教育活動にとって計算機チットワークはますます不可欠なものとな

り、まさに“ライフライン"とも言えます。しかし一方、技術的にも運用管理等の体制的に

もまだ発展途上であり、今後も大きな変化が繰り返されると思われます。

その中で、 NUNetを使いやすい安定したものにしていくためには、センターを含む全学

の協力体制が必要となってきます。皆様の御理解と御協力をいただけますよう、この場を

お借りして、よろしくお願いしたいと思います。
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十22既存の電話回線を使って数メガ bpsの通信速度を実現する技術。
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参考資料:部局 LANの建屋、サブドメイン名、サブネットアドレス

• subdomは、右側の .nagasaki-u.ac.jpを省略したサブドメイン名

・sudnetは、左側の 133.45.を省略したサブネットアドレス

|部局LAN 11建屋等 戸而domI 8ubnet 

本部事務局 本館 ?? 80 

保健管理セ 本館 hc 81 

医学分室 185 

生涯学習セ 本館 erc 82 

留学生セ 本館 18 72 
環境保全セ 無機 ep 73 

本館 74 

地域共同セ 本館 Jrc 248 

アイソトープ 本館 nc 234 

教育学部 本館 edu 168 
音楽棟 168 
衛星講義 170 
工学教室 171 
実践セ 171 
美術棟 171 
中学校 . 96 
小学校 97 
幼稚園 98 
養護 105 

経済学部 本館 (5，6F) econ 176 
/商科短大 本館 (l-4F) 176， 178 

大講義室 178 
東南ア研 177 

医学部 基礎 (4-7F) med 136 . 

基礎 (l-3F) 136， 137 
動物実験 136 
原研 137 
原爆資料セ 138 
講義実習棟 139 
講義実習室 139 

臨床講義 186 
医学部病院 本館 mh 184 

第2臨床 184 
第 1-3中診 184 
精神棟 184 

医療情報 nh 187 

歯学部 教育研究 de 192 

基礎 192 

歯学部病院 本館 dh 144， 145， 146 
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工学部 共同 eng 9 

構造，社開 st， civil 10，11，91，121 
機械 mech 112，113，114，115 

120 

実習工場 120 
帰化，材料 ch， mase 122 

電情 (2号館) ec 128，129，130，131 
152，153，154，155 
240，241，242，243 

薬学部 本館 ph 200 
/計測分析セ 薬草閏 200 

水産学部 本館 fish 208 

野母崎 209 
教養部 本館 la 216，217 
熱帯研 本館 -- tm 224 

動物感染 224 
図書館 本館 lb 160 

坂本 161 
片淵 162 

医療短大 本館 am 232 
総合情報セ センター内 cc 3，17，18，19，24，25 

27，48，49，50，51 
教養部 . 32，33，34，35 
地域共同セ 42，43 
図書館本館 40 
図書館坂本 106 
図書館片淵 107 

一一
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5.センタ一利用統計

平成 8年 I月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

1 0月

1 1月

1 2月

告 E十

月 平 均

統計対象

ワークステション稼働状

c p u時間(分〕 錨末簸続件数(件〉 鑓末接続時間(時間)

3. 2 6 1 1 4. 0 9 4 4. 8 9 4 

3. 5 3 8 1 2. 0 1 1 3. 8 2 0 

1. 6 5 4 5. 9 5 7 1. 5 3 6 

2. 4 2 1 6. 0 0 1 2. 5 6 8 

5. 2 5 2 9. 6 4 2 4. 9 8 3 

4. 6 0 6 1 O. 1 5 4 5. 6 2 0 

7. 5 1 9 8. 9 1 2 4. 3 3 3 

1. 6 8 5 3. 7 7 7 1. 5 1 7 

5. 3 7 3 
「

9. 6 3 0 4. 8 7 8 

3. 9 3 5 9. 4 2 1 4. 5 4 1 

4. 7 1 3 1 O. 9 9 6 5. 1 3 7 

2. 8 4 3 6. 3 9 7 3. 3 3 0 

46.800 106.992 4 7. 1 5 7 

3. 9 0 0 8. 9 1 6 3.929. 75 

C P U時間、指末接続時間; 3 1台 錨末接続件倣; 3 9台

MSP利用目的別シ.ョプ件数

教育 事務

。， 5'‘ 

研究

95‘ 
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月別CPU時間

ジョブ件数(クラス別)

6∞o 

5αlO 

4∞o 

30∞ 

2000 

1∞o 

。
1月 21l 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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地蟻共同
5% 

CPU件数(部局別)

水産学飾
2% 

図書教育
2冒 15

ジョブ件数(部局別)
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軍主宵
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WS移動状況
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ws利用目的別錨末後続回数

ws CPU時間
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シ.ヨプ件数(利用目的別)

TSS件数(利用目的別)
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海洋生産
5覧

教育

6‘ 

TSS件数(部局別)

その他
5% 

TSS件数(部局別)
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MSP利用目的別ディスク使用量

教育

0lI 

WS利用目的別ディスク使用量

事務
1冒
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平成 8年度前期第 l端末室利用

曜日 8:50-10:20 10:30-12:00 12:50-14:20 14:30-16:00 16:10-17:40 

月
情報処理演習

全学教育(臨木)

火
情報処理演習 ソフトウェア工学 ソフトウェア演習 情報処理演習

全学教育(原〉 工・材料(修行) 工・機械(石松) 全学教育(鶴)

水
情報処理演習 ソフトウェ7演習 情報処理演習 シュミレーション工学

全学教育(村田) エ・機械(石松) 全学教育(黒川) 工・構造(修行)

木
情報処理演習 教育方法・技術演習 情報処理演習

全学教育(藤村) 教育学部(野崎) 全学教育(丸山)

金 情報処理漬習 情報処理演習

全学教育(三根) 全学教育(本田)

経済学部4階(火 10:30-12:00(辺見))通年商科短期大学都(月 17:50-21ωCJ!I場))通年商科短期大学部(水 19:30-21: OO(高木))前期

商科短期大学部(火 17:50-19: 20(楠田))通年商科短期大学部(金 17:50-21:OO(奥田))通年

平成 8年度後期第 1端末室利用

唱日 8:50-10:20 1 0・30-12:00 1 2目 50-14:20 14:30-16:00 16:10-17:40 

月
電子計算繊概愉 . 
エ・構造(修行〉

火
情報処理演習 情報処理演習 情報処理演習 情報処理演習

全学教育(原) 全学教育(八木沢) 全学教育(花田) 全学教育(森山)

水
情報処理演習 コンビュータ情報処理

全学教育(村田) エ・社会開発(岡林)

木
情報処理演習 情報処理演習 情報科学 情報科学 情報科学

全学教育(古賀) 全学教育(原) 医短(中村〕 医短(中村〉 医短(中村)

金
機械情報処理 情報処理演習

工・機械(木須) 全学教育(温谷)

教養部 208教室(月 14:30-16:00(竹野下) 商科短期大学部(月 17:50-21:∞(JII場))通年商科短期大学部(金 17:50-21・∞(奥田))通年

経済学部4階(火 10・30-12・ooC辺見))通年商科短期大学部(火 17・5O-19:20(楠回))通年
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平成8年 センター業務日誌

平成8年 3月 4日(月) 第6回コンピュータシステム仕様策定委員会開催

筑波大学学術情報処理センターより施設見学

1 1日(月) 第3回ネットワーク調整専門委員会開催

1 8日(月) 第5回運営委員会開催

1 9日(火) 第7回コンピュータシステム仕様策定委員会開催

2 2日(金) 第3回情報処理委員会開催

2 7日(水) 名古屋大学大型計算機センターより施設見学

4月 l日(月) 工学部黒田英夫教授が新しくセンター長に就任

1日(木) 入札公告(コンピュータシステム)

6日(金) 長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム管理規則

長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム運用規程

長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム運用専門委

員会規程施行

5月 2日(金) 入札説明会開催(コンピュータシステム)

1 4， 1 5 センターにて庶務課職員向けホームページ講習会開催

2 7日(火) 第 1回運営委員会開催

6月 3日(月) 一般教科内地留学生受入(至 11月29日)

5日(水) 入札〆切(コンピュータシステム)

2 1日(金) 国立大学情報処理センタ}協議会総会出席(一橋大)

2 4日(月) 第 1回キャンパス情報ネットワークシステム運用専門委員

会開催

長崎大学ホームページ開設

7月 1 0日(水) 技術審査委員会(コンビュータシステム)

1 6日(火) 開札(コンピュータシステム)

1 1， 1 2 センターにて学生向けネットワーク講習会開催

1 5， 1 6 イシ

1 9日(金) 第 1回情報処理委員会開催

8月 26， 2 7 図書館にて事務職員向けネットワーク講習会開催

9月 1日(日) 池永助手着任

1 0月 2日(水) 第2回運営委員会開催

4日(金) 学術及び総合情報処理センター研究交流・連絡会議出席

(松山市)

7~10 ， 11 センターにて学生向けネットワーク講習会開催

1 1日(金) ATMネットワークシステム稼働

2 2日(火) 大学設置審議会より施設見学

2 5日(金) 学術及び総合情報処理センター長会議出席(東農工大)

1 1月 7日(木) 東京大学大型計算機センターより施設見学

1 2月 3~5 IP Meeting '96出席(広島)

5日(木) 大阪大学大型計算機センターより施設見学

6~8 情報処理教育研究集会出席(名古屋)

175-



2 4日(火)

平成9年 1月 6日(月)

2 3日(木)

2 5日(土)

2月 18日(火)

第2回キャンパス情報ネットワークシステム運用専門委員

会開催

(新)コンピュータシステム稼働

学術情報センターシンポジウム出席(東京)

教育におけるネットワーク利用に関する講演会参加

神戸大学及び土井の首小学校と遠隔講義実験
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6.平成8年度センタ一利用申請課題一覧

部局 学科 身分 氏名 課題

教育学部 国語教育 助教授 勝俣隆 国語国文字関係の研究成果、各大学の研究者の学位論

文、各大学の所蔵図書等の検索

助教授 中原豊 国文学研究のための文献検索

地理学 助教授 西原純 長崎における居住構造の分析

助教授 西原純 戦後の流通システムの変化

助教授 西原純 UNIXシステムの研究

助教授 西原純 地理的事象の統計的解析

助教授 西原純 日本都市システムの研究

数学教育 教授 菅原民夫 マンデルブロー集合

教授 菅原民生 ジ、ユリア集合

教授 鷲尾忠司 代数関数論

教授 鷲尾忠司 代数系

教授 鷲尾忠司 整数論

教授 古賀雅夫 計算機物理学の試み

教授 古賀雅夫 電子メール、電子ニュース利用

助教授 北村右ー ネパールデータの処理

院生 作本浩二 複素関数の研究

物理学 教授 福山豊 物理教育の数値計算と統計処理

教授 松島民 イオン結晶中の Te+型不純物による光の発光と吸収

地学 教授 荒生公雄 太陽放射の気象および気候学的作用

教授 荒生公雄 長崎市の気象環境

教授 荒生公雄 気象統計解析

助教授 近藤寛 海底堆積物中の脂質組成の研究

理科教育 助教授 山路裕昭 科学カリキュラム改善のための基礎的研究

講師 富山哲之 結晶欠陥の動的挙動についての計算機シミュレーショ

ン

保健体育 教授 田原靖昭 ヒトの身体組成と体力の関係について

助教授 山内正毅 運動中の情報処理能力と hemisphericspecializationと

の関係

講師 中山雅雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究

技術教育 助教授 藤木卓 コンピュータネットワークの教育利用

家政教育 教授 鈴木淳 繊維の物理的性質に関する研究

教授|玉利正人 c-p化合物の栄養生化学的研究

教授 竹野下寛 電子線超音波顕微鏡の画像

学校教育 教授 上薗恒太郎 子どもの死の意識研究

教育 助教授 井口均 子どもの生活調査の統計分析

助教授 梶本ひろし Mathematicaを用いた研究教育

助教授 北村右一 微分方程式の定性理論に関するデータ処理

研究生 アブドウル 連想による授業評価の国際比較

院生 林田惣一郎 コンピュータネットワークの教育利用に関する研究
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部局|学科

教育学部|教育

課題

経済学部|理論・

計量経済

国際開発

分
一
生
生
生
生
生
生
一
授
授
授
授

一

一

教

教

身
一
院
院
院
院
院
院
一
教
助
教
助

氏名

本多ひとみ

林田惣一郎

藤川幸之助

村山智宏

士山浩一

実践授業研究

コンピュータネットワークの教育利用に関する研究

教育政策とカリキュラム論に関する研究

実践授業研究

実践授業研究

吉岡由紀子|現代美術におけるマルチメディアの可能性

藤森利美 |環境データの統計解析

赤石孝次 |個人所得税と法人所得税の流合

パスーラグ l計量経済学

藤田渉 |・情報処理を取入れた授業のための準備 ・事例

分析

寸・経済統計データを用いたクロスセッション

助教授|藤田渉 |計量経済分析

助教授|藤田渉 |計量経済分析

助教授|高崎真琴 |計量経済分析

院生|森坂憲一郎 1.数量計算

経営行動 |教授|山下正喜 |会計システムの研究

-情報 |助教授|村田嘉弘 |非線形可積分系の構造について

システム |助教授|須斉正幸 |・金利平価理論の再検討と推計

助教授|松本睦樹 |インターネット(ゼミ生の就職活動)

院生|鵜殿裕之 |金融論分析

医学部 |生化学 |助教授|宮西隆幸 |蛋白質の構造と機能

衛生学 |教授|粛藤寛 |対馬における脳卒中登録の解析

助教授|守山正樹 |思春期の身体発育の解析

講師|岩田孝吉 |老健法健診の効果に関する研究

技官|横尾美智代|噴火災害被災校児童の日常生活に対する認識

院生|伊藤恵子 |健康情報のネットワーク作成

院生|山崎富浩 |離島におけるさまざまな健康指標の解析

公衆衛生学|教授|竹本泰一郎|慢性疾患の疫学

教授|竹本泰一郎|熱帯における高度順応

教授|竹本泰一郎|島唄生態における健康問題

教授|竹本泰一郎|国際保健

教授|竹本泰一郎 l地域医療システム

教授!竹本泰一郎|難病のホームケア

教授|竹本泰一郎|島艇における疫学的調査

院生|田川宜昌 |地域老人保健に関する疫学的研究

眼科学 l教授|雨宮次生 |目と栄養

助教授|大平明弘 |虚血網膜におけるスーパーオキサイドシステムター

ゼの研究

眼科 |講師|北岡隆 |網膜におけるサイトカイン、成長因子の研究
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部局 学科 身分 氏名 課題

医学部 眼科 助手 津田恭央 網膜におけるエンドセリンの働きに関する分子生|

物学的研究

薬理学第二 教授 石丸忠之 Reproductive Endocrinology 

院生 松本正順 神経伝達物質の検索

院生 御手洗明香 心筋カルシウムチャンネルの研究

技官 芝口浩智 E-mailの利用

研究生 高田晃平 神経伝達物質の検索

研究生 山下康子 神経細胞障害における cytokineの役割について

研究生 オルテガ ENDOTHELIN-Receptorの研究

研究生 富田博秋 遺伝子情報の検索・連鎖解析

研究生 官秀慶 神経遺伝物質の遊離機構の解析

院生 三好修 遺伝子情報の研究と解析

先天異常部門 教授 新川詔夫 遺伝子情報の検索

教 授 中根允文 精神疾患の疫学的研究

助教授 岡崎祐士 精神疾患双生児の臨床遺伝学的研究

講師 陣野吉蹟 遺伝子情報の検索

技 官 森祥子 遺伝子情報の検索

資料調査部 技官 横田賢一 原爆被爆者の医療データシステムに関する研究

医局員 鶴田正太郎 ATBFJ遺伝子の機能解明

医局員 馬詰裕之 AFP産生機構の解明

医局員 木村博典 自己免疫性甲状腺疾患の病因の解明

医局員 大黒学 ウイルス肝炎の病態解明

医局員 白髭豊 甲状腺癌の診断・治療法・予後についての研究

富永丹 自己免疫性甲状腺疾患の病因の解明

医員 松本武浩 B型肝炎ウイルス母子感染

医員 酒巻宏行
. 

医員 井石圭子 肝癌細胞における HGFの作用の検討

医員 前村謙司 感情障害の脳画像研究

院生 江頭昌幸 遺伝子情報の検索

院生 坪井雅彦 慢性関節リウマチ滑膜細胞とアポトーシス

院生 田村美彩 甲状腺腫形成及び一退縮の秩序の解明

院生 辻孝 海外の研究施設のデータ比較

院生 カルロス Pediatric Caediology .小児科の心臓

院生 飯田桂子 電子メール

院生 エドワード 日本と発展途上国における AIDSの健康教育

院生 中村司朗 重複癌における分子生物学的及び遺伝子学的解析

u 
院生 中村司朗 重複癌における分子生物学的及び遺伝子学的解析

院生 久松貴 肺癌転移における分子生物学的及び遺伝子学的解

析
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部局 | 学科

医学部 |薬理学第一

第一内科

資料調査部門

身 分 | 氏 名

院生|浜田裕一

研究生|飛田大作

研究生|折口智樹

研究生 i浜崎圭輔

研究生|本村政勝

研究生|籾山明子

院生|ポリトシュ

フ

げ

士

久

久

ポ

ワ

公

明

勝

旭

純

リ

ス

野

村

尾

田

田

ア

マ

矢

今

松

浜

本

生

生

生

生

生

生

手

院

院

院

院

院

院

助

課題

文献検索

Helicobacter Pyloriの疫学的調査(生活用水と

羅患率との関係)

シグナル情報伝達機構の解明

B型肝炎ウイルスの変異と病態について

Lambert-Eaton症候群の発症機序について

脊髄NMDA受容体の侵害受容機構における役

割

Histoparhologic and immunohistochemical study of 

smooth muscle celJs and relaled tumors. 

胃癌における PTHy Pの発見

日本と発展途上国における AIDSの健康教育

肝肥満細胞の機能解析

精神疾患における表現促進研究

分裂病双生児の脳画像研究

自閉症の小脳形態

高齢者の骨粗軽症と生活習慣に関する疫学的

研究

附属病院

gene eXpreSSlOn. 

院生|サダット To find on Eosinophil speeifie mechanism of gpqlphox-

歯学部 口腔解剖学第一

口腔生理学

口腔生化学

口腔病理学

口腔細菌学

助教授|真鍋義孝

助手|宮本武典

院生|木村博幸

助手|馬場友巳

助手 IIJ、野俊雄

技 官| 小早 川健

助手|柴田恭明

助教授|大原直也

助手|内藤真理子

助手|松本社吉

院生|西山毅

口腔外科学第一 l講師|松尾長光

歯科薬理学

形質人類学における統計処理

味覚研究に関する情報収集

ニューロコンピコーータの生理学的応用

文献・情報検索

文献・情報検索

文献・情報検索・ | 

唾液腺腫蕩の細胞生物学的解析 | 

抗酸菌抗原蛋白質の同定及び生物学的活性の a

研究

抗酸菌・抗原蛋白質の精製及び、免疫、生化学

的活性の研究

組み換え BCGワクチン(マラリア、エイスを

ターゲットにした)

|抗酸菌リボゾームタンパク質の免疫的特性に

ついて

BCG菌東京株が最大に分j必する抗原性タンパ

ク質 MPB70の研究

院生|上谷猛 |ネットワーク上での遺伝子のホモロジーサー

チ

助教授|坂井英昭 |細胞機能に対する蛋白質分解酵素の関与に関

する研究
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|部局 学科 身分 氏名 課題

歯学部 歯科薬理学 院生 宮崎由美子 ネットワーク利用による遺伝子配列ホモロジー

検索

院生 池田仁子 ネットワーク利用による遺伝子配列ホモロジー

検索

歯科理工学 助手 有働公一 歯科用貴金属合金の物性

助手 田中康弘 歯科用合金の物性研究

歯科矯正学 教 授 小林和英 矯正力の伝達機構

助教授 鈴木弘之 外科矯正手術シミュレーション

助教授 鈴木弘之 頚骨のリモデリングと応用力の関係について

講 師 丸山陽市 MEM法による生体信号処理

院生 吉田憲弘 破骨細胞に関する情報収集

歯科保存学第一 講 師 久保至誠 ー歯科材料の研究

助手 川口政贋 根尖性歯周疾患の機序に関する研究

歯科補綴学第二 助教授 佐藤博信 顎機能に関する補綴学的研究

歯科放射線学 教授 中村卓 分子生物学に関する情報検索

助教授 大喜雅文 コンピュータによる医用画像処理

歯病 予防歯科 講師 川崎浩一 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化

歯科麻酔科 教授 大井久美子 歯科麻酔学

第一保存学 助手 渡辺太平 歯頚部商洞の辺縁封鎖性に関する研究

院生 松尾信 抗不安薬と神経伝達物質遺伝子の発現機構と

MPB70類似遺伝子の研究

院生 ヴィロリア 歯髄の創傷治癒

院生 白石直之 ストレスが脳内神経伝達物質に及ぼす影響につ

いて

院生 小林輝子 ネットワーク利用による遺伝子配列ホモロシシ

検索
. 

院生 昼屋睦人 骨芽細胞分化における細胞内カルシウムシグナ

ルの役割

薬学部 教授 植田弘師 受容体の情報伝達

院生 ゴーシュ Molecular biology， Cancer resennch 

薬剤学 院生 柏木さっき 薬物の眼粘膜吸収について

院生 冨山直樹 臓器表面からの薬物の吸収に関する研究

(MEDLlNEによる文献検索)

院生 山村賢三 経眼投与時の薬物送達システムの開発

(MEDLINEによる文献検索)

薬化学 助教授 松田芳郎 分子軌道法の研究

薬品製造化学 助教授 畑山範 ネットワークの利用

機能性分子化学 教 授 藤田佳平衛 ネットワークの利用

助教授 八木沢時紀 酸素の作用機構の研究

衛生化学 助教授 有薗幸司 微量元素の生理作用に関する研究
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部局 学科 身分 氏名 課題

薬学部 薬品分析化学 教授 秋山修二 ネットワークの利用

衛生化学 教授 中島憲一郎 ネットワークの利用

薬品分析化学 助教授 黒田直敬 ネットワークの利用

放射薬品学 教授 渡遺正己 放射線発がんに関する研究

助教授 児玉靖司 放射線発がんに関する研究

院生 浜崎匡子 Email，Enews 
生薬学 教授 河野功 天然有機化合物のX線構造解析

助教授 田中隆 天然有機化合物の生理機能解明

薬品製造工学 教授 芳本忠 データベースの利用

教授 芳本忠 蛋白質及び核酸の情報解析

助教授 伊藤潔 データベースの利用

助手 椛島力 -- ネットワークの利用

研究員 真木俊英 化学情報収集と調査

院生 田辺哲朗 ネットワークの利用

院生 宗安正俊 ネットワークの利用

院生 原口尚子 ネットワークの利用

院生 黄華山 ネットワークの利用

院生 揚 治 ヒト胎児由来細胞の分裂寿命に対する低線量放射

線の影響

院生 サンジメット Hspに関する研究

院生 鶴丸敦子 文献検索

院生 坂本明夏 文献検索

院生 天本幸一郎 文献検索

院生 太田奈都紀 }文献検索

院生 浜崎有子 ネットワーク利用

工学部 団体力学 教授 今井康文 機械材料の弾塑性変形と強度

-機械 材料 助教授 真谷捷郎 データ処理プログラム作成・更新 FEM Program 

システム学 作成

助教授 高瀬徹 有限要素法による弾塑性応用解析

院生 井手口和朗 二段二重疲労による累積損傷に及ぼす表面加工層

の影響

院生 若原力 線形切欠力学による切欠き部の累積損傷疲労評価

設計 教授 浦最 摩耗機構解析計算機

システム学 技官 森高秀四郎 玉軸受の運動解析

院生 菊地暁浩 |トライボメータにおける摩擦磨耗実験における現

象の数値解析

院生 進谷忠司 ハイドロプ…ング現象の数値解析

院生 浅沼宣ー 疲労・摩擦・磨耗実験における現象の数値解析

院生 リーキム ハイドロプレーニング現象の数値解析

-182-



部局 学科 身分 氏名 課題

工学部 加工 教授 西田知照 CADjCAMに関する研究

-機械 システム学 助教授 扇谷保彦 自由曲面加工アルゴリズムの開発

技官 小島龍広 CAMエキスパートシステムに関する研究

院生 山本一徳 CAMエキスパートシステムに関する研究

院生 松本隆志 動力伝達用プラスチック歯車の振動・騒音特性に関

する研究

機械制御学 教授 石松隆和 サーボモータの最適制御

助教授 森山雅雄 リモートセンシングデータ処理

技官 今井清利 人体の 3次元形状計測

院生 山本正幸 大型構造物の 3次元計計測 ' 
院生 ミアン 産業用ロボットによるアーク溶接のための3次元ピ

ヌョンセンサ

院生 宗和健 空撮映像の処理計算

院生 田中真一郎 3次元画像計測システムに関する研究

院生 吉岡出 産業用ロボットの高機能化に関する研究

院生 チュルウン 電動車の知能化に関する Simulation等

機械情報 教授 木須博行 一般逆行列による接触問題の解析

処理学 教授 木須博行 ナピエーストークス方程式の境界要素解析

教授 木須博行 衝撃問題の数値解析

教授 木須博行 非定常熱応力の計算

教授 木須博行 電子メールの利用

教授 木須博行 境界要素法についての研究

助教授 下本陽一 11∞制御理論に関する研究

技官 豊福重吉 境界要素法についての研究

院生 楊向東 境界要素法についての研究

院生 猪口哲也 境界要素法についての研究

院生 近藤睦浩 境界要素法についての研究

院生 深田敏臣 境界要素法についての研究

院生 竹井秀樹 境界要素法についての研究

院生 相浦貴之 境界要素法についての研究

院生 竹井秀樹 境界要素法についての研究

流体エネル 教授 児玉好雄 多翼ラジアルファンの研究

ギー学 助教授 林秀千人 翼まわり流れの数値解析

エネルギー 教授 石田正弘 デイーゼル燃焼モデルの研究

システム学 助教授 植木弘信 デイーゼル機関に関する研究

助手 坂口大作 遠心送風機に関する研究

院生 赤嶺征司 空気混合ジ‘エツドポンプによる海洋浄化に関する研

究
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部局 学科 身分 氏名 課題

工学部 熱エネルギ 教授 茂地徹 伝熱の計算

-機械 一工学 教授 茂地徹 外部流動沸騰熱伝達の研究

教授 茂地徹 熱力学の計算

教授 茂地徹 膜沸騰熱伝達の解析

教授 茂地徹 熱物性値プログラム・パッケージ PROPATHの開

す力な主

教授 茂地徹 冷媒熱物性値のプログラムパッケージの作成

助手 山田たかし 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研究

助手 山田たかし 伝熱促進に関する研究

実習工場係 技官 前田政繕 CAMに関する研究

工学部 電磁エネル 教授 小山純 ACサーボモータに関する研究

-電情 ギー学 助教授 樋口剛 リニアモータの最適設計に関する研究

助教授 樋口剛 半波整流ブラシなし同期電動機の解析

助教授 樋口剛 有限要素法による永久磁石モータの解析

技 官 岩永雅洋 交流励磁併用方式ステッピングモータの解析

技官 筒井宣雄 .コ相サイクロコンパータの高調波解析

システム 教授 山田英二 パワーサイリスタの応用に関する研究

制御学 助教授 辻峰男 制御理論の応用に関する研究

助教授 辻峰男 制御系の設計に関する研究

助教授 松田良信 プラズマ中の原子・分子過程解析

助手 泉勝弘 計算

助手 泉勝弘 計算

技官 浦憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究

電子 教授 福永博俊 強磁性体の磁化過程の計算機シミュレーション

デバイス学 助教授 伊藤虞 あひる解の解析

講師 金井泰久 磁気研究
. 

情報通信学 教授 田中和雅 レーザ通信に関する研究

助教授 田口光雄 線状アンテナの解析

助教授 田中俊幸 電磁破放射に関する理論的研究

技官 岩崎昌平 レーザ通信に関する研究

技官 野村謙次 レーザ通信に関する研究

情報 助教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する基礎的研究

システム学 院生 熊純哉 磁性材料の磁気特性に及ぼす粒問相互作用の影響

院生 デニス 画像符号化の研究

「王学部 構造解析学 教授 崎山毅 補剛アーチの複合非線形挙動に関する研究

-構造 教授 崎山毅 補剛アーチの動的挙動に関する研究

教授 崎山毅 アーチの耐荷力解析

教授 崎山毅 斜板の曲げ解析法に関する研究

教授 崎山毅 直線および曲線梁構造物の振動応答解析
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部局 学科 身分 氏名 課題

工学部 構造解析学 教授 崎山毅 矩形板および斜板の動的応答解析

-構造 教授 崎山毅 変断面柱の耐荷力解析

教授 崎山毅 GREEN関数を用いて、リブアーチの固有振動解析

教授 崎山毅 種々の境界条件を有する変厚矩形の固有振動解析

教授 崎山毅 地震力を受ける曲線橋の移動特性

教授 修行稔 立体トラス構造物の非線形挙動

教授 修 行 稔 鋼構造物の非線形挙動

助教授 吉武裕 摩擦をともなう振動系の解析

助教授 吉武裕 構造物の非線形振動の解析

助教授 松田浩 FEMによる幾何学的及び材料非線形解析

助教授 松 田 浩 高耐久性埋設型枠の設備間隔に関する研究

助教授 松 田 浩 板およびシェル構造物の簡易解析法

助教授 松 田 浩 偏平シェルの複合非線形解析

助教授 松田浩 離散的近似解法による鋼橋の解析

助教授 松 田 浩 柱および梁構造物の衝撃応答解析手法に関する研

JE 
助 手 森田千尋 偏平シェルの耐荷力解析

助手 森田千尋 変厚板の面内耐荷力に関する研究

助 手 李剣平 コンクリート充填円形銅管柱の非線形解析法に関

する研究

技官 白漬敏行 コンクリートの非線形解析法に関する研究

技 官 白漬敏行 開口付き耐震壁を有する構造物の研究

構造システム学 教 授 築地恒夫 低次元モデルによる板の変形解析

教授 築地恒夫 レイリ・リッツ法による力学問題の解析

教 授 築地恒夫 曲線はりの振動

教授 築地恒夫 曲線構造物の解析

教授 築地恒夫 板構造物の塑性解析

教授 築地恒夫 有限要素法によるねじれた板の振動解析

教授 築地恒夫 回転している板の振動解析

教授 末岡禎佑 鉄筋コンクリート耐震壁の非線形解析

教授 末岡禎佑 鉄筋コンクリート耐震壁の非線形解析

助教授 原田哲夫 コンクリートの強度及び変形挙動に関する研究

助教授 原田哲夫 定着用膨張材を用いた連続繊維緊張材の定着部の

挙動解析

助教授勝目順一 疲労き裂先端の変形挙動解析、板曲げ加工における

板のシミュレーション解析

技 官 山下務 レイレ・リッツ法による構造物の解析

院生 新名裕至 曲率ねじれ率を有する変厚板の振動

院生 胡夏夏 曲率・ねじれ率を有する積層板の振動
a 
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部局 学科 身分 氏名 課題

工学部 社会基盤工学 教授 後藤恵之輔 舗装構造の最適設計

-社会 教授 後藤恵之輔 リモートセンシングの土木工学へ

教授 後藤恵之輔 地すべり防止抗の力学的挙動に関する研究

教授 後藤恵之輔 人工衛生データの利用開発

助教授 棚橋由彦 土構造物の応力・変形・安定解析

助教授 棚橋由彦 土質力学演習

助教授 棚橋由彦 土砂災害の統計処理

助教授 棚橋由彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究

助教授 棚橋由彦 コ次元浸透流解析とその応用

助教授 棚橋由彦 歴青材料を塗布した鋼矢板の効果判定に関する研

4冗hA 

助教授 棚橋由彦， 個別要素法に基づく地下空洞の安定解析

助教授 岡林隆敏 走行車両による道路橋の不規則応答解析

助教授 岡林隆敏 確率論的構造力学に関する研究

助教授 岡林隆敏 縮継手部段差による道路橋振動と動的倍率に関す

.る研究

講師 陳運明 リモートセンシングの適用性評価に関する研究

助手 永田正美 ケープルの振動

院生 花田博史 変動軸力と面内荷重を受けるケープルの非線形振

動解析

院生 花田博史 変動軸力と面内荷重を受けるケープルの非椋形振

動解析

院生 太田晶一 偏平アーチの非線形振動とカオス解析

院生 太田晶一 偏平アーチの非糠形振動とカオス解析

院生 藤井真 雲仙のアンケート集計

院生 藤井真 雲仙のアンケート集計

院生 HEARTH 偏平ケーブルの非線形振動の解析と実験

院生 呉明強 自由端に面内集中荷重を受ける長方形板の静的・動

的解析

院生 前間英一郎 衛星画像処理、リモートセンシング技術を使用する

ことによる海深度の推定・土地利用分類等の研究

環境開発工学|教授 富樫宏由 湾水振動解析

教授 富樫宏由 河川内振動の解析

教授 野口正人 最新の流域情報を考慮した流出解析モデルの開発

助教授 中村武弘 内湾の海水交換に関する研究

助教授 中村武弘 都市排水モデルの数値計算

助教授 中村武弘 大村湾の流れの数値計算

助教授 中村武弘 流れの数値計算

助教授 中村a武弘 洪水氾濫モデルの数値計算
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部局 学科 身分 氏名 課題

工学部 環境開発工学 助手 西田渉 干拓事業に伴う水環境変化予測

-社会 助手 薦田贋章 非圧縮性粘生流体の数値計算

院生 若松真人 塩基性α ヘリックスペプチドのオリゴヌクレオ

チドとの結合能評価

院生 桑原大幹 溶血性レクチン CEL一山の会合体形成機構

工学部 助教授 寺岡靖剛 酸化物触媒および吸着剤に関する研究

-応用 院生 福田正人 ER法による電極/溶液界面における非ファラデー

過程の速度論的研究(電気化学)

院生 前田朱子 蛋白質分解酵素によるペプチド合成 l 

院生 岡本欣也 ヘリコパクター・ピロリの産生するインターロイ

キン-8誘導物質の精製と性状

院生 吉田和利 イオンチャネル活性を指向したバンドル化ベプ

チドの合成と性質

院生 石本貴幸

院生 吉田和利 イオンチャンネル活性を指向したバンドル化ベ

プチドの合成と性質

研究員 富永昌人 膜/タンパク質相互作用の電気科学的解明

工学部 実習工場係 技官 野中明人 機械工作実習、 CAM演習への活用

技官 久田英樹 工作実習、 CAM演習への活用

技官 辻下栄 工作実習、 CAM演習への活用

水産学部 航法化学 助教授 合田政次 数値流体力学の計算

助教授 塩谷茂明 数値流体力学の研究

海洋学 教授 松野健 陸棚縁辺部における海水混合

教授 松野健 陸棚縁辺部における海水混合

教授 松野健 韓国沿岸の潮位データ解析

水産情報学 教授 矢田殖朗 船舶の軽年変化にともなう不明重量の推定

講師 高山久明 漁船船型の性能評価に関する研究

院生 大崎章太郎 東シナ海の構造(水塊の動き・混合過程など)

資源生物学 教授 夏刈豊 頭足類の形態についての多変量解析

教授 夏苅豊 資源解析に関する研究

教授 夏苅豊 資源解析に関する研究

院生 寺島優美 資源解析

水産増殖学 教授 多部田修 東シナ海黄海における海洋科学研究

水族生理学 助教授 金井欣也 魚類病原菌の分類

院生 樋田史郎 海産養殖魚類の病理組織学的研究

院生 コスタ マダイにおけるE.tardaに関する研究

院生 佐藤紀子 給餌飼育中に発生するクロアワビ稚員の大量艶

死に関する病理学的研究
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部局| 学科 |身分| 氏名

水産学部|水産利用学 |教授|野崎征宣

マ

ヒ

量

ツ

ン

E
宏

勝

i

引

口

枝

妻

仁

山

野

赤

小

ヤ

れ

授

授

手

生

生

教

究

教

助

助

研

院

丸左
同長船習練

教養部 経済学

数学

物理学

化学

生物学

地学

独語

院生|エドアルド

院生|モピン

院生|野上真子，

院生|小谷知也

院生|富田祐一

院生|唐暁松

院生|サンジープ

院生|タンザ

院生|サルウォノ

院生|曹敏傑

院生|ミシュラ

院生|ウェンレステイ

院生|バロンパプエン

ト

ナ

雄

ア

4

和

二

宏

行

彦

一

二

三

充

司

一

M
r
誠

一

順

幸

信

武

田

秀

秀

敷

鉄

秀

イ

ノ

ド

松

一

野

山

藤

山

江

遺

藤

岡

藤

藤

ア

ア

小

一

姫

丸

後

大

上

田

伊

松

武

伊

生

生

生

一

授

ぽ

授

授

授

ぽ

授

授

機

械

日
日
一
什
教
は
一
日
付
教
リ
リ
教
教

院

院

院

一

教

刷

教

教

教

蹴

教

教

財

制

課題

魚類タンパク質の変性と水の存在形態とに関

する研究

キチン・キトサンの機能特性に関する食品学的

研究

マリントキシンに関する研究

水産物中の有害化学物質の動態に関する研究

海事衛星を利用しての TSS処理

マリントキシンに関する研究

魚病細菌 streptococcusiniaeの生態に関する

研究

SMA HISTOPATHOLOGY OF FISH 

-生態系モデルの計算・電子メール

海産ツボワムシ類の生殖隔離機構

海産ツボワムシに対する脊椎動物ホルモンの

投与効果

小型漁船等の効率的な運用法に関する研究

魚類の細菌病に関する研究

プロテアーゼに関する研究

プロテアーゼに関する研究

研究のための情報交換

海産ツボワムシの個体群増植と両性生態誘導

および被甲サイズに対する無脊椎動物ホルモ

ンの投与効果

休眠的カンヅメを用いた海産ツボワムシの保

存法

餌料生物、ワムシの貯蔵方法について

餌料プランクトンの培養診断技術の開発

電子メール・ニュース等

情報検索

非線形計画法における数値計算

非線形現象とカオス

セラミックスの構造解析

生理活性ペプチドの相互作用について

Pd-Y触媒の EXAFSによる構造解析

対馬暖流域の生物地理研究

植物性微化石の古生態学的研究

地層の数理的解析

ドイツの文字と思想
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部局

教養部

学科

保健体育

熱帯医学|感染細胞

研究所 |修飾機構

附属熱帯性

病原体

寄生行動制御

病変発現機序

教授|神原慶一

講師|上村春樹

助手|柳哲雄

助手|中津秀介

補佐員|木下美紀

院生|篠原克典

院生|加藤美枝

助手|松尾幸子

ロJ
E
 

教

教

世

ウ

人

康

康

央

英

ダ

仁

巻

巻

橋

倉

引

井

藤

藤

高

板

ム

藤

師

師

師

授

性

生

講

講

講

教

即

院

院生|ラミャモン

院生|田野浦潔

院生|ウインデル

院生|フイリップ

感染症予防治療|院生|グレンダ

院生|パルケット

院 生 | 揚 丹

海洋生産|海洋環境建設学|教授|高橋和雄

教授|富樫宏由

教授|富樫宏由

院生|ハサナット

耐波浪強度学 |院生|松崎要

耐流圧構造工学|院生|程先雲

院生|呉明強

課題

体温調節能に関する研究および文献検索

身体的発育発達に関する研究

インド・ネパールにおけるエスニック・スポー

ツについて

マラリアおよびトリパノソーマ症の研究

トランス・シアリダーゼの研究

トリパノソーマ症の研究

マラリアの研究

文献情報システムの利用

マラリアの研究

τ'rypanosoma cruziトランスシアリダーゼ遺{云

--I子ファミリーの発現調節解析

日本脳炎ウイルスに関する研究

ケニアにおける住血吸虫症の疫学的研究

ケニアにおける糸状虫症の疫学

住血吸虫の寄生行動制御

熱帯地域疾患の現状

疾病媒介蚊の生態

CYBB遺伝子発現調節因子群の精製、クロー

ニング、およびその作用機序の解析

マラリアに関する研究

マラリア患者における抗 phospholipid抗体の

産生

赤痢アメーパー病原性株のフィリピンにおけ

る分布

細菌感染における毒素の役割

モラキセラ・カタラーリスに関する研究

Interferon receptor in HCV paticuts in treat-

mcut with IFNS 

頼粒球ライブラリーより得られた新規な

CDNAの全長鎖のクローニングおよびその構

造解析

偏平ケーブルに現れるカオスの研究

下端放流ゲートの流れ解析

大村湾の潮流解析

波・流れ共存場の解析

境界要素法についての研究

レーダ雨量情報を用いた短時間降雨予測

自由端に面内集中荷重を受ける長方形板の静

的・動的解析
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部局 学科 身分 氏名 課題

海洋生産 院生 出口米和 セルフアセンブリー型単分子膜を素材とする電極

表面の高次機能化

院生 山室太平 イルカ類の漁業生物学的研究

院生 太田晶一 扇平アーチの非線形振動とカオス解析

院生 張元建 CAMにおける自由面加工と干渉問題に関する研究

院生 ウバラノfティ アマ川の分子生物学に関する研究

院生 ズンミンミン ワムシの小生態系

院生 高木茂 イルカの送受渡および物体認識メカニズムに関す

る研究

院生 前田英雅 鯨類の音響生態に関する基礎的研究

院生 鈴木伯幸 マダイ音響馴致に影響を及ぼす環境要員について

商科短大 教授 奥田英輔 Neurul Networkのシミュレーション

助教授 吉田省二 競争政策、独禁法研究に関する法令データベース検 l

索

医療技術 一般教育等 教授 中村剛 臨床試験データの統計解析法の開発

短大 教授 渡遺文治 タンパク、 DNAの構造、機能の分析

教授 川崎千里 小児の神経発達に関する疫学的研究

助教授 船瀬広三 神経生理学分野の文献検索及び電子メール

講師 仮屋園昭彦 実験および調査結果の統計処理

看護学科 助教授 宮下弘子 小児看護学

助手 宮原春美 母性看護学・小児看護学

理学療法学科 教授 加藤克知 ヒト形態の計量的解析

助教授 千住秀明 胸部理学療法

助手 鶴崎俊哉 小児・胎児発達の経時的研究 l 

作業療法学科 助教授 土田玲子 学習障害及び自閉症にみられる感覚障害について

助手 伊藤斉子 障害児に対する作業療法効果に関する研究

保健管理センター 教授 石井伸子 健康診断データの統計処理

教授 石井伸子 健康診断データの統計処理

助教授 湯川幸一 長崎県民健康づくりのための食生活調査

技官 大坪敬子 健康診断データの検索

環境保全センター 技官 田平康広 電子メールによる廃液回収についての調査及び廃

液内容物のデータの取り込み

留学生センター 教授 福島邦夫 学術情報センタ一、電子メール

教授 L属島某三 東南アジア地域の華人社会の研究

一一一
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教育用課題

部局 学科 身分 氏名 課題

(通年)

経済学部 非常勤 辺見一男 計算機プログラミング (31名)

講師

商科短大 教授 奥田英輔 ゼミ (10名)

講師 楠田康之 ?? (45名)

非常勤 川場隆 電算機概論 (60名)

講師

(前期)

教育学部 講師 野崎剛一 教育方法・技術演習 (49名)

講師 野崎剛一 教育方法・技術演習 (49名)

工学部 構造工学科 教授 修行稔 シミュレーション工学 (53名)

イシ 材料工学科 教授 修行稔 ソフトウェア工学 (65名)

イシ 機械システム工学科 教授 石松隆和 ソフトウェア演習 (57名)

イシ イシ 。 イシ ソフトウェア演習 (59名)

イシ 。 教授 金丸邦康 機械工学序論 (36名)

全学教育 一般情報処理教育 助教授 藤木卓 情報処理演習 (52名)
。 イシ 助教授 村田嘉弘 情報処理演習 (51名)

イシ ク 助教授 黒川不二雄 情報処理演習 (66名)

ク 。 講師 藤村誠 情報処理演習 (27名)
。 。 講師 丸山陽市 情報処理演習 (59名)
。 イシ 講師 野崎剛一 医療薬剤学実習 (18名)

イシ 。 助手 鶴正人 情報処理演習 (23名)

イシ 。 非常勤 原美都里 情報処理演習 (28名)

講師

イシ イシ 講師 二根真理子 情報処理演習 (50名)

イシ ク 助手 本田純久 情報処理演習 (50名)

イシ 。 非常勤 鈴木千鶴子 総合英語山 (57名)

講師

(後期)

教育学部 教授 菅原民生 教育情報入門 (20名)

イシ 講師 野崎剛一 教育方法・技術演習 (51名)

工学部 構造工学科 教授 修行稔 電子計算機概論 (18名)

工学部 社会開発工学科 助教授 岡林隆敏 コンピュータ情報処理 (65名)

工学部 機械システム工学科 教授 木須博行 機械情報処理 (119名)

留学生センター 講師 中村千秋 総合演習 2(9名)

医療短大 教授 中村剛 情報科学 (122名)
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教育用課題

部局 学科 身分 氏名 課題

全学教育 一般情報処理教育 教授 竹野下寛 情報処理演習 (53名)

ク 。 〆教授 古賀雅夫 情報処理演習 (18名)

イシ 。 助教授 八木沢時記 情報処理演習 (77名)
。 イシ 助教授 森山雅雄 情報処理演習 (50名)
."， ク 助教授 村田嘉弘 情報処理演習 (51名)
。 。 助教授 -塩谷茂明 情報処理演習 (48名)
イシ ク 助手 池永全志 情報処理演習 (49名)
イシ イシ 非常勤 原美都里 情報処理演習 (41名)

講師

イシ イシ イシ 。 情報処理演習 (58名)
。 ク 非常勤 鈴木千鶴子 総合英語IV(57名)

講師

事務用課題

学生部 入試課 事務官 山本一吉 入試事務システム

イシ 。 。 . ."， イシ

。 イシ 。 。 。
イシ 。 。 ク 。
イシ 教務係 事務官 苑田利弘 教務事務システム
。 。 。 。 。
。 。 イシ 。 。
。 ィシ 。 。 。

教育学部 学生係 事務官 茂田優 教務事務システム
。 。 ク 。 イシ

経済学部 教務係 事務官 六倉恵子 教務事務なステム
。 。 。 イシ 。

医学部 学生係 事務官 石崎義憲 教務事務システム

イシ 。 。 。 。
歯学部 学生係 事務官 宮本年彦 教務事務システム

。 。 。 。 。
薬学部 学生係 事務官 鳴海幸雄 教務事務システム

。 ク 。 。 。
工学部 教務係 事務官 青木繁明 教務事務システム

。 。 。 ."， 。
水産学部 学生係 事務官 中島恭子 教務事務システム

。 ク 。 。 。
教養部 教務係 事務官 杉本博行 教務事務システム

。 。 。 ク // 

附属図書館 情報管理課 事務官 戸川和夫 日録業務用
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事務用課題

部局 学科 身分 氏名 課題

附属図書館 情報管理課 事務官 戸川和夫 シスァム保守用

ク 参考調査係 事務官 下回研一 情報検索用 (NACSIS-IR)
。 イシ 。 /，- システム保守用
。 医学分館 事務官 吉村淳 情報検索用 (NACSIS-IR)

イシ 経済学部分館 事務官 小山哲郎 情報検索用 (NACSIS-IR)

部 局 登 録 ' 者数

(電子メール・電子ニュース等処理課題)

医学研究科博士課程 5名

薬学研究科博士課程 1名

工学研究科博士課程 6名

水産学研究科博士課程 9名

海洋生産科学研究科 2名

教育学部 68名
. 

経済学部 85名

医学部 46名

歯学部 53名

薬学部 30名

工学部 101名

水産学部 36名

医療短大 13名

平成 9年2月20日現在
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8.諸規則

(1)長崎大学情報処理委員会規則

(昭和六十三年四月八日規則第六号)

(趣旨)

第一条 長崎大学(以下「本学jという。)に、長崎大学情報処理委員会(以下「委員会J

という。)を置く。

(審議事項)

第二条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

一一
四

情報処理計画及び情報処理教育の基本方針に関すること。

長崎大学キャンパス情報ネットワーラシステムの管理運営の基本方針に関すること。

総合情報処理センターの管理運営の基本方針に関すること。

総合情報処理センター長及び総合情報処理センターの教官の選考に関すること。

五 その他情報処理に関する重要事項。

(組織)

第三条 委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

2 

一各学部長

一一
四

五

ーよー・
ノ、

七

}¥ 

九

教養部長

熱帯医学研究所長

附属図書館長

医学部附属病院長及び歯学部附属病院長

海洋生産科学研究科長

商科短期大学部部長及び医療技術短期大学部部長

総合情報処理センター長

学生部長

十事務局長

前項第十号の委員は、前条第三号の審議には加わらないものとする。

3 委員は、学長が任命する。

(委員長)

第4条 委員会の委員長は、学長をもって充てる。

2 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長の指名する者がそ.の職務を代行する。

(会議)

第五条 委員会は、構成員の過半数の出席により成立し、議事は出席者の過半数の同意

をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。
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(意見の聴取)

第六条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴取

することができる。

(事務)

第七条 委員会の事務は、総合情報処理センタ一事務室において処理する。

(補則)

第八条 委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が別に定める。

附則

この規則は、昭和六十三年四月八日から施行する。

附 則 (平成元年五月二十九日規則第二十二号)

この規則は、平成元年五月二十九日から施行する。

附 則 (平成八年四月二十六日規則第十号)

この規則は、平成八年四月二十六日から施行する。

(2 )長崎大学総合情報処理センタ一規則

(昭和六十三年四月八日規則第五号)

(趣旨)

第一条 この規則は、長崎大学学則第九条の三第二項の規程に基づき、長崎大学総合報処

理センター(以下「総合情報処理センターjという。)の組織及び運営に関し、必要な

事項を定めるものとする。

(目的)

第二条 総合情報処理センターは、総合情報処理センターの計算機システムを整備運用し、

長崎大学(以下「本学j という。)における研究、教育及び事務処理のための共同利用

に供するとともに、学術情報システム等の開発を行い、それらに関する情報処理を効率

的に行うことを目的とする。

(業務)

第三条 総合情報処理センターにおいては、次の各号に掲げる業務を行う。

一
四

五

研究のための科学技術計算及びデータ処理に関すること。

情報処理教育における計算機システムの利用に関すること。

学術情報の処理及び提供における計算機システムの利用に関すること。

事務処理のための計算機システムの利用に関すること。

計算機システム及びネットワークシステムに関する研究、開発等及び利用者に対す

る技術の指導に関すること。

六 その他情報処理に関すること。

(組織)
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第四条 総合情報処理センターに、次の各号に掲げる職員を置く。

総合情報処理センター長

二助教授

三 その他必要な職員

2 前項第二号及び第三号の職員は、総合情報処理センター長の命を受け、総合情報処理

センターの業務に従事する。

(総合情報処理センター長)

第五条 総合情報処理センター長は、本学の教授をもって充てる。

2 

3 

4 

総合情報処理センター長は、長崎大学情報処理委員会の推薦により学長が選考する。

総合情報処理センター長の任期は二年とし、再任を妨げない。

総合情報処理センター長は総合情報処理センターの業務を掌理し、所属職員を監督す

る。

(運営委員会)

第六条 総合情報処理センターに、総合情報処理センターの運営の具体的な事項を審議す

るため、長崎大学総合情報処理センター運営委員会(以下「運営委員会jという。)を

置く。

(運営委員会の組織)

第七条 運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

2 

3 

4 

一
一一一
四

五

--'--
ノ、

七

各学部、教養部、熱帯医学研究所、医学部附属病院、歯学部附属病院、海洋生産科

学研究科、商科短期大学部及び医療技術短期大学部の教授、助教授及び講師のうちか

ら選出された者各 1人

全学教育実施調整委員会一般情報処理科目専門委員会委員長

総合情報処理センターの教官

庶務部長

経理部長

施設部長

学生部次長

八附属図書館事務部長

前項第一号の委員の任期は二年とし、再任を妨げない。

第一項第一号の委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の任期の残余の

期間とする。

委員は、学長が任命する。

(委員長)

第八条 運営委員会の委員長は、総合情報処理センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長の指名する委員がその職務を代行する。
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(会議)

第九条 運営委員会は、構成員の過半数の出席により成立し、議事は出席者の過半数の同

意により決する。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。

(専門委員会)

第十条 運営委員会に、必要に応じて専門委員会を置くことができる。

2 専門委員会に関し必要な事項は、運営委員会が別に定める。

(意見の聴取)

第十一条 委員長が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者を出席させ、意見を

聴取することができる。

(事務)

第十二条 運営委員会の事務は、第 14条第 1項に定める総合情報処理センター事務室

(以下「事務室jという。)において矩理する。

(研究開発室等)

第十三条 総合情報処理センターに、研究開発室、情報処理教育研究室及びネットワーク

研究室を置く。

2 前項の室に、それぞれ室長を置くことができる。

3 室長は、総合情報処理センター長の命を受け、室務を処理する。

第十四条 総合情報処理センターに、事務室を置く。

2 事務室に関し必要な事項は、別に定める。

(利用等)

第十五条 総合情報処理センターの利用その他に関し.o、要な事項は、別に定める。

附則

l この規則は、昭和六十三年四月八日から施行する。

2 この規則施行後最初に任命される総合情報処理センター長及び最初に選出される運営

委員会委員の任期は、第五条第三項及び第七条第二項の規程にかかわらず、昭和六十五

年三月三十一日までとする。

3 長崎大学情報処理センタ一規則(昭和五十四年四月二十七日規則第九号)は、廃止す

る。

附 則 (平成八年四月二十六日規則第十一号)

この規則は、平成八年四月二十六日から施行する。

( 3)長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム運用規程

(平成八年四月二十六日規程第十一号)

(趣旨)

第一条 この規程は、長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム管理規則(平成八年
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規則第九号) (以下「規則jという。)第八条の規定に基づき、 NUNETの運用、利

用等に関し、必要な事項を定めるものとする。

(用語)

第二条 この規程において使用する用語は、規則において使用する用語の例による。

(運用)

第三条 基幹LANの運用は、センター長が行う。

2 部局LANの運用は、センター長の総括のもとに部局 LAN管理者が行う。

(ネットワーク層プロトコルの指定)

第四条 基幹LANを利用して通信する場合のネットワーク層プロトコルは、 1Pとする。

ただし、センター長が認めた場合は、この限りでない。

(IPアドレスの管理及び割当て)

第五条 NUNETの1Pアドレスは、セ Yター長が管理し、部局LAN管理者に割り当

てる。

2 前項の規定により 1Pアドレスの割当てを受けた部局LAN管理者は、部局 LANに

接続するコンピュー夕、端末装置等の機器(以下「コンビュータ等jという。)に 1P 

アドレスを割り当てる。

3 前二項の規定にかかわらず、基幹LANに直接接続する機器については、センター長

が 1Pアドレスを割り当てる。

(コンビュータ等の接続資格)

第六条 NUNETにコンビュータ等を接続することのできる者は、次の各号のーに該当

する者とする。

一 長崎大学(以下「本学jという。)の職員

二 その他部局LAN管理者が適当と認めた者

(コンピュータ等の接続手続)

第七条 部局 LANにコンビュータ等を接続しようとする者は、接続しようとする部局L

ANの部局LAN管理者にコンピュータ等接続申請書を提出し、許可を受けなければな

らない。

2 部局LAN管理者は、部局LANの運用等に支障がないと認めたときは、前項の申請

を行った者にコンピュータ等接続許可書を交付する。

3 コンピュータ等の接続を許可された者(以下 f端末設置責任者Jという。)は、コン

ビュータ等の接続を取り止めるときは、部局LAN管理者に届け出なければならない。

(NUNE Tの利用資格)

第八条 前条第二項の規定により接続を許可されたコンビュータ等を利用できる者は、次

の各号のーに該当する者で、端末設置責任者の許可を受けたものでなければならない。

本学の職員

二本学の学生
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三 その他部局 LAN管理者が適当と認めた者

(端末設置責任者及び利用者の道守事項)

第九条 端末設置責任者及びNUNETを利用する者(以下「利用者jという。)は、規

則及びこの規程を道守するとともに、通信の妨害、傍受等NUNETの円滑な運用を阻

害する行為をしてはならない。

2 端末設置責任者又は利用者は、 NUNETの接続又は利用に関し、部局 LAN管理者

又は管理運用担当者の指示に従わなければならない。

(接続又は利用の制限)

第十条 部局 LAN管理者は、端末設置責任者又は利用者が前条に規定する道守事項に明

らかに違反したと判断したときは、コンビュータ等の接続の許可を取り消し、又はNU

NETの利用を制限することができる。

(経費の負担)

第十一条 基幹LANの運用、保守等に要する経費の負担は、運営委員会の議により定め

るものとする。

2 部局 LANの運用、保守等に要する経費は、当該部局が負担するものとする。

3 NUNETに接続するコンビュータ等の接続等に要する経費は、端末設置責任者が負

担するものとする。

(事務)

第十二条 基幹LANに係る事務は総合情報処理センターにおいて、部局 LANに係る事

務は当該部局において処理する。

2 NUNETの事務の総括は、部局の協力を得て、総合情報処理センターが行う。

(補則)

第十三条 この規程に定めるもののほか、 NUNETの運用、利用等の細部に関レ必要な

は、別に定めることができる。

附則

この規程は、平成八年四月二十六日から施行する。

(4)長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム管理規則

(平成八年四月二十六日規則第九号)

(目的)

第一条 この規則は、長崎大学における研究、教育及び事務に関する情報処理の円滑化を

図るために構成された長崎大学キャンパス情報ネットワークシステム(以下 fNUNE

TJという。)の全学的な管理体制を明確にすることにより、その適正かっ円滑な管理

ことを目的とする。
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(定義)

第二条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

部局 本部(事務局及び学生部をいう。)、各学部、教養部、熱帯医学研究所、附

属図書館、医学部附属病院、歯学部附属病院、海洋生産科学研究科、商科短期大学部、

医療技術短期大学部、保健管理センター、アイソトープ総合センター、総合情報処理

センター、地域共同研究センター、生涯学習教育研究センタ一、留学生センター、環境

センター及び計測・分析センターをいう。

二 部局LAN管理者前号に定める各部局の長(本部にあっては事務局長、商科短期

大学部及び医療技術短期大学部にあっては部長)をいう。

三 ネットワーク コンピュー夕、端末装置等の機器を相互に接続するための通信ケー

プル及び接続用機器をいう。

部局 LAN 部局のネットワークのうち、基幹LANと接続している当該部局のネ

ットワークから構成するものをいう。

基幹LAN すべての部局 LANを接続するための中継機器及び通信ケープル並び

に総合情報処理センターに設置された学外ネットワークに接続するための中継機器、

サーバ機器、監視装置等の機器及びこれらの機器を接続する通信ケープルから構成す

るものをいう。

六 NUNET 各部局 LAN及び基幹LANで構成される総体をいう。

(NUNETの管理)

第三条 基幹LANは、総合情報処理センター長(以下「センター長jという。)が管理

し、各部局 LANは、部局 LAN管理者が管理する。ただし、複数部局で一体として運

用するネットワークで基幹LANと接続しているネットワークの管理については、関係

部局の部局 LAN管理者の協議によるものとする。

基幹LANと部局 LANの接続その他のNUNETに係る事項の総括は、部局 LAN

管理者の協力を得て、センター長が行う。

(NUNETの運営に関する審議等)

第四条 NUNETの運営に関する次の各号に掲げる事項については、長崎大学総合情報

処理センター運営委員会(以下「運営委員会Jという。)において審議する。

NUNETの整備運用に関すること。

基幹LANと部局 LANその他機器等の接続に関すること。

NUNETと学外のネットワークとの接続に関すること。

NUNETによるネットワークサーピスに関すること。

四

五

一一
一一

2 

四

基幹LANの運用、保守等の経費に関すること。

六 その他NUNETの運営に関する事項

運営委員会に、 NUNETの運用等に関する専門的事項を検討させるため、長崎大学

五

η'u 

司
自
ムヮ“
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キャンパス情報ネットワークシステム運用専門委員会(以下「専門委員会jという。を

置く。

3 専門委員会に関し必要な事項については、別に定める。

(基幹LANの構成の変更)

第五条 センター長は、基幹LANに機器又は通信ケープルを接続しようとするとき、基

幹LANを構成する機器又は通信ケープルを更新しようとするとき等基幹LANの構成

を変更しようとするときは、運営委員会の議を経て行うものとする。

(部局ネットワーク又は部局管理の機器の接続等)

第六条 部局 LAN管理者は、基幹LANに部局のネットワークを接続しようとするとき、

部局 LANの接続を取り止めようとするとき又は部局 LANの接続を変更しようとすき

は、センター長の承認を受けなければならない。

2 部局 LAN管理者は、部局の管理する'機器を基幹LANに接続しようとするとき若し

くは接続を取り止めようとするとき又は当該機器の機種等を変更しようとするときは、

センター長の承認を受けなければならない。

3 センター長は、前二項に規定する接続又は変更の内容がNUNETの管理運用上支障

がないと認めたときは、運営委員会の議を経て承認するものとする。

(管理運用担当者)

第七条 部局に、当該部局における部局 LANの管理に関して部局 LAN管理者を補佐し、

その運用を行わせるため、管理運用担当者を置く。

2 前項の管理運用担当者は、当該部局の職員のうちから、部局 LAN管理者が指名する

者をもって充てる。

3 第一項の規定にかかわらず、部局 LANの管理及び運用上の必要がある場合には、関

係部局の部局 LAN管理者の協議により、共通の管理運用担当者を置くことができる。

(補則)

第八条 この規則に定めるもののほか、 NUNETの運用、利用等に関レ必要な事項は、

別に定める。

附則

この規則は、平成八年四月二十六日から施行する。

附 則(平成八年五月十一日規則第十七号)

この規則は、平成八年五月十一日から施行する。
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9.名簿

(1)情報処理委員会名簿

(H9.2.1現在)

委員長学 長 横山哲夫

委員教育学部長 至ー水、 方~二

経済学部長 式部透

医学部長 池田高良

歯学部長 加藤伊八

薬学部長 入江寛

工学部長 浦昆

水産学部長 平山和次

教養部長 井上義彦

熱帯医学研究所長 小坂光男

附属図書館長 辻芳郎

医学部附属病院長 斎藤泰

歯学部附属病院長 熱田充

海洋生産科学研究科長 槌本六良

商科短期大学部部長 今回正

医療技術短期大学部部長 穐山富太郎

総合情報処理センター長 黒田英夫

学生部長 佐藤俊英

事務局長 渡遺隆'

(2)総合情報処理センタ一運営委員会名簿

(H9.2.1現在)

委員長 総合情報処理センター長 教 授 黒 田 英 夫

委員教育学部 助教授 藤木卓

経済学部 教 授 矢島邦昭

医学部 教 授 竹本泰一郎

歯学部 助教授 久恒邦博

薬学部 助教授 八木沢暗記

工学部 教 授 木須博行

水産学部 助教授 塩谷茂明

教養部 助教授 団連秀二

熱帯医学研究所 助教授 土 屋 勝 彦

医学部附属病院 教 授 上平憲

歯学部附属病院 教 授 中村卓

海洋生産科学研究科 教 授 修行稔

214 



委員商科短期大学部 講 日市

医療技術短期大学部 教 :}兵又

総合情報処理センター 講 自市

イシ 助 手
~ 助 手

庶務部 庶務部長

経理部 経理部長

施設部 施設部長

学生部 学生次長

附属図書館 事務部長

(3)総合情報処理センタ-職員名簿

センター長(併任) 工学部教授

研究開発室長 . 講 師

(情報処理教育研究室長，ネットワーク研究室長兼任)

助手

助手

事務室長(兼任) 経理課長

事務室 事務官
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技官

技官

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

楠 田 康 之

中村剛

野崎剛一

鶴正人

池永全志

松村盾夫

寺 島 裕 康

木下英彦

大池守

佐 田 忠 鴻

(H9.2.1現在)

黒 田 英 夫

野崎剛一

鶴正人

池 永 全 志

柳 橋 恒 久

松 尾 信 次

山口正道

森 内 義 巳

漬里麗子

吉田朋美

岡野衣見子



10.センターの広場

--A PLACE IN THE SUN ，....， いつかもうすぐ

最近、週末になるたびに、朝6時に起きて車を走らせるという生活が続いている。このよ

うな生活を始めて、もうすぐ 3週間が経とうというところだろうか。だいぶ慣れてはきた。

今朝もまた、 6時にセットしておいた目覚しの耳障りな電子音を止め、頭を振って眠気

を吹き飛ばす。「今日はあるだろうか」そんな不安にかられながらも、とにかく出かける準

備をする。寒いと思ったら、窓の外には小雪がちらついていた。最悪だ。

昨日のうちに買っておいた缶コーヒーを一口飲み、エンジンをかける。まだ I年半しか

乗っていない愛車だが、すでに 30000kmにメーターが近付こうとしている。「来月給料が

入ったら、エンジンオイルを交換しなくては。Jなどと思いながら、エアコンとコンポの

スイッチを入れ、フロントガラスの氷が溶けるのを待つ。コンポからは、浜田省吾の IA
Place in the SunJが流れていた。

7時過ぎには目的の場所に着き、自分のいつもの指定席へと座る。雪が降っていたせい

であろう、幸いな事に自分以外の人影は見当たらない。

今度は暖かいコーヒーをすすりながら、読みかけの小説を開く。今読んでいるのは、綾

辻行人の「黒猫館の殺人jという推理小説で、これがなかなかおもしろい。ふと目を本か

ら上げると、ガラスの向う側に、一旦やんだかにみえた雪が吹雪いていた。「積もらないと

いいのだが…」と少し心配になりしばらく窓の外を見つめたあと、再び本に目を戻した。

1時間ほど経った頃だろうか。小さな男の子の手をヲ|いた家族連れや、友達同士であろ

う小学生のグループの姿がちらほらと見え始めた。全員ワクワクしたような、それで、いて

どこかに不安を抱いてるような目をしている。不安の原因はその場にいる全員が知ってい

るもので、そこにはある種の連体感みたいなものが生まれていた。

9時を少し過ぎた頃だろうか。いつもの「彼」が現れた。そこに居合わせた人は、波を

打ったように静まりかえった。私は「彼」の手元に注目した。が、「彼」の手には何も握ら

れてはおらず、その事は私にとって、これから「彼」が話す内容について最悪なものにな

るであろう事を物語っていた。

「彼jは、あえて感情を表に出さぬように、そして言葉を選びながら重い口を開く。それ

は私が予想していた言葉であったのだろうが、私の耳には彼の言葉はもはや聞こえなかっ

た。いや、聞きたくなかったというのが正しい見解であろう。

やがて集まった人々は重い足取りでそれぞれの家路へと向かい、私は私の帰る場所へと

向かった。外はすでに雪はやんでおり、やわらかな日差しさえもこぼれている。しかし空の

上の雲は厚く、まるで私の心を表したかのように灰色の様相を呈していた。私はつぶやく。

「たまごっち……今日も駄目だったか…J

なんのことはない。私は「たまごっちJを探して朝早くから並んでいたのである。

T.Y 
努力の甲斐あって、何と 2月 20日に無事手に入れる事ができました!うれし-!!
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「ょうこそ FMVJ

最近は朝の目覚めが良い。朝が弱い私にとってありがたい春がやってきたようだ。春と

いうと毎年新鮮さを感じていたが、今年は就職活動の準備をしなければならないという焦

りを感じさせられる。就職先が決まるとたくさんの夢が現実へと変わるのだろうが、全く

先が見えず、不安さえ感じている今日この頃である。

今年 1月にはセンターのシステムも大きく変わった。私の目の前に新たに FMVがやっ

てきた。その利用者である私が今思う事。

ネットスケープを見る o 1 Dが必要ないので便利。ホームページはすぐに開く。

ブックマークから聞く。毎日のチェック場所を開く。いつもと変わりなく開く。

今日も開く。毎日のチェック場所を開く。いつもより時間がかかる。

アドレスも次のページへと変更された。星が流れている。画面の色はグレー。

まだ流れている。星が流れている。じわじわと現われている。

画像が増えている O だから時間もかかる。とても待ち遠しい。

すでに00分も待った。まだ読み込み完了しない。待ちくたびれた。

画像を諦めようか。右上には中止ボタン。押そうか押すまいか。

。
しかし画像が欲しい。上には再読み込みボタン。もう一度読み直し。

*全てのページが距離や容量に然程関係なく、短時間で読み込めれば、もっと

スムーズに、要領よく見る事ができるのに。

検索のページを開く。有るだろうページを検索。有りそうで無いページ。

結構ある。

*この場合はショック(ー寸;

00社のページが存在するのであれば、ムム社のページが存在してもよさそ

つな。。。

ネットスケープでページを開く。聞くまで待つ。

Cannot Connect. F le Not found. 
*この場合も同じくショック(一ー"

このページには出会わなかったほうが。。。

学研辞書。表記が大きくて見やすい。国語辞書に頼ってみる。

すぐに表示される。意味をチェック。浅い表示。

*せっかくの辞書。もう少し内容が濃いければもっと活用できるのに。

以上、私が今思う事でした。

失礼致しましたo
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編集後記

長崎大学総合情報処理センターの「センターレポート第 16号Jをお送りします。

編集のために編集委員及びセンターの職員が何回も会合を持つことなしに電話あるいは

E-mailで連絡をとりながらの編集であった。私自身慣れないことで一抹の不安があった。

しかし最終的な編集会議で、机の上に積み上げられた紙の原稿を目にした時はいささか驚

くと同時に安堵した。

これは投稿原稿の筆者、それを督促した人々及びセンター長をはじめ、センター職員諸

氏の見えない努力のおかげである。今まであまり読まなかった諸賢もこのセンターレポー

トを受け取られたら、今回は読んでいただきたい。きっと心に止まる内容に行き当たると

確信する。昨今のコンビュータ通信の普及は大変なもので、このような新しい通信メディ

アによって世の中の隔壁が次第に取り払われていくような気がする。

今回は特に 1997年1月25日に、長崎大掌工学部2号館で本センターも主催者機関のー

っとして開催された「教育におけるネットワーク利用に関する講演会の報告」を掲載した。

この講演会そのものが、長崎大学の諸部局の及び他大学との協同であり、またその内容の

「教育におけるネットワーク利用jはコンピュータネットワークを介しての個人・地域・学

校聞の協同である。講演の一部を会場の片隅で拝聴して、新しいメディアを教育に社会に

取り込こもうとする熱意は想像以上のものであると感じた。教育界へのこれらの導入に対

するご意見はともかくとして、まずは一読してみていただきたい。

(土屋勝彦記)

【編集委員】

総合情報処理センター長教授黒田英夫

経済学部 教授矢島邦昭

医学部 教授竹本泰一郎

薬 学 部 助教授八木沢暗記

教養部 助教授田遺秀二

熱帯医学研究所 助教授土屋勝彦

(センター運営委員会広報部会長)

歯学部附属病院 教授中村卓

海洋生産科学研究科 教授修行稔

総合情報処理センター 講師野崎剛一

総合情報処理センタ一 助手鶴 正人

総合情報処理センタ一 助手池永全志
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